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１、開催年月日時刻及び場所

  令和元年９月９日

自  午前１１時００分

至  午前１１時１６分

於  委 員 会 室 ３

２、出席委員の氏名

委 員 長 坂本  浩 君

副 委 員 長 石本 政弘 君

委   員 中山  功 君

〃 坂本 智徳 君

〃 外間 雅広 君

〃 中村 和弥 君

〃 西川 克己 君

〃 山口 初實 君

〃 宅島 寿一 君

    〃 饗庭 敦子 君

３、欠席委員の氏名

   委   員     八江 利春 君

４、委員外出席議員の氏名

な  し

５、審査の経過次のとおり

― 午前１１時００分 開会 ―

【坂本(浩)委員長】 ただいまから、環境生活委
員会を開会いたします。

これより議事に入ります。

まず会議録署名委員を、慣例によりまして、

私から指名させていただきます。

会議録署名委員は、中村(和)委員、山口(初)
委員のご両人にお願いいたします。

次に、審査の方法について、お諮りいたしま

す。

本日の委員会は、令和元年９月定例会におけ

る本委員会の審査内容等を決定するための委員

間討議であります。

それでは、審査方法等について、お諮りいた

します。

審査の方法については、委員会を協議会に切

り替えて行いたいと思いますが、ご異議ござい

ませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議ないようですので、そのように進める

ことにいたします。

それでは、ただいまから、委員会を協議会に

切り替えます。

しばらく休憩いたします。

― 午前１１時０１分 休憩 ―

― 午前１１時１５分 再開 ―

【坂本(浩)委員長】 委員会を再開いたします。

それでは、本日協議いたしました委員会の審

査内容については、原案のとおり決定されまし

たので、この後、理事者に正式に通知すること

といたします。

ほかにご意見はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

ほかにないようですので、これをもって本日

の環境生活委員会を閉会いたします。

お疲れ様でした。

― 午前１１時１６分 散会 ―
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１、開催年月日時刻及び場所

  令和元年９月２４日

自   午前１０時 ０分

至   午後 ４時１３分

於   委 員 会 室 ３

２、出席委員の氏名

委員長(分科会長) 坂本  浩 君

副委員長(副会長) 石本 政弘 君

委 員 八江 利春 君

〃 中山  功 君

〃 坂本 智徳 君

〃 外間 雅広 君

〃 中村 和弥 君

〃 西川 克己 君

〃 山口 初實 君

〃 宅島 寿一 君

〃 饗庭 敦子 君

３、欠席委員の氏名

な   し

４、委員外出席議員の氏名

な   し

５、県側出席者の氏名

土 木 部 長 岩見 洋一 君

土 木 部 技 監 藤田 雅雄 君

土 木 部 次 長 天野 俊男 君

土木部参事監
（まちづくり推進担当）

村上 真祥 君

監 理 課 長 井上 和広 君

建設企画課長 川添 正寿 君

建設企画課企画監 松園 義治 君

新幹線事業対策室長
（ 参 事 監 ）

大塚 正道 君

都市政策課長 植村 公彦 君

道路建設課長 馬場 一孝 君

道路維持課長 馬場 幸治 君

港 湾 課 長 平岡 昌樹 君

港湾課企画監 松永 裕樹 君

河 川 課 長 浦瀬 俊郎 君

河川課企画監 松本 憲明 君

砂 防 課 長 鈴田  健 君

建 築 課 長 三原 真治 君

営 繕 課 長 平松  彰 君

住 宅 課 長 高屋  誠 君

住宅課企画監 小山 俊一 君

用 地 課 長 佐々木健二 君

６、審査事件の件名

〇予算決算委員会（環境生活分科会）

第103号議案
令和元年度長崎県一般会計補正予算（第2号）
（関係分）

第104号議案
令和元年度長崎県港湾施設整備特別会計補正

予算（第2号）

７、付託事件の件名

〇環境生活委員会

（1）議 案

第107号議案
長崎県流域下水道事業の設置等に関する条例

第108号議案
長崎県特別会計条例の一部を改正する条例

第109号議案
長崎県建築基準条例の一部を改正する条例

第110号議案
長崎県建築関係手数料条例の一部を改正する

条例
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第111号議案
長崎県交通事業の企業職員の給与の種類及び

基準に関する条例の一部を改正する条例

（2）請 願

  な  し

（3）陳 情

・要望書（平戸市が進める「未来を担う人材創

出事業（高校魅力化プロジェクト）」に対す

る協力依頼～外）

・令和2年度 離島振興の促進に関する要望等の
実現について

・諌早市政策要望（諌早駅周辺整備事業への協

力と支援について 外）

・要望書（航空路線の安全確保について 外）

・要望書（沿岸漁業の振興及び漁業者のための

施設整備・環境整備について）

・陳情書（一般国道324号（仮称）茂木バイパ
スの早期事業着手及び主要地方道野母崎宿線

（長崎市千々～飯香浦）の整備促進）

・要望書（幹線道路網の整備促進について 外）

・令和元年度長崎県の施策に関する要望・提案

書

・要望書 令和元年度（長崎空港の運営民営化及

び24時間化の実現について 外）
・要望書（地域高規格道路「西彼杵道路」にお

ける長崎方面への延伸ルートの早期着手につ

いて 外）

・要望書 令和元年度（一般国道499号の整備促
進について）

・要望書 令和元年度（長崎外環状線の早期完成

について）

・要望書 令和元年度（一般国道202号の整備推
進ならびに（仮称）福田バイパスの早期事業

化について

・要望書 （一般国道34号の整備促進について）

・要望書（有明海沿岸道路西部地区の新たな広

域道路交通計画での位置付けについて）

・要望書（地域高規格道路「西彼杵道路」の建

設促進について）

・要望書（地域高規格道路「長崎南北幹線道路」

の早期事業化について）

・要望書 令和元年度（長崎駅周辺で計画されて

いる各種事業の促進及び交流拠点施設利用者

の利便性向上について 外）

・一般県道俵ヶ浦日野線に係るバイパス道路整

備を求める要望書

・身体障害者福祉の充実に関する要望書

・要望書（福江港に於ける安全・安心な漁業活

動の支援について）

・陳情書（「石木ダム建設反対地権者の土地、

建物等の強制収用をしない様に、お願いする

と共に、その代替え案として、佐世保市南部

水系下ノ原ダムのかさ上げ」を陳情します。）

８、審査の経過次のとおり

― 午前１０時 ０分 開会 ―

【坂本(浩)委員長】 おはようございます。
ただいまから環境生活委員会及び予算決算委

員会環境生活分科会を開会いたします。

それでは、これより議事に入ります。

今回、本委員会に付託されました案件は、第

107号議案「長崎県流域下水道事業の設置等に
関する条例」ほか4件であります。そのほか陳
情22件の送付を受けております。
なお、予算議案につきましては、予算決算委

員会に付託されました予算議案の関係部分を環

境生活分科会において審査することになってお

りますので、本分科会として審査いたします案

件は、第103号議案「令和元年度長崎県一般会
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計補正予算（第2号）」のうち関係部分外1件で
あります。

次に、審査方法についてお諮りいたします。

審査は、従来どおり、分科会審査、委員会審

査の順に行うこととし、各部ごとに、お手元に

お配りしています審査順序のとおり行いたいと

存じますが、ご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

【坂本(浩)委員長】 ご異議ないようですので、

そのように進めることにいたします。

これより、土木部関係の審査を行います。

【坂本(浩)分科会長】 まず、分科会による審査
を行います。

予算議案を議題といたします。

土木部長より、予算議案説明をお願いいたし

ます。

【岩見土木部長】 議案の説明に入ります前に、

9月22日の台風17号により、対馬を中心に多数
の被害が出ました。冠水、土砂流出による通行

止め、河川の水位も上がり、床上、床下浸水も

ありました。県としましては、市、それから災

害協定を結んでおります地元業者と協力、連携

し、応急復旧に努めているところでございます。

被災された方々には、心よりお見舞いを申し

上げます。

それでは、土木部関係の議案についてご説明

いたします。

予算決算委員会環境生活分科会関係議案説明

資料をお開きください。

今回、ご審議をお願いしておりますのは、第

103号議案「令和元年度長崎県一般会計補正予
算（第2号）」のうち関係部分、第104号議案「令
和元年度長崎県港湾施設整備特別会計補正予算

（第2号）」であります。
第103号議案「令和元年度長崎県一般会計補

正予算（第2号）」のうち、土木部関係の歳出
予算及び債務負担行為は、記載のとおりであり

ます。

第104号議案「令和元年度長崎県港湾施設整
備特別会計補正予算（第2号）」の歳入歳出予
算は、それぞれ記載のとおりであります。

以上をもちまして、土木部関係の説明を終わ

ります。

よろしくご審議を賜りますようお願いいたし

ます。

【坂本(浩)分科会長】 次に、港湾課長より補足
説明を求めます。

【平岡港湾課長】港湾施設整備特別会計補正予

算について、補足して説明いたします。

課長補足説明資料の1ページをご覧ください。
本補正予算は、川棚港におきまして、県が造

成しました埋立地を川棚町へ売却する予定とし

ており、そのために必要となる境界復元測量等

の費用を計上するものでございます。

課長補足説明資料の次のページ、2ページ目
の平面図をご覧ください。

売却予定地は、中央の着色した部分で、川棚

港の都市再開発事業で造成した埋立地でござい

ます。面積は2万1,266平方メートル、川棚町の
要請に基づきまして県が造成したもので、川棚

町が県から購入することとなっております。

今後、9月議会後に土地売却金額を確定し、
11月頃に土地売買契約の仮契約の締結を行い、
その売買契約の議案について12月に県議会で
審議していただきたいと考えております。

県議会で議決いただいた後、川棚町との土地

売買の本契約を締結する予定になっております。

以上で説明を終了いたします。よろしくご審

議をお願いいたします。

【坂本(浩)分科会長】 以上で説明が終わりまし
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たので、これより予算に対する質疑を行います。

質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

【坂本(浩)分科会長】 質疑がないようですので、
これをもって質疑を終了いたします。

次に、討論を行います。

討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

【坂本(浩)分科会長】 ないようですので、これ
をもって討論を終了いたします。

予算議案に対する質疑・討論が終了しました

ので、採決を行います。

第103号議案のうち関係部分及び第104号議
案については、原案のとおり、それぞれ可決す

ることにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

【坂本(浩)分科会長】 ご異議なしと認めます。

よって、予算議案は、原案のとおり、それぞ

れ可決すべきものと決定されました。

【坂本(浩)委員長】 次に、委員会による審査を
行います。

議案を議題といたします。

まず、土木部長より総括説明をお願いいたし

ます。

【岩見土木部長】 土木部関係の議案について、

ご説明いたします。

「環境生活委員会関係議案説明資料 土木部」

をお開きください。また、これに加え追加1及
び追加2をお配りしておりますので、そちらも
あわせてご覧ください。

今回、ご審議をお願いいたしておりますのは、

第109号議案「長崎県建築基準条例の一部を改
正する条例」、第110号議案「長崎県建築関係
手数料条例の一部を改正する条例」で、その内

容は記載のとおりであります。

なお、どちらの議案も補足説明資料を配付さ

せていただいております。

次に、土木部関係の議案外の報告事項につい

て、ご説明いたします。

今回、ご説明いたしますのは、和解及び損害

賠償の額の決定について、公共用地の取得状況

についてで、その内容は記載のとおりでありま

す。

次に、土木部関係の主な所管事項について、

ご説明いたします。

今回、ご説明いたしますのは、大雨等による

被害について。これについては追加1の部分で
ございます。石木ダムの推進について。これに

ついては追加2で修正がございます。幹線道路
の整備について。長崎南北幹線道路（浦上川線

の北伸について）。 九州新幹線西九州ルート

の建設推進について。長崎市中心部の交通結節

の検討について。次期まち・ひと・しごと創生

総合戦略の策定についてで、その内容は、記載

のとおりであります。

なお、長崎市中心部の交通結節の検討につい

ては、補足説明資料を配付させていただいてお

ります。

以上をもちまして、土木部関係の説明を終わ

ります。よろしくご審議を賜りますよう、お願

いいたします。

【坂本(浩)委員長】 次に、建築課長より補足説
明を求めます。

【三原建築課長】今回、改正を提案しておりま

す条例案について、補足してご説明いたします。

「環境生活委員会課長補足説明資料」の1ペ
ージをご覧ください。

第109号議案「長崎県建築基準条例の一部を
改正する条例について」ですが、建築基準法の

一部を改正する法律の施行に伴う関係政令の整
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備等に関する政令が、令和元年6月25日に施行
され、防火区画について規定する政令第112条
に新たな条項が追加されたことにより、条項ず

れが生じました。これに伴い、県条例第18条、
第19条においても、政令の条項ずれに対応する
ための改正及びその他所要の改正を行うもので

す。

なお、改正内容につきましては、「3．改正
内容」に記載のとおりであります。

また、条例の内容に変更はございません。

次に、資料の2ページをご覧ください。
第110号議案「長崎県建築関係手数料条例の

一部を改正する条例」は、「建築物のエネルギ

ー消費性能の向上に関する法律」の一部を改正

する法律の改正に伴い、複数の建築物の連携に

よる建築物エネルギー消費性能向上計画認定申

請に関する手続が追加されるため、本認定申請

手数料を新設するものです。

従来は、資料の3ページの上段図にあります
とおり、一の建築物ごとに省エネ設備等を設け、

個別に認定申請が必要でした。法改正により、

中段図にありますように、認定申請する建築物

以外の建築物のエネルギー消費性能向上にも資

するため、申請建築物に自他供給型熱源機器等

を設置した際は、連携した計画で複数棟の認定

申請を一括して行うことができるようになりま

した。

手数料額の設定につきましては、認定申請に

係る全ての建築物が、それぞれ誘導基準に適合

するものであるかの審査が必要であるため、従

来の単体の建築物に係る認定申請の審査と同等

であることから、当該計画に係る一の建築物ご

とに算出した手数料額の合算としております。

以上で補足説明を終わります。委員各位のご

審議を賜りますよう、よろしくお願い申し上げ

ます。

【坂本(浩)委員長】 以上で説明が終わりました
ので、これより議案に対する質疑を行います。

質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

【坂本(浩)委員長】 それでは、質疑がないよう
ですので、これをもって質疑を終了いたします。

次に、討論を行います。

討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

【坂本(浩)委員長】 討論がないようですので、

これをもって討論を終了いたします。

議案に対する質疑・討論が終了しましたので、

採決を行います。

第109号議案及び第110号議案については、原
案のとおり、それぞれ可決することにご異議ご

ざいませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

【坂本(浩)委員長】 ご異議なしと認めます。
よって、各議案は、原案のとおり、それぞれ

可決すべきものと決定されました。

次に、都市政策課長より補足説明の申し出が

あっておりますので、これを受けることといた

します。

【植村都市政策課長】長崎市中心部の交通結節

につきまして、去る8月20日に検討会議を立ち
上げ、対応策の検討に着手いたしましたので、

補足して説明いたします。

課長補足説明資料の4ページをお開きくださ
い。

当会議の設立趣旨でございますが、現在、長

崎市中心部では、様々な都市開発事業が目白押

しの状況でございまして、100年に1度と言われ
るほどの大きな変革期を迎えております。特に、

長崎駅部におきましては、令和4年度の新幹線
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開業に向け、新しい駅舎や駅前広場などの整備

が進められておりまして、鉄道と二次交通との

乗継ぎの利便性を確保するため、これまで様々

な検討を行ってまいりましたが、駅前を通る国

道の交通量が非常に多いことなどから、路面電

車も路線バスも駅近くへ引き込むことができず、

駅舎と電停・バス停との距離が今より長くなる

など、課題が残っております。

また、世界遺産の登録や松が枝埠頭の2バー
ス化に向けた調査費の計上などによりまして、

訪日観光客が今後ますます増えることが想定さ

れており、これらの人たちに港から市内・県内

各地へ円滑に周遊してもらうための交通施策の

必要性が叫ばれております。

今後、長崎の長期的な発展のためには、駅や

港などの拠点において、利便性の高い交通結節

機能を確立することが重要でありますことから、

「長崎市中心部の交通結節等検討会議」を設立

しまして、対策の検討を行うものでございます。

検討会議は、学識経験者、交通事業者、経済

団体と、国・県・市の行政で構成し、平田副知

事が座長を務めます。

また、下部組織として、行政と交通事業者に

よる幹事会を設け、検討会議での議論を受け、

より詳細な検討を行ってまいります。

第1回の検討会議では、事務局から、現状や
課題、対応策に関するアイデアなどを説明いた

しましたところ、委員から、「各地の先進事例

を参考にして駅前の交通量を低減すれば交通結

節の強化が実現できるのではないか」、「新幹

線開業までは西側の駅前広場を利用した交通動

線を確保することも重要である」、「これから

は交流人口をいかに増やすかが重要であり、そ

の見込みを想定することが必要である」など、

様々なご意見をいただきました。

今後は、これらのご意見を踏まえ、幹事会に

おいて基本的な方向性や対応策の内容を検討し、

その結果を、11月頃に開催いたします第2回検
討会議に諮る予定でございます。

さらに、その後、幹事会での検討を深め、シ

ンポジウムなどで広く県民・市民の皆様のご意

見もお聞きしたうえで、年明けの第3回検討会
議において、対策の方向性を示す基本計画案を

取りまとめたいと考えております。

以上で説明を終わります。

【坂本(浩)委員長】次に、提出のありました「政
策等決定過程の透明性等の確保などに関する資

料」について、説明をお願いいたします。

【井上監理課長】「政策等決定過程の透明性等

の確保及び県議会・議員との協議等の拡充に関

する決議」に基づき、本委員会に提出いたしま

した土木部関係の資料について、ご説明いたし

ます。

提出しております内容は、補助金内示一覧表、

1,000万円以上の契約状況一覧表、陳情・要望に
対する対応状況、附属機関等会議結果報告とな

っております。

なお、今回の報告対象期間は、令和元年6月
から令和元年8月までに実施したものでござい
ます。

初めに、資料の1ページをお開きください。
県が箇所づけを行って実施する個別事業に関

し、市町等に対し内示を行った補助金について

記載しております。

次に、資料の2ページをお開きください。
1,000万円以上の契約状況について、建設工事
関係の委託、建設工事、そのほかの3つに区分
し、契約状況一覧表、入札結果一覧表を添付し

ております。

2ページから149ページまでが建設工事関係
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の委託、150ページから397ページまでが建設工
事、398ページから408ページまでがそのほかと
なっております。

次に、資料の409ページをお開きください。
知事及び部局長等に対する陳情・要望のうち、

県議会議長宛てにも同様な要望が行われたもの

についての県の対応状況を記載しております。

最後に、520ページから最終ページまで附属
機関等の会議結果を記載しております。

以上で説明を終わらせていただきます。ご審

議のほど、よろしくお願いいたします。

【坂本(浩)委員長】 以上で説明を終わります。

次に、陳情審査を行います。

お手元に配付いたしております陳情書一覧表

のとおり陳情書の送付を受けておりますのでご

覧ください。

審査対象の陳情番号は、19から24､26から33、
35から38、40、44、45、51が土木部関係にな
りますので、よろしくお願いいたします。

陳情書について、ご質問はございませんでし

ょうか。

【中山委員】 4点について質問しますが、まず、
30番、「一般国道499号の整備促進について」
ということで、「一般国道499号道路整備促進
協議会」の会長の田上市長を初め、要望されて

おります。499号はかなり進んできたし、野母
崎までの利便性が格段に向上した、その努力に

ついては評価したいなと思いますが、まだあと

2カ所、栄上工区と岳路工区が、用地の関係だ
ろうと思いますが、なかなかそこがうまいこと

いかずに完成に届いていないわけでございます。

そこで、この完成時期も何回か変更したよう

でありますが、現時点での2つの工区の完成時
期についてお尋ねしたいと思います。

【馬場道路建設課長】委員のご質問につきまし

ては、一般国道499号の整備促進についてとい
うことで2つの工区があるということでござい
ます。一つにつきましては、栄上工区としまし

て平成20年から1.3キロの区間を実施している
ところでございます。工期につきましては、用

地交渉を鋭意進めているところでございまして、

これまでに570メートルを供用し、今年度は三
和中央病院前の220メートル区間を供用開始す
る見込みでございます。

完成時期のお尋ねでございますけれども、こ

の用地をしっかり進めていくということが重要

かと考えておりますけれども、現在におきまし

ては、令和5年度の完成を目指して整備を進め
ているところでございます。

また、岳路工区につきましては、2.1キロ区間
につきまして、平成22年度から事業を開始して
いるところでございます。ここにつきましても

用地に難航箇所がございまして、現在、最終的

な交渉等も進めているところでございます。用

地が完了したところを速やかに完成したいと思

っているところでございまして、今年度は暫定

供用という形で390メートル区間を完成させた
いと思っておるところでございます。

完成時期につきましては、用地の難航箇所の

解決を図ることが第一かと思いますけれども、

補助事業を延々とやっていくこともできません

ので、令和3年度でまとめたいと思っていると
ころでございます。

【中山委員】ご存じと思いますけれども、野母

崎地区に恐竜博物館が令和3年に完成し、来館
予想が約12～13万人ということであります。岳
路工区については令和3年ということでありま
すので若干遅れるかもしれませんけれども、ぜ

ひ令和3年に恐竜博物館が開館しますので、こ
れまでにもう一回、計画を見直しながら、用地

が難しい部分はわかりますので、ぜひもうひと
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きばりしていただいてやってほしいと思います。

このことが野母崎の大きな振興につながって

くるんですよ。恐竜博物館ができて十何万人の

人が来て、「えらい遠いところだな」という印

象を持たれると、次から来ませんからね。これ

は非常に大事なことでありますので、難しいと

思いますが、もうひときばりやっていただくこ

とを要望しておきたいと思います。

それと、31番の長崎外環状線の早期完成につ
いては、後ほど、議案外で質問したいと思いま

す。

それと、32番の一般国道202号の整備促進につ
いて、交通安全施設等整備事業を福田工区でや

っておりますが、ここは歩道が狭隘で小学生の

事故がいつあってもおかしくないような状況で

大変心配しているわけでございますので、用地

がまだ解決しない部分がありますけど、この完

成時期をお伺いいたします。

もう一つ、(仮称)福田バイパスの早期事業化に
ついて要望されております。これは先般、土木

部長から交通量調査をやるという話がございま

したので、その中身を、どういうことでやるの

か。

その2点についてお尋ねしたいと思います。
【馬場道路維持課長】福田地区の交通安全事業

でございますけれども、用地につきましては、

90％を取得済みでございますけれども、その残
りが時間を要しているところでございます。で

きるだけ早く完成したいと思っていますが、そ

の用地の取得を一生懸命頑張ってまいりたいと

思っております。今、完成時期は、交渉相手方

がいらっしゃいますので、その辺のめどが立ち

ましたらお示しできると思っております。

【馬場道路建設課長】福田バイパス構想につい

て、交通量調査を行うこととしているというこ

とで、前回、お答えしている部分がございます

けれども、現在、まだ調査の整理ができており

ませんで、目標としましては、そこを通過する

交通、あるいは地域内で発生する交通量がわか

るような調査を実施したいと考えているところ

でございます。

【中山委員】 交通安全の福田地区については、

用地の90％を取得しているので、あとは漁協等
ですからね、ぜひ積極的に取り組んでいただく

ことをお願いしておきたいと思います。

それと、（仮称）福田バイパスの早期事業化

の調査については、事業化につながっていくよ

うな調査でなければならないと思っているわけ

でございます。特に、地元の人が危惧している

のは、産業道路化しているということで、十ト

ントラック等が非常に多くなったという経過が

ありますので、その辺の車種を、十トントラッ

ク以上の車がどの程度通っているのか、このこ

とを含めて十分な調査をしていただくことを要

望しておきたいと思います。

それと、国道34号線の整備促進についてでご
ざいますが、これは5項目ありますが、その中
の一つ、新大工、馬町交差点改良事業の早期完

成ということで、馬町交差点改良とバリアフリ

ー化についてどういう状況なのか、お尋ねした

いと思います。

【馬場道路維持課長】新大工、馬町交差点でご

ざいますけれども、新大工交差点につきまして

は、国の方でやられております。県道の馬町交

差点につきましては、今、バスで渋滞している

状況がございますので、そこら辺を含めて検討

をしているところでございます。

【中山委員】 検討をすることはいいんですが、

これは相当時間がたってますよね。早期完成に

向けて、いろいろ問題があるようですけれども、

ぜひ努力していただくことを、田上市長初め、

皆さんにかわって私の方からお願いしておきま
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す。よろしくお願いします。

【坂本(浩)委員長】 ほかに質問はありませんか。
【西川委員】 19番について、土木部に対する3
つの要望があっております。

まず、項目5の国道383の右折・左折レーンの
整備についてですが、最近、交通量がものすご

く増え、平戸市の活性化及び世界遺産認定後の

観光客の入り込みなどによりまして交通量が増

えて、そして、朝晩の通勤時、平戸からも平戸

大橋を渡って松浦・伊万里方面に、そして、佐

世保方面へ仕事に行く方、またはその他の通

勤・通学の方も多く、また、反対に平戸への入

り込みもありますし、土日・祝日は観光客関係

の出入りも相当多くなっております。

そのような中で、この国道383号の平戸大橋
から岩の上大橋間における右折・左折レーンの

整備について、これがもう渋滞、渋滞で、まる

で時津から長崎まで来るような渋滞の状態が発

生しております。

そのような中で、今年度は平戸署が交通量の

調査を実施するとなっておりますが、できるだ

け早い対応をお願いしたいと思います。

それと、離島であります的山大島の一般県道

大根坂的山線が、今年度、前平地区の完成を予

定しております。

そのような中で今一番言われているのがフェ

リー発着の港から数キロ行ったところですが、

フェリーの発着前後に大型トラックなどの出入

りが多く、特に、大島は農業、特に牛、ばれい

しょ、葉たばこなどの生産が多く、その搬出、

さらには、いろいろな工事のための車両、そし

て、ガス、石油類などの搬入などの車両も多く、

大変危ないところがあります。朝夕の通学の小

中学生が危ないということもありますが、車両

が離合できないということで相当危険な目にも

遭っております。そういうことで来年度、でき

るだけ対応していただくように思っております。

それから、国道204号の平戸大橋田平支所か
ら松浦市方面に行くところの椿崎という交差点

があります。ここが国道204号に対して丁型に
市道が、本当は十字型になっておりますが、踏

切があります。ここで年間、こざこざの交通事

故も発生しておるようですし、平成27年度は7
件、平成28年度は6件、平成29年度は5件、平成
30年度は2件と、この要望書にも書いておりま
すが、踏切ですので、最近、電車と車両の事故

など、または人の事故などがテレビなどでもよ

く報道されております。そういうことで早急な

対応をしていただきたいと思いますが、土木部

のお考えのようにＭＲとの交渉など、また、鉄

道に関することで予算が相当かかるかもわかり

ませんが、人命を救うため、事故をなくすため

にも、早急な対応をしていただきたいと思いま

す。この件について県の対応、状況の説明は一

応納得はいたしますが、どのように考えておら

れるのか、詳しい説明ができればお願いしたい

と思います。

【馬場道路維持課長】 まず、383号の平戸大橋
から岩の上大橋間における右・左折レーンの整

備についての質問ですが、これにつきましては

委員ご指摘のとおり、平戸方面からの渋滞と、

逆に平戸市街地方面への交通量が多いというこ

とを認識しております。

先ほど言いました沿道開発などによる交通の

変化などを見て警察と一緒に調査をして検討し

ていきたいと思っております。ですから、その

辺を警察とまた協力しながら調査をしていきた

いと思っております。

引き続きまして、国道204号田平町の椿崎交
差点につきましては、まず、委員ご指摘のよう

に、沿線には松浦鉄道とか消防署等がございま
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す。そういった抜本的改良につきましては、事

業費がかなりかかることが予想されております

ので、まずは本線を減速するような路面表示を

やろうと考えておるところでございます。あと

につきましては、また様子を見ながらと思って

いるところでございます。

【馬場道路建設課長】一般県道大根坂的山線の

拡幅改良事業についてのお尋ねでございました。

当路線につきましては、現在、県の単独事業

で前平工区ということで280メートル区間を整
備しているところでございまして、ご指摘のと

おり、今年度、完了する予定にしているところ

でございます。

当路線につきましては、全体延長8.6キロござ
いまして、改良率としましては36％ということ
で未改良区間が多く点在をしているところでご

ざいます。こういった箇所につきまして、今後、

どこを、どういう形で整備していくのかといっ

たことを地元市とよく協議しまして今後とも取

り組んでまいりたいと考えているところでござ

います。

【坂本(浩)委員長】 ほか、ございませんか。

【饗庭委員】 29号の西彼杵道路のことでお尋
ねしたいと思います。

今、未着手のところの西彼町大串から時津町

日並郷の区間ですけれども、この着手の見込み

というか、可能性と、予定されているのであれ

ば、その辺を教えてください。

【馬場道路建設課長】西彼杵道路につきまして

は、計画路線としまして全体が50キロございま
す。現在の状況としましては28％ぐらいの供用
率ということで、現在、時津工区としまして、

時津町の3.4キロ区間を整備しているところで
ございます。令和4年度の完成に向けて整備を
実施しているところでございます。

お尋ねの大串から時津までの区間をどうする

のかというお話でございますけれども、令和4
年に現在やっているところの事業が終わります

れば、また次の区間ということで速やかに工事

を進めていくために、今年度、大まかなルート

であるとかインターチェンジをどこにするのか、

あるいはどの区間を優先的にやっていくかとい

ったところの検討を今年度進めたいと思ってい

るところです。どこからということは今後の検

討とさせていただきたいと思います。

【饗庭委員】なかなか着手の見込みがわからな

いということでございますけれども、今の分が

令和4年度に完成するということですが、皆さ
んもご存じのとおり、渋滞がかなりすごく、昨

日も、台風の影響もあったのか、ものすごい渋

滞でした。令和4年後に着手したとしても、何
年後に完成するのか。この要望書にもあります

とおり、そこに経済効果があるのではないかと

いうふうに言われておりますので、そのあたり

を教えてください。

【馬場道路建設課長】現在進めている時津工区

は令和4年度に完成するということで、交通量
が現在の国道から転換をしてまいります。そう

いった中で交通の流れが変わった時の交差点に

つきましては、現在、あわせて改良を行ってい

るところでございます。令和4年度までには交
差点の改良も同時に行いたいと思っているとこ

ろでございます。

現在、他の区間につきまして、いつという完

成時期を明示するのは、なかなか難しゅうござ

いますけれども、国の予算等をしっかり確保し

ながら、地域の皆さんの意見を聞きながら積極

的に取り組んでまいりたいと思っているところ

でございます。

【八江委員】 21番の諌早市の要望等について
のことでお願いしたいと思います。
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「諌早駅周辺整備事業への協力と支援につい

て」ということで、たくさん項目がある中で特

に諫早駅周辺、新幹線を建設して平成34年に開
業するわけですけど、駅部は立派なものが、200
億円近くをかけてホテルを初め、ターミナル等

をつくっていきますけど、道路に関することと

か、あるいは駅前周辺の建築にかかわる市街地

再開発事業等についてのことが多く出てきてお

るわけですけど、こういったことに対する積極

的な県の支援が、また、協力がなければうまく

稼働しないと思っております。

特に、長崎は100年に1度ということですけど、
諫早は表現としては50年に1度というようなこ
とであります。ただ、駅はできた、バスターミ

ナルはできた。ところが、道路その他は全く同

じでは、果たして、それが駅前周辺の整備がで

きてうまく稼働するかどうかということを考え

れば、もう少し道路並びに関係する建築物の再

編事業、例えば、県央振興局等の移転問題も含

めてここには出ておりますけれども、そういっ

たものをもう少し土木サイドで地域のまちづく

りに対する支援、あるいは協力が、要望がある

とおりですけど、それをしていただければ何ら

問題はないですけど、これはむしろ県がまちづ

くりをする中で、長崎、諫早、大村、佐世保、

島原、それぞれ県が所管する考えの中でやって

いかなきゃならないと思います。

その点について、まちづくりを進めていく中

で県がどのようなことを進めていけばいいかと

いうことを考えるわけですけど、その点を総括

して土木部長、各地域の開発についての考え方

は、それぞれの市町がするからということじゃ

なくて、県が主体的にやっていかなきゃならな

いものが地域にはたくさんある。その中で特に

県都である長崎、佐世保、あるいは諫早等の開

発についての考え方をいま一度確認しておきた

いと思いますが、いかがでしょうか。

【岩見土木部長】諫早駅につきましては、新幹

線の駅に向けて、今、周辺のまちづくりが進め

られているところでありまして、県としまして

も諫早市の再開発事業を支援するという立場で

ございます。ですから、市、それから、先ほど

将来の振興局の話も出ましたけれども、関係部

局とも連携しまして、このまちづくりについて

は土木部も積極的にかかわっていきたいと考え

ております。

【八江委員】 新幹線が来るということの中で、

島原半島、いえば15万人の皆さん方と共有した
形での諫早駅の設置ということにもなると思い

ます。また、諫早湾干拓事業がもう最終を迎え

ているような状況にもありますけど、ここの活

用の問題。それからもう一つ、ここの中にもあ

りますように、本明川ダムの建設等も間もなく

着工の運びとなってくる。

そういうことを考えていけば、もう少し県が

県央の地域づくりには大きく関与すべきじゃな

いかなと、そのような思いでおります。ただ要

望されたことをするんじゃなくて、県が、こう

すればいいということが具体的にあっていいん

じゃないかなと思いますけれども、やっていた

だくことは間違いないと思いますけど、もう少

し前向きな活動といいますか、取組についての

答弁をいま一度いただきたいんですけれども、

いかがですか。

【岩見土木部長】まちづくりの主体というのは、

やはり市町になります。ただし、県もそれに合

わせて関係する事業等を進めていくという立場、

それから、まちづくりにつきましても地元の意

見をよく聞きながら、先ほど島原半島の話もご

ざいましたけれども、広域的な調整をするとい
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う立場もございますので、県は県としての立場

から、また、市町がまちづくりと言いつつも、

県全体は県が地域振興を図っていくという重要

な役割を担っていると思っておりますので、こ

こは密に連携しながら取り組んでいきたいと考

えております。

【八江委員】鉄道も長崎本線、これは新幹線が

入れば並行在来線の問題もなりますけど、大村

線、島原線等もですし、十字に重なっている鉄

道の結節点にもなりますし、道路はもちろん、

ちょうど中心ですから、34号、57号、あるいは
207号、251号という国道も非常に近接していま
す。

そういう地域でありますから抜本的な改革と

いいますか、改変を進めていかなければスムー

ズな交通体系ができないんじゃないかなという

思いもありますから、その点は県が、こうある

べきだということも市にも提言しながら一緒に

なってやっていただきたいなという思いであり

ますので、その点をひとつよろしくお願い申し

上げます。

個々については、また後で議案外で質問させ

ていただきます。

【山口(初)委員】 今、八江委員の諫早市政の施
策要望にかかわる関係で、6月定例会でも質問
申し上げまして一定のご答弁をいただきまして、

鋭意努力していただいているところです。特に、

国道207号線につきましては、諫早市と長与町
にまたがる関係が6キロ残っております。そう
いう面では県としても、振興局の方も、長崎と

県央にまたがっているんじゃないかと思います。

特に、県にしっかり指導いただいて、まずは予

算確保からですけれども、佐瀬工区が2年間、
来年、でき上がるだろうとは思っておるんです

けれども、その後の予算に向けてご努力いただ

かないといけないと思っておりますが、その辺

の見通しについてお考えをお聞きしたいと思い

ます。

【馬場道路建設課長】 国道207号の佐瀬工区に
ついての道路整備についてのお尋ねでございま

す。

現在、佐瀬工区としまして2.5キロの区間につ
いて整備を実施しているところでございます。

本年度の予算も3億円を超える予算をいただい
ておりまして、早期完成に向けてしっかり整備

を進めてまいりたいと思っているところでござ

います。

また、未着手区間の6キロについてでござい
ますけれども、現在進めている区間よりも交通

量がかなり少なくなるということでございまし

て、国の補助事業を活用できるかどうか、また、

活用できない場合にはどうするかいったところ

を含めて今後の対応について検討していきたい

と思っているところでございます。

前回もそういうお答えをしたところでござい

ますが、国の予算につきましては、来年度の予

算につきましては、よくわかりませんが、概算

要望としましては、国の方もしっかり今年度以

上の予算を要求していただいていると思います。

ただ、最終的にどういった内示を得られるかに

つきまして、国の方に我々も道路予算の確保と

いったところをしっかり要求してまいりたいと

思っているところでございます。

【山口(初)委員】 ありがとうございます。そう
いうことで現場といいますか、現地の長与と諫

早の方で整備促進協議会をつくりまして、市、

県にしっかりお願いをしていこうという体制も

整えておりますので、これはでき上がるまで地

元は頑張ろうということでおりますので、よろ

しくお願いをいたしておきます。

【外間委員】 陳情番号40番「一般県道俵ヶ浦
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日野線に係るバイパス道路整備を求める要望

書」については、前回の6月定例会の当委員会
で陳情が出てまいりまして、当時も陳情に対し

てご要望をさせていただいたところであります

が、今回はさらに、どなたが見てもわかるよう

に印字を大きくして、1文字1文字、これ以上な
いというぐらい大きな文字でご要望をしている

佐世保市の意気込みをお酌み取りいただきたい

と存じます。

ちょうど6月定例会終了後、坂本(浩)委員長の
はからいで佐世保市へ委員会の視察に行った際

に、「森きらら」、旧石岳動植物園に行動展示

と称してツシマヤマネコの繁殖所、あるいは行

動展示のペンギン等、大変活気のある動植物園

「森きらら」をご覧いただきましたが、あそこ

に行くまでに大型バスがいかに離合できないか

ということを、ちょうどたまたま観光バスが離

合する状況の中で、離合の限界を皆さんと一緒

に確認をしていただいた俵ヶ浦日野線でありま

す。この道路はやっぱり限界があるということ

で、地元の協議会からも、防衛道路でもあり、

ぜひとも新しいバイパスを整備してもらいたい

ということで、今回、明確にバイパス道路の建

設ということでうたわせていただいております。

佐世保市は、ご承知のとおり、今、ハウステ

ンボスを拠点にＩＲの実現に向けて道路のイン

フラ整備を盛んに県のご協力をいただいて、特

に国道202号線の浦頭に向けた道路については、
令和2年4月に供用開始という目標で大変な急
ピッチで進められており、浦頭の拠点港として、

もう一つの大型クルーズ船が、それも16万トン
級の大きな船も停泊できるぐらいの港ができ上

がり、そこから4,000人、5,000人のお客様がバ
スに乗り込んで、あそこの道路をどんどん、ど

んどん上がってくるとなると大変なことになる

ということで急ピッチに進められているのは事

実であり、大変ありがたく思っております。

その一方で、佐世保市の駅浦にある三浦岸壁

にもクルーズ船が停泊できる大きな停泊地があ

り、長崎港に匹敵するクルーズ船が年間目標

300隻ということで、長崎と佐世保でクルーズ
船が観光振興の大きな起爆剤として今でき上が

りつつある中、向こう側に渡る、皆さん方に行

っていただいた俵ヶ浦日野線が、そこには今申

し上げた「森きらら」の移設、あるいは過去、

「海のダイヤモンド計画」で相当投資をして、

コスモスの栽培で大変きれいな、美しい景観を

有する俵ヶ浦半島の観光客誘客のためにも、こ

の道路がどうしても欠かせなくなってまいりま

した。

そのようなことでご説明をさせていただいた

のは、単に俵ヶ浦日野線のみならず、全体を通

した佐世保の道路整備には、ＩＲの実現、大型

船の対応にどうしても欠かすことのできない、

この俵ヶ浦半島の道路整備のために地域の自治

会が要望に上げられましたバイパス道路の建設

について、特段のご高配を賜らんことを知事、

議長にも要望したところでございます。

当所管において、この実現に向けて、その期

待と意気込みを部長、担当課長にお聞かせいた

だければありがたいと思いますし、具体的にど

のような方法で前に進めていかれるおつもりか

お聞かせいただければと思います。よろしくお

願いいたします。

【馬場道路建設課長】一般県道俵ヶ浦日野線の

バイパス整備についてのお尋ねでございます。

委員ご指摘のとおり、先般、佐世保市を初め、

地域の皆様方からご要望を承ったところでござ

います。

そういう観点から、佐世保市において、大型



令和元年９月定例会・環境生活委員会・予算決算委員会（環境生活分科会）（９月２４日）

- 16 -

クルーズ船の寄港等が増加傾向にあるといった

こと、あるいは俵ヶ浦半島に観光公園等の施設

整備といったことも計画されているということ

で、さらに大型バス等の交通が増えるというよ

うなことが見込まれているところでございまし

て、当路線の重要性といったことにつきまして

は認識しているところでございます。

そういった中におきまして、佐世保市ととも

に現地調査等もしているところでございまして、

どういった手法がよろしいのか、バイパス整備

も含めまして検討をさせていただきたいと思っ

ているところでございます。

【岩見土木部長】この俵ヶ浦半島の道路につき

ましては、今年、急遽、要望をいただいたとこ

ろでございます。先ほど委員からもお話がござ

いましたとおり、浦頭埠頭にクルーズ船の観光

客が今後入ってくることが見込まれます。そう

した時に佐世保市は俵ヶ浦半島を観光地として

呼び込みたいと。それから、県のつくも苑の跡

地につきましても観光施設として整備をしたい

と。そこで多くの方々が楽しんでいただけるよ

うな、そういう構想があるとお聞きしておりま

す。

そういうことからしましても、これは非常に

重要であり、早く整備しなければならない道路

だと認識しております。

ただ、バイパスは時間も非常にかかるもので

ございますが、まずは県としましては、要望を

受けまして、県庁内で意思決定の手続が必要で

ございます。その意思決定の手続を経て具体的

な検討に着手できるように取り組んでいきたい

と考えているところでございます。

また、佐世保市からは、防衛局の予算を使え

ないかというお話も実はいただいておりますが、

これにつきましては、佐世保市の方の基地の移

設だとか返還だとか、そういった動き等もあわ

せて考えていかないといけない問題でございま

すので、ここにつきましては佐世保市も一緒に

なっていろいろ動いていただかないと、なかな

か進まないかなと考えているところでございま

す。

いずれにしましても、どういった手法がある

かも含めて今後検討していけるようにしたいと

と考えているところでございます。

【外間委員】 どうもありがとうございました。

部長答弁の最後にありましたとおり、確かに、

佐世保市が防衛予算としてさまざまな公共事業

に着手したという経験もございますし、県とし

ては、こういった予算の取り立てについては恐

らく経験がないということで、改めて県と連携

してやっていただくということの部長の答弁を

了としたいと存じます。

おっしゃるとおり、相浦、あるいは赤崎の貯

油所、こういった米軍施設があることから、有

事の際の避難道路としての機能も強く求められ

ているところでありますので、どうか佐世保市

と連携して具体的に意思決定が明確になるよう

な、そのような要望であることをぜひともお願

いしたいと思います。

ありがとうございました。

【坂本(浩)委員長】 しばらく休憩します。

― 午前１１時 ０分 休憩 ―

― 午前１１時 ０分 再開 ―

【坂本(浩)委員長】 委員会を再開いたします。

ほかに質問はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

【坂本(浩)委員長】 ほかにないようですので、

陳情につきましては、承っておくことといたし

ます。
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次に、議案外の所管事務一般に対する質問を

行うことといたします。

まず、「政策等決定過程の透明性等の確保な

どに関する資料」について、質問はございませ

んか。

【西川委員】農林部もあるんですが、落札され

なかったり、応札されなかったりという話をよ

く聞きます。それとか辞退が多いとかですね。

そういう中で243ページの207号の道路改良
工事を例に挙げて言いますが、辞退が2者、ま
た、失格とかがありますが、業者からの声とし

て、単価が安いとか、県が厳し過ぎるとか、そ

ういう不満を正直聞きます。

そのような中で、悪く言えば癒着、余りなれ

なれしくしたらだめと思いますが、業者と県と

のいろいろな情報交換とか打ち合わせとか、そ

ういうことは年度初めとか、または途中でとか、

いい意味での会議、会合など、辞退とか失格と

か応札なしとかにあわせて状況を教えていただ

ければと思います。

【馬場道路建設課長】 初めに、243ページに関
連してということでお尋ねがありましたので、

私の方からその入札の状況について少し説明し

た後で建設企画課長にお願いしたいと思います。

243ページ、一般国道207号道路改良工事にお
きまして、結果の欄に、落札であるとか、辞退

であるとか、失格であるとか表示されておりま

す。この辞退につきましては、業者にも問い合

わせを行っておりまして、手持ち工事が多かっ

たというふうなことを、この辞退のそれぞれの

業者からお聞きしております。また、最近は電

子入札で行うことになっておりまして、ＩＣカ

ードを所有していなければいけないんですけれ

ども、たまたまそれが期限切れであったといっ

た理由によりまして辞退という形になっており

ます。残りの業者については、しっかりとりた

いという意向で入札に臨んでいるものと考えて

おりまして、入札そのものは問題ないと考えて

いるところでございます。

そういった業者との意見交換をどうしている

かというふうなお話でございますけれども、こ

れは本庁ベースでは、建設業界各支部の方々と

の意見交換も実施しているところでございます。

各地方機関におきましては、地方機関内の建設

業の皆様と年度当初にいろんな意見交換をして

いるところでございますし、また、年度途中で

もそういった問題が起きれば随時実施しており

ます。

【川添建設企画課長】今の道路建設課長の答弁

に加えて補足して説明させていただきます。

2点あったかと思います。1点は不調不落とい
う問題、もう一つは意見交換という問題。不調

不落に対しては、今年度の状況を申しますと、

平成30年度ですが、1,300件ぐらいあって、そ
のうち5％が不調・不落という状況がございま
す。例年に比べると若干高いような状況が生じ

ている状況でございます。

そうした中で、先ほど道路建設課長が申しま

したように、聞きますと、技術者の配置が困難

ということが半分ぐらいを占めており、加えて

金額が合わないというご指摘があった点もござ

います。

2番目の金額が合わないということですが、
先ほど言ったように、本庁サイドでは大体5月
から6月に各支部に出向いて意見交換をして、
その辺の状況を把握していますし、出先の方で

も、もう少し地元に根づいたような方法で意見

交換をしている状況です。

単価等が合わないというのは、ずっといろい

ろ問題に上がっている中で、県としては、例え
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ば、資材の単価等は調査頻度を増すとか、そう

いうことをしながらやってはきていますが、や

はり細かい歩掛かりとかそういうことになると

若干合わないところがあるかと思います。そう

いうところが不調不落という状況が出てきてい

る。そういう場合は、再度、業者から見積もり

をもう一回とって、それで設計書を組み直すと

か、そういう対策を講じながら、不調不落を1
回やっても、次はするというような状況を見出

しながら、県としては必要な工事はきちんと行

っているというような状況です。

【西川委員】一般競争入札と指名競争入札では、

また幾らか違うと思うんですけど、失格とか辞

退とかが目立つと、ほかの部局でもあるんです

が、何かおかしく思うんですよね。

今年度もまた台風や水害などが発生しました。

そういう中で資材の高騰、また、人力、マンパ

ワーの不足などがあろうかと思います。そうい

う中で業界の実態を把握しながら、また、ひと

頃は企業を大型化して競争力のある会社に育て

たいというような土木部の、県の考え方もあっ

たようですが、小さい自然災害などには、やは

り地元の業者が素早く対応していますし、契約

もしてくれていると思います。

そのような中で、今問題なのは、人不足とか、

先ほど言われましたように、資格を持った方が

自分の会社にいないとか少ないとか、その原因

は県の規格が余りにも厳し過ぎたところもあっ

たんじゃないかと思います。そういう意味で県

内業者を育成するための方策なども考えていた

だきながら、いい方向にもっていっていただけ

ればと思います。よろしくお願いいたします。

【川添建設企画課長】今、委員から業界に対し

て少し厳しいのじゃないかというような指摘が

ございました。昔は、確かに、受注者と発注者

というような関係で、そういったドライな関係

もあったかと思うんですけれども、今は、先ほ

ど委員が言われましたように、今回の災害等を

踏まえると、どうしても地域の企業というのは

必要だという中で、災害でも必要だし、地域経

済の活性化、あるいは雇用という問題からも、

建設業の一定の役割というのは、我々も非常に

感じているところがございます。

そうした中で、先ほど委員が言われたとおり、

我々は技能者とか技術者の育成とか、そういう

ことにも昔よりも踏み込みますし、建設業のＰ

Ｒも業界と一緒にやっているという中で、徐々

に、手前みそですけれども、我々の方からもそ

こら辺は歩み寄りながら、何とか建設業の健全

な発展というものを願いながらアクションを起

こしているというような状況でございます。

今後とも、まだまだ物足りないところがある

かと思いますけれども、そういう面に関して、

業界等の意見、あるいはこういった議会の場で

いろいろお話を聞きながら、我々ができるとこ

ろはきちんとやっていきたいと思っております。

【坂本(浩)委員長】 ほかにございませんか。
〔「なし」と呼ぶ者あり〕

【坂本(浩)委員長】 ほかにないようですので、

次に、議案外所管事務一般についてご質問はあ

りませんでしょうか。

【中村委員】今回、自然災害が日本各地で起き

ているわけでございまして、つい先日も千葉県

で大きな災害が起きました。台風により災害が

発生し、今でもなかなか復旧ができない状況に

あります。

実際、私どもの長崎県も、一昨日、台風に襲

われていろんな災害が発生したということは、

先ほど、部長から報告があったんですけれども、

そういう中で千葉県で大停電になって、これが
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なかなか復旧しなかったという問題もあり、そ

してまた、我が長崎県においても、昨日も諌早

市では約1日半にわたって停電をした地区があ
りました。

そういったことを考えた時に、現在、千葉県、

東京都もいろいろ検討しているようで、電線の

地中化については、将来的に台風の大型化を考

えればやらざるを得ないような対策ではなかろ

うかと思うわけです。今回、長崎県の対馬でも、

壱岐でも、あちこちで停電があったと思うんで

すけれども、その地中化については、今、私ど

もの諌早市でも、要望書にも上がっておりまし

たけれども、一部分については、やっていると

ころもあるんです。しかし、それはほとんど都

市部なんですね。逆に言えば、都市部というの

は復旧するのに時間がかからない点があって、

都市部をやるよりも、長崎県は特に海岸線が多

いわけでございますから、海岸線、そして風が

強く当たるところ、これはぜひ地中化を進めて

いただきたいと私は思います。ただし、この電

線の地中化については、相当の予算がかかると

思うんです。おまけに期間もかかると思うんで

す。しかし、将来的なことを考えれば、これは

各市と協議しながら進めなければならない事業

だと思うんですけれども、この辺についてご回

答いただければと思います。

【馬場道路維持課長】電線地中化の件でござい

ますけれども、現在、県内で7カ所、事業を実
施しているところでございます。対馬でも1カ
所、やっておるところでございます。そういっ

た事業を実施している箇所につきましては、委

員ご指摘のとおり、市街地の幹線道路を中心に

緊急輸送道路等を観光地等において整備をして

いるところでございます。

今、お話があった海岸通りとかにつきまして

は、電線を地中化して、民間の人が受電するん

ですけれども、その需要が少ないと思われます。

そのため、今のところは、電線の地中化につき

ましては、先ほど言ったところを中心にやって

いるところで、今後、国の方でそういったこと

もすべきということであれば、そういった補助

ができれば活用していきたいと思うんですけれ

ども、現時点では、そういったところにつきま

して国の補助は、今、該当しないところでござ

います。

【中村委員】現状を聞いているわけじゃないん

だけれども、言われたように、結局、国の対策

が講じられなければ、県、市単独ではなかなか

できないわけです。例えば、先ほど言いました

千葉県、東京都は、今回大きな被害が出た。あ

あいうところは台風に慣れてない地域ですよね。

長崎県は台風が割と多いものですから、電線に

ついても電柱の支えとか、かなり強化してある。

だから、今回の台風でもあれぐらいの現状だっ

たと思うんです。30年ぐらい前の台風17号、19
号の時は、ほとんどの電柱が倒れました。それ

によって全部強化していますから、今はこのよ

うな状況だと思うんです。

国の対策がなければと言われたけれども、国

の対策がないのであれば、県からも主張しない

と、できないでしょう。そしたらやっぱり千葉

県とか、今回大きな被害を受けたところと一緒

に話をしながら、ぜひ国に対して、ものを申す

ということも非常に大事なんじゃないかと私は

思うんですね。そうしなければ、国が単独で考

えるわけないと思うんです。

ただ、日本の国も、最近は災害が多いという

ことで政府もいろんなことを検討しているよう

だから、検討している中で、ぜひそういうこと

を強く要望していただければなと思うんだけれ
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ども、部長、どうですか、このことについて。

【岩見土木部長】電線の地中化は、委員がおっ

しゃったとおり、今はどちらかというと都市部、

市街地ですね、そこを中心にやっております。

これは一つは景観の話もありますけど、市街地

で電線が倒れると大混乱を起こす、被害軽減と

いうこともあろうかと思います。それ以外の地

域はどうなのか。今は補助制度がなかなか適用

できないと。

どうするかについてですけれども、電気の供

給については、九電の方でも二重化を図ったり、

一つのルートは切れても別の方から供給できる

ようにとか、いろいろ考えられているとは思い

ます。ただ、風の影響だとか、ここの箇所は非

常に切れやすいとか、危ないとか、そういう危

険個所、ここは強化をしないといけないと。そ

ういった局所的に守らないといけないところが

あって、そこはやり方として地中化ができない

かとか、そういった声があるのかどうかも確認

しながら、今後、そういった施策が非常に重要

であるということになれば、それはきちっと地

元からも声を出していく必要があると思ってお

ります。まずは実態がどうなのかということも

踏まえて、いろいろ情報を収集しながらやって

いく必要があろうかと思います。

いずれにしましても、限られた予算でござい

ますので、国に対して働きかけていく中でもき

ちっとした裏づけが必要だと考えております。

【中村委員】 今、部長が言われたように、地中

化というのは、今の時点では景観上のことが非

常に大きいんです。景観をよくするために地中

化をやろうと、だから市街地なんですよ。とこ

ろが、人里離れたところは、電線が切れて何日

間も停電した時には陸の孤島になるんですよ。

復旧ができないんですよ。先ほど部長が言われ

たように、市街地はあちこちから電気を流すこ

とができるんです。ところが、周辺部になった

ら、それができないんですよ。だから、これが

一番大事だということを私は力強く言っている

わけです。

今回、一昨日の台風で風の影響を受けたとこ

ろの地点は把握できると思うんだ。長崎県に一

番影響がある向きで台風が来たわけですから、

今回の現場を確認をしていけば、こことここは、

これだけひどい風が当たっているよということ

の把握ができると思うんです。だから、各市町

に連絡をとって被害状況を把握し、その被害状

況によって適応適所の対策をやっていただきた

いと思うので、県単独で無理なのであれば国に

もお願いをしながら、ぜひ進めていただきたい

と思いますので、よろしくお願い申し上げます。

どうですか、部長。

【岩見土木部長】委員のご意見については、そ

のとおりだと思います。

【中村委員】 よろしくお願いします。

それともう1点ですけど、今回の一般質問で、
私、ちょうど目の前の旭大橋のところの下の有

効活用の話をしました。もともとこの低床化の

話がずっと以前からあるわけですけれども、工

事費と期間が長くかかるということでなかなか

進みません。恐らく手をつけることは、なかな

か難しいと思うんです。

そういう中で、これを低床化をせずに対岸側

にもう1本橋を架けるというような考え方は今
まで計画されたのかどうか、ちょっとお聞きし

ます。

【植村都市政策課長】委員のご質問は、別に新

しい橋を架けてということだと思いますが、こ

れまでそのようなお話を県議の方からいただい

たこともございますけれども、ほかのところに
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新しく橋を架けるのであれば、それが県道ある

いは国道、県が管理する道路として必要なもの

なのかどうかというところの整理がまず必要に

なってまいります。

現状として、県が管理する道路としては、旭大

橋と、その上流の稲佐橋、この2本で交通機能
としては足りているというふうに考えておりま

すので、中間に新しい橋をもう1本架けるとい
うような検討については、実際にはいたしてお

りません。

【中村委員】今までは検討したことはないとい

う話だったけれども、私は一つの案としてだけ

れども、現在のこの橋を低床化するのは相当な

予算がかかると思うんですよ。そうなれば、現

在の地形を考えて対岸側に橋を架けるとなって、

向こう側に道路がどういうふうにできるかとい

うことをある程度予想しながらやっていけば、

できないことはないと私は思います。そうすれ

ば、私と一緒に一般質問した浅田議員が言って

いましたけれども、こちらの地区と向こうの地

区を同じように繁栄するまちにしたい、そうい

う考えもある。そして、現在、この橋を歩いて

渡るのはなかなか難しい。今、歩いて渡ってい

る人がいますけれども、結局、途中の橋のつく

り方が悪いものだから、歩行者にとっては非常

に不便な橋なんです。だから低床化ということ

を考えたと思うし、また、道路状況によって、

ぜひ下道で渡りたいという考えもあったろうと

思うし、いろんな考えがあって低床化をやって

いると思うんだけれども、できれば先ほど言っ

たように、もう1本橋を架けた方が早いんじゃ
ないか、おまけに予算的にも、そちらの方が少

なくて済むんじゃないかという考えがあったか

ら私はお聞きしたんですよ。

これは一つの案として検討するべきだと私は

思うんですけど、どうですか、もう一度。

【植村都市政策課長】旭大橋の低床化につきま

しては、浦上川両岸のアクセスの便が余りよく

ないということ、それから、歩行者の方は、特

に荒天時の通行などが非常に不便であるという

こと、あと、景観上の問題ですね。非常に景観

の阻害要因となっているというような理由がご

ざいまして低床化の話が出てまいりましたけれ

ども、委員ご存じのとおり、架け替えには非常

に多額の費用がかかって、しかも、今よりも便

利にするためにという理由だけでは、健全な状

態である旭大橋を撤去して新しい橋を架けると

いうことは困難であるということが国との協議

の中でも言われておりまして、現状は検討が進

んでない状況にございます。新しい橋を架ける

ということにつきましては、先ほども申し上げ

ましたが、それが果たして県が管理する国道も

しくは県道としてやるべきなのか、あるいは長

崎市が市道として整備するべきなのか、そうい

うことも議論していく必要があると思いますの

で、今後、長崎市と議論を重ねていきたいと考

えます。

【中村委員】以前は、ここに県庁がなかったし、

また、この道路もなかった。今回はここに県庁

ができて、また、新しい道路が海岸に沿ってで

きた。そういう意味で新しい橋を架けるのは割

とやりやすいんじゃないかと思ったから私は言

いました。

ただしかし、やっぱり県としては、なかなか単

独でやるのはきつい。長崎市も単独でやるのは

難しいと思う。ただしかし、今の地形を考えた

時に、この橋は橋として利用し、新しい橋をも

う1本架けて複線化みたいな考えを持っていけ
ば何とかできるんじゃないかと思う。一つの考

えとして、長崎市の交通渋滞をなくしていき、
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そしてまた、両方の地域が一緒に活性化するこ

とを考えていけば、今言われたように、ぜひ長

崎市と協議をしなから、一つの検討の案として

将来的に生かせるのではないかなと私は思うの

で、ぜひ協議を進めていただければなと思いま

す。部長、どうですか。

【岩見土木部長】浦上川の東西をどのようにつ

なぐかという話は、前提としまして、まちづく

りをどう進めていくかということが非常に重要

だと思います。特に、浦上川の西側、右岸側に

つきましては、まちづくりの構想がまだしっか

りと明確になっていないということがございま

して、これとあわせてどのように交通を処理し

ていくかという議論が非常に重要だと考えてお

ります。

いずれにしましても、まちづくりの主体であ

る市と、そのあたりをどう考えるのかについて

今後も議論していく必要があると思います。そ

の中で、どのような手法が考えられるのかにつ

いて検討していくべきものだと考えております。

【坂本(浩)委員長】 ほかにございませんか。

【坂本(智)委員】 ただいま、中村委員から災害
の話が出ました。ローカルな話で大変恐縮なん

ですが、私の地元対馬で50年に一度というのが、
もう3回ぐらい出たのではないかなと思うくら
い、連日、朝昼晩、報道されたような気がいた

しております。確かに、一昨日は、対馬の自宅

から一歩も出ることができませんでした。もの

すごくひどかったです。本当に50年に一度では
ないかなと思うくらいの大雨でございました。

そして、風も非常に強かったです。

昨年の11月定例会だったと思いますけれど
も、私は、道路の問題について一般質問を本会

議でさせていただきました。美津島町の小船越

地区で土砂が崩れまして国道が埋まってしまっ

たと。幸いにも、すぐに土砂を取り除くことが

できたものですから、すぐ開通できたわけであ

りますが、その時の模様も含めて一般質問で部

長から答弁をいただきました。美津島町から浦

底ぐらいまで、山が深いものですから切り土を

しながら道路をつくっていただいております。

しかし、その道路が1本しかないものですか
ら、万一、小船越みたいな、昨年のような土砂

崩れがあった場合に非常に難儀をするというこ

とで、何日も国道がストップすると、上対馬と

下対馬が行き来できないような状況になると非

常に困難を要するものですから、山を切るとい

うような答弁をいただいたような記憶を今いた

しておりまして、もっと緩やかな切りにしたい

というようなお話があったわけであります。

そういったことを前提に、現在の対馬の道路

の整備状況について、せっかくの機会ございま

すので改めて確認をさせていただきたいと思い

ます。

【馬場道路建設課長】対馬における道路の現状

についてというご質問でございました。

道路につきましては、日常生活を支える基本

的な基盤となりますし、災害等において大変重

要な役割をいたします。

現在、対馬における整備の状況としまして、

通常は道路改良率ということでご説明をさせて

いただいているところでございますけれども、

対馬の道路改良率、これは2車線以上、5.5メー
トル以上の改良率としましては57.8％となって
おります。これは長崎県本土の70.3％と比較し
ますと遅れているといったところでございます。

そういった中で、対馬の道路整備につきまし

ても計画的に整備を進めていきたいと考えてい

るところでございます。

【坂本(智)委員】ありがとうございます。私は、
ちょいちょい、地元で振興局に行って道路課さ
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んといつもお話をするんです。その時は道路改

良率を必ず持ち出すんですけれども、1車線改
良率、あるいは今お話がありました2車線改良
率があると聞いております。もう、ひと昔前の

話ですけれども、2車線改良をしていくのに、1
メートル改良するのに概略200万円かけて660
億円もかかるのかというようなことを言ったよ

うな記憶をいたしております。

今、お話がありましたように、離島、特に私

の対馬は改良率が落ちておりますので、そこら

辺も踏まえて道路の整備をお願いしたいと思い

ますが、何せ、地盤が地盤でございますので、

メートル当たりの単価も、金額もかかるんでし

ょう。確かにわからないわけではないんですけ

れども、それなりに進めていただきたいと思い

ます。

一方、主要地方道、現在工事をやっていただ

いておりますが、非常に難所でございまして、

県内のほかの地域にこういう地形があるのかな

思うくらい、非常に厳しい地形でございます。

南の方に山を登ってまいりますと、左側はもの

すごい谷底ですし、車に万一のことがあった時

には全員即死ですよ。右側は高い山でございま

して、それを細い道路一本で、車が1台通るぐ
らいのくねくね道を今ずっと上がっていって、

そこを改良していただいているわけでございま

す。

主要地方道厳原豆酘美津島線の尾浦～安神工

区と言われておりますが、事業の完了年度でご

ざいますが、令和3年から6年ヘと3年間延長さ
れたというふうにお伺いいたしております。し

かも、事業費が20億円から38億円と増額された
というふうに聞いております。この主な原因は

何だったのか。今後、さらに遅れることはない

のかどうか、そこら辺、もう一回確認したいと

思います。

【馬場道路建設課長】主要地方道厳原豆酘美津

島の尾浦～安神工区についてのお尋ねでござい

ます。

事業完了年度が令和3年度から6年度に3年間
延長され、また、事業費につきましても増額に

なっている。この一因としましては、先ほど、

委員ご指摘のとおり、大変険しい地形をしてい

るということで、事業そのものが当初想定して

いたものからすると大幅に増加をする。一部、

トンネルで行うところもございますけれども、

概ね、傾斜のきつい山を切って、そこにのり面

対策をするというような工法になっております。

そういったところは、当初、現地としては、か

なりたっているものですから、地質としてはま

ずまず、ボーリング調査等も見まして良好かな

と思いましたが、いざ切ってみると、すごく風

化が進んでいたということで、その法面対策に

モルタル吹きつけだけではなくて、もう少し強

いのり枠工をするであるとか、そういったとこ

ろの事業費増加となっているところでございま

す。

片や、谷側につきましては、直壁を立てた、

俗に言うテールアルメ工をよく採用しておりま

すけれども、そういったところには現場発生の

盛り土を使用するのが一般的でございます。と

ころが、先ほど申しましたように、地質が風化

しているということで材料として使えないとい

ったことも多くございまして購入土になってし

まう、そういったところの費用のために大幅な

増額になっているところでございます。

また、それに伴いまして工期の方も、予算の

関係であるとか、工法がなかなか簡単にいかな

いというようなこともございまして、事業期間

も完成時期を遅らせてしまっているというよう

な状況にございます。

今後、我々としても、そういったことにしっ
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かり予算を確保しながら適切な工法、工期を設

定しながら進めてまいりたいと思いまして、こ

れ以上遅れることがないように努力しまいりた

いと考えております。

【坂本(智)委員】 当該工事で遅延が発生すると
いうことについては、私もよくわかります。恐

らくそうだろうなと思いますが、3年というの
は、ちょっと長いような気もしないわけではな

いんですけどね。

頂上に行くと、あとはトンネルで結ばれると

いうふうに聞いているんですが、そこら辺の進

捗状況は今どうなっておりますか、お尋ねしま

す。

【馬場道路建設課長】 当区間におきましては、

313メートルのトンネルを予定しているところ
でございます。なかなか地形の険しいところで、

トンネル施工のための施工ヤード等も確保しな

がら進めていく必要がございますけれども、予

定としましては、ようやく今年度中に発注がで

きる段階になってきているところでございます。

【中山委員】 それでは、（仮称）茂木バイパス

ほか、2点についてお伺いいたします。
（仮称）茂木バイパスの建設促進については、

平成元年度に早坂茂木連絡道路ということで協

議を始めてから、もう30年以上経過していると
いうことでありまして、その間、地元の熱意と

いうのはなみなみならぬものだと思います。

最近は、茂木地区のまちづくりの活性化のた

めばかりじゃなくて、自然災害に対して逃げる

ところが必要だということで地元がかなり盛り

上がっているんじゃないか、そういうふうに推

測するわけであります。そういうこともあって、

今年の7月23日に県に陳情を行ったと聞いてお
ります。

そこでちょっと確認したい点があります。平

成元年に「高速道路延伸(出島道路建設を含む)

の関連道として南環状線とあわせて長崎市の幹

線ネットワークに位置付づけし、整備を行う方

針を決定」。平成11年10月、長崎市都市計画マ
スタープランに出ているわけですが、この文書

を見ると、県が決定したという形で、こういう

話が私の方にきているわけでありますが、こう

いう事実がありますか。

【馬場道路建設課長】（仮称）茂木バイパスに

ついてでございますけれども、現在、私どもが、

この構想についてしっかり位置づけをされてい

ると 認識しておりますのは、長崎市において

平成28年10月に改訂されております「長崎県都
市計画マスタープラン」の中で（仮称）茂木バ

イパス構想として位置づけていると我々として

は認識しているところでございます。

委員ご指摘のように、平成元年度に出島バイ

パス等の構想によって茂木バイパス等の路線が

あったのではないかというふうなご指摘でござ

いますけれども、十分な資料を持たない状況で、

認識としては今はございません。

【中山委員】 30年前のことを、資料もない、
認識もないと言い切ったですね。

それじゃ、お聞きしますが、平成12年度、南
環状線転石ＩＣから新戸町ＩＣ及び女神大橋側

の戸町から新戸町の整備を先行することを決定。

出島有料道路導入にかかわる地元協議の中で、

上記より遅れるが、整備を行うことを確約」と、

こういう話があるんですけど、これは全く覚え

ないですか。

【馬場道路建設課長】今、委員ご指摘の対応に

つきましては、現在、私としましては十分把握

してない状況でございます。

【中山委員】やっぱり行政は連続性の問題です

よ。これは当時の道路建設課長から直接聞いて

おりますし、本人が「確約しました」と明言し

ているんだよ。そして、今年の7月23日にも陳
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情しているじゃないか。そして、私は、委員会

が始まる前に、こういう問題があるから確認の

ために調査しておきなさいという話も通してい

るんだよ。

現職の道路建設課長が地元の連合自治会長を

含め、皆さん方にきちんと伝えたということは、

正式ですよ、これは、個人じゃないんだよ。そ

この認識が非常に甘いというふうに言わざるを

得ないと考えているところでございますので、

ぜひ、その辺は資料が残っているかどうか、当

時の建設課長に聞き取り調査して確認していた

だきたいということを申し上げておきたいと思

います。いいですか。

【馬場道路建設課長】県の道路建設課長のＯＢ

より、そういったことの申し入れもいただいて

いるところでございますので、そういった資料

は我々もしっかり受け止めさせていただきまし

て確認をしたいと思います。

【中山委員】確認をするんじゃなくて、建設に

向けてどう努力するかという問題なんですよ。

そこで長崎市は、県がこういう方針を出した

から都市計画マスタープランに掲げてやってい

るんです。

そこで、この間､30年間にわたって長崎市と
どのような協議をやってきているのか、お尋ね

したいなと思います。

【馬場道路建設課長】茂木バイパスについて長

崎市とどういった協議をしてきたのかというこ

とでございます。

地域からの要望等につきましては認識をして

いるところでございまして、先ほど、長崎市の

都市計画マスタープランにも掲上されていると

いうことで、市として長期計画を持っていると

いうようなことは日頃より承っているところで

ございますけれども、その具体化につきまして

は、現在なかなか、非常に難しいということで

長期的な課題であるということで捉えていると

ころでございます。

【中山委員】 そうですか、市の方も今年9月18
日、長崎市議会は周辺地域まちづくり特別委員

会をつくって、この問題について議論してます。

それで、私が聞いた話では、長崎市の位置づ

けがきちんとなれば、その時は考えますよとい

う答弁を皆さん方はしているじゃないか。そう

なると、長崎市はそういう位置づけをしないと

いう前提でそういうふうに考えているのかなと、

そういうふうにとらざるを得ないわけであって、

これだけの、30年間にわたって陳情していると
いうことについて、長崎市と協議を1回もして
いないということについては問題ですよ。可能

性があるかないかよりは、真摯に物事を受けて

きちんと進めていくと。そして、こういうこと

については明確にしなければいけないので、今

後、長崎市と積極的に協議してほしいと思うん

ですが、どうですか。

【馬場道路建設課長】私どもも、地元の地域の

皆様方、あるいは長崎市等とのそういった日頃

の道路整備についての意見交換等も踏まえなが

ら、今後、道路の必要性であるとか整備効果、

あるいは整備手法などについては、十分検討を

行ってまいりたいと思います。

【中山委員】ぜひ、これは平成元年度の約束が

あったことが確認できれば、それを忠実に守っ

ていくのが、ある反面、行政の仕事ですよ。ぜ

ひその辺を確認した上で長崎市と十分な話し合

いをして、どちらかというと、県が主導でもし

これを決定しているならば、あなたたちが指導

して長崎市を説得せにゃいかんわけです。それ

は確認していないので確認してから追っつけ質

問したいと思います。とりあえず今日はこのく

らいにしておきますけど、ぜひ確認等をやって

いただくことを要望しておきます。
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次に、外環状線の新戸町─江川間ですね。ま

ず、この用地を交渉しているということであり

ましたし、一部、作業道路が必要ということで

あります。とりあえず用地の進捗状況がどのよ

うになっているのか。そして、今後、どのよう

に用地を取得していこうとしているのか、その

辺についてお尋ねしたいなと思います。

【馬場道路建設課長】長崎外環状線の、主要地

方道長崎南環状線としておりますが、新戸町か

ら江川工区で現在整備を進めているところでご

ざいます。延長が5.1キロありまして、そのうち
トンネルが2.14キロございます。平成28年度か
ら事業化しておりまして、現在、用地取得につ

いて努めているところでございます。

事業費ベースの進捗としましては、約7％程
度といったところでございます。現在、江川地

区におきまして用地取得に努めているところで

ございます。一方、新戸町側では工事にも一部

着手しているところでございます。

【中山委員】明確な答弁はありませんでしたけ

れども、江川地区については、先般の陳情の中

で、あと2件しか残ってないと。これについて
は本年度中にやれるんじゃないかという話も聞

いております。問題は、これが済んだらトンネ

ル工事をいつやっていただくか、ここにくるん

ですよ。

そこで、トンネル工事の着工時期についてお

尋ねしたいなと思います。

【馬場道路建設課長】トンネル延長につきまし

て2.14キロあると申し上げましたが、かなり大
きな事業費が必要になってきます。その前にト

ンネル坑口までの用地を取得し、アクセス道路

を整備する必要があります。また、トンネル工

事を行う場合には、それ相当の仮設施設を設置

する必要がございまして、そういった施工ヤー

ドの確保も必要になっております。トンネルを

施工するに当たり、トンネルの詳細計画を行っ

た上で、あと、予算の見通し等も立った上で事

業着手については検討したいと思っているとこ

ろでございます。

現時点でトンネルの着工時期といったことを

この場で示すことはまだできません。

【中山委員】 ぜひ示してほしいと思いますよ。

道路の設計は一応できているわけでしょう、ト

ンネルも含めて、橋も。あとは工事するための

詳細設計が要るわけですよ、調査がね。ぜひ用

地が済んだ段階で着手するというのが基本的な

考え方ですよ、これは。予算がどうだこうだじ

ゃなくて、進捗状況からいけば、後ろも決めて

いるわけだから。これについてもう少し前向き

な答弁はできませんか。

【馬場道路建設課長】この南環状線の全体延長

としましては5.1キロでございます。そのうちト
ンネルが2.14キロと申し上げましたけれども、
途中で現道にタッチするような区間がございま

せん。そうしたことでトンネルを着手しまして

トンネルが完成しても、そのアクセス道路が完

成しないと、なかなか供用を図れないというふ

うなバイパス事業になっているところでござい

ますので、そういった全体の完成時期を見なが

ら、そのトンネルの着手時期といったところも

考えて検討しなければいけないと思っていると

ころでございます。

【中山委員】それでは納得しませんよ。トンネ

ルを掘って、トンネルを利用して残土を出すん

じゃないの、私はそう聞いているけれどもね、

違いますか。

【馬場道路建設課長】委員ご指摘のとおり、ト

ンネルを活用して盛り土、切り土の土量を出す

といった工区も確かにございますが、そこは全

体的な工程を見ながらトンネルの時期というの

は着手させていただきたいと思っております。
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【中山委員】少しガードが固過ぎますけれども

ね。

土木部長、ぜひね、これは南環状線の野母半

島、そして市内の南部地区の道路ができると、

経済性、そして安全性が飛躍的に高まるんです

よ。そのためには、まずトンネルをやらにゃい

かんわけです。今の課長の、いつするかわから

んような答弁ではね、委員会の答弁になりませ

んよ。その辺で何年をめどにやるのか、そのめ

ども立たんとですか、どうなんですか。

【岩見土木部長】委員ご指摘のとおり、事業の

進捗、特に道路工事につきましては、用地の問

題と、あと予算の問題があります。

この南環状線につきましては、今年度から、

従来、交付金だったものが個別補助事業に変わ

っております。つまり予算としては非常に確保

しやすい仕組みにはなってきております。ただ

し、トンネル工事は非常に予算がかかりますし、

国庫補助ということで国の方の明確な予算がつ

くといった決定がなされる前は、我々、努力は

しますけれども、明確にいついつやりますと約

束することがなかなか答弁として難しいという

ことでございます。

いずれにしましても、国に県の要望をよくお

伝えしながら必要な予算確保ができるように努

めてまいりたいと考えております。

【中山委員】土木部長の手腕に期待しておきま

すから、ひとつ国に積極的な働きかけをして一

日も早いトンネル工事の着工に向けて努力して

いただくことを要望しておきたいと思います。

そこで、このトンネル工事を含めて堆積土砂、

切り土を含めて、この区間でどの程度の土砂が

排出予定になっていますか、排出量。

【馬場道路建設課長】残土処理におきましては、

そういった切り土、盛り土の流用も考えたとこ

ろの計画をしているところでございますけれど

も、すみません、最終的に残土の量がどれくら

いかというところは、現在、資料がございませ

んので、後ほど報告をさせていただきたいと思

います。

【中山委員】残土というか、ぜひ調べていただ

いて、それは当然出ていますからね。

問題は、そのことじゃなく、なぜ聞いたかと

いうと、処理をどうするかという問題です。処

理地について何箇所か検討するというように私

は聞いているんだけれども、その辺についての

計画はありますか。

【馬場道路建設課長】まずもって工区内で流用

するということになりますが、余りました土砂、

あるいは利用できない土砂が発生した場合には、

他工区への流用ということがまず第一になりま

す。そして、そういった他工区の流用ができな

い場合には捨て土として最終処理場に持ってい

くということになります。できるだけ他の公共

整備も含めまして調整をしたいと考えておりま

す。

【中山委員】ちょっと正直じゃないね。トンネ

ルの土砂の捨て場については、これも3年前か
ら当時の建設課長に話をして内々で進めており

ます、振興局の課長とね。現在、県と市で旧三

和町の栄上工区の高島浄水場跡地にどうかと協

議しているじゃないですか、知らんの、本当に。

そういう事実はないですか。

【馬場道路建設課長】大変申し訳ございません

けれども、そういったことを私が承知してない

だけかと思います。

【中山委員】これは重要な問題ですよ、土木部

長。私は、先般、長崎市の方から「協議しとる

けども、どうなっとっとですか、聞いてくださ

い」と、事実を確認されてるんですよ、事実を。

それをあなたが知らんというのは、ちょっと考

えられんとけどな、そがん風通しが悪いんです



令和元年９月定例会・環境生活委員会・予算決算委員会（環境生活分科会）（９月２４日）

- 28 -

か。

これは大事な問題だから、私は間違いないと

思うんだけれども、現場でも確認していますか

ら、私は。長崎市からね、間違いないと思うけ

ど、これは確認してくださいよ。それで、長崎

市としては、10万トンの水があるから、そこを
調査して、水道会計から一般会計にして、そう

いう手続を踏んでいるんですよ。長崎市長にも

それは話をして、そこにどうですかということ

で協議しているから、その辺をもう少し詰めて

ほしいという話を聞いているんですよ。

今日は2点だけ、茂木バイパスについてもそ
うだけど、土捨て場の関係についても、余りに

も事実について、私もいいかげんに言っている

わけじゃないんですよ。私が確認した中で、よ

っぽど慎重に私はやる方だけれども、両方とも

道路建設課長が全く知らないということについ

ては非常に残念ですね。もう質問になりません。

これで終わります。

【坂本(浩)委員長】それでは、午前中の会議は、
これにてとどめ、しばらく休憩します。

午後は、1時30分から委員会を再開いたしま
す。

― 午前１１時５８分 休憩 ―

― 午後 １時３０分 再開 ―

【坂本(浩)委員長】 委員会を再開いたします。

午前中に引き続きまして、議案外の所管事項

についての審査を行います。

まず、午前中の中山委員の質問に対する追加の

答弁を受けます。

それと、今日、都市政策課長から補足説明資

料で「長崎中心部の交通結節の検討について」

ということでありましたけれども、これに関す

る資料を追加で配付させていただきましたので、

ご参照ください。

【馬場道路建設課長】午前中の中山委員からの

ご質問についてお答えしたいと思います。

主要地方道長崎南環状線、新戸町─江川町区

間のトンネル工事等に伴う残土処理についての

お尋ねでございました。

当工区につきましては、5.1キロ区間のうち、
トンネルが2.14キロメートルございます。全体
的に残土が多く発生する工区になっておりまし

て、そのうちトンネルだけでも20万立米の残土
が発生いたします。その残土の処理については、

できるだけ経済的に処理するというところで、

長崎を含めまして長崎振興局の方で十分協議、

調整を進めているところでございます。

午前中、私が把握してないご答弁をいたしま

したけれども、私の認識不足でございまして大

変失礼いたしました。振興局にも再度確認をい

たしておりまして、確かに、午前中ご指摘いた

だきましたように、為石浄水場が令和2年度に
廃止になると。そこに残土を持って行ったらど

うかというふうな協議も進めておりまして、ま

だ調整中の段階でございます。

私どもとしましては、できるだけ経済的にな

るように、長崎市を初め、関係機関とも調整を

しながら、その残土処理についてはしっかり取

り組んでまいりたいと考えているところでござ

います。

それから、もう一つ、（仮称）茂木バイパス

についてのお尋ねでございました。平成元年度

当時に担当課長である道路建設課長が地元で茂

木バイパスについても整備を行うということに

ついてご説明をされたということにつきまして

は、ご本人の確認もとれたところでございます。

ただ、現実的には、現時点で事業化してない

ところでございます。その後の経緯等も含めま

して十分確認をした上で、今後、長崎市ともし

っかり協議しながら取り組んでまいりたいと思
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っているところでございます。

【中山委員】最初からそういう答弁をしておけ

ば、こうならなかったのに。

ただ、1点訂正しなければいけない。前道路
建設課長が地元協議を約束したのは平成12年
です。平成元年ではございませんので。ぜひ長

崎市と協議を進めてほしいというのが一つ。

もう一つの残土についても、私が聞いたとお

り、長崎市と振興局、道路建設課の方で協議を

しているということが確認できました。

そこで、問題は経済性という話がありました

が、南環状線の出口の江川から高島浄水場跡地

までは約4キロ程度しかありません。それと、
地元の同意も、ほぼ、ここは間違いなく同意も

とれるんじゃないかなというふうに私は思って

います。

こういういい条件でありますし、長崎市も浄

水場を廃止して一般会計にして、今、運動施設

とか、いろいろな施設に使いたいということで、

まだ事業が確定していない状態でございます。

その問題点はどこかといいますと、現在、浄

水場に2トントラックぐらいは入るんですけれ
ども、作業のトラックが入れない状態です。そ

して、県としては、道路は市がつくりなさいと、

そしたら埋め立ててやってもいいぞというよう

な話を聞いておりまして、ほかに方法はないの

かと。私が提案して、それじゃ、事業をした後、

最終的には市が道路をつくるとしても、途中の

事業段階では仮設でもいいじゃないかと。長崎

市の方にそういうふうに話をしておりますので、

ぜひ、道路をつくらなければ埋め立てができな

いという一方なことを言うんじゃなくて、十分

協議をして、経済的なことであるならば仮設で

して、そして、メリットがあれば、ぜひともこ

こに土砂を入れていただいて、そして、長崎市

の少年とか、そういうスポーツ施設をつくれば

使えるわけですから、ぜひそういう形で検討い

ただければと思いますけれども、その点につい

て道路建設課長に再度お尋ねいたします。

【馬場道路建設課長】最初に茂木バイパスにつ

いて、委員から訂正のご案内をいただきました

ように、当時の道路建設課長がご説明したのは

平成12年の間違いでしたので訂正させていた
だきます。

それと、最後に南環状線の残土の話で、市の

土地の有効利用等についても十分検討していく

べきじゃないかというお話でございますので、

残土処理については、先ほど申しましたように、

しっかり地元と協議をして経済的にもなるよう

な形でやっていきたいと考えているところでご

ざいます。

【中山委員】ぜひ真摯な、両方とも経済的なメ

リットがあるような形で埋め立てができれば一

番ありがたいわけでありますから、ぜひ知恵を

出して長崎市と協議を進めていただくことを要

望しておきたいなと思います。

【坂本(浩)委員長】 ほかに質問はありませんか。
【西川委員】私は、2つ質問したいと思います。
まず1つ目は、主要地方道平戸田平線の私が

住んでいる紐差から獅子、高越、春日と通って

いくわけですが、特に、春日地区は道路が狭隘、

そして、ヘアピンカーブなどが多く、また、高

低差もあり、大変危険なところということで、

約10年前からトンネル工事に着工していただ
いております。やっと2月7日に貫通式がありま
して、私も出席させていただきました。

そういう中で、トンネルが貫通したというニ

ュースが伝わると、早速、関係地区民の皆さん

が、「開通はいつか、いつから供用開始か」と

か言って、今年の初盆参りとか、また、敬老会

などでお会いしますと、「早くしてくれ、いつ

になるか」という要望がありました。まず、ト
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ンネルの供用開始、開通式ですね。

そして、あと一つは獅子、仮称、春日トンネ

ルまでの道路の改良など、進捗状況と今後の考

え方についてまずお尋ねします。まず1点目、
お願いします。

【馬場道路建設課長】主要地方道平戸田平線の

春日工区の完成時期についてのお尋ねでござい

ます。

当春日工区につきましては、平成20年度から
事業を進めておりまして、委員ご案内のとおり、

2月にトンネルが貫通したところでございます。
現在、トンネルの照明施設の整備であるとか舗

装工事を進めておりまして、本年12月頃の、年
内の完成に向けて整備を鋭意進めているといっ

たところでございます。

【西川委員】当地区はご存じのとおり、旧隠れ

キリシタンの里でございまして、世界遺産の関

連資産でございます。そういう中で平戸中部地

区も北部地区と一緒でキリスト教信者が今でも

多いところでありまして、11月24日のローマ法
王の来崎の時には、ぜひ長崎まで来て盛り上げ

たいと、今、そういうふうに機運が高まってお

ります。

そのような中で、生月にも隠れキリシタンの

遺跡が残っておりますし、隠れキリシタンとし

て脈々と信者の方たちが続いております。

そういう中で、福岡県、またはそのほかの県

からも、この春日地区に来られる観光客が多い。

そういうことでトンネルの開通と、さらなる道

路改良について、時々、離合の時に接触事故な

どがあっております。そういうことも考えて話

を進めていただきたいと思いますが、いま一度、

今後の整備計画について、春日工区周辺、春日

トンネルから白石、白石から山野、そして中山

とか、ずっと県道がいきますけど、狭隘なとこ

ろ、カーブが多いところ、その辺の整備につい

てどのような考え方をされておりますか。

【馬場道路建設課長】先ほど、春日工区につき

ましては、年内の完成に向けて整備を進めてい

くという話をいたしました。その前後の道路整

備について、まだ、幅員狭小の部分であるとか、

カーブのところがあるというようなお話でござ

います。そういったことにつきまして我々は十

分認識しておるところでございます。また、世

界遺産登録もあって観光客も増えているところ

でございますので、どういった対応ができるか。

補助事業で大規模に改良するということはなか

なか難しいかなと思いますけれども、局部的な、

景観上も配慮しながら、地元とよく協議をしな

がら取り組んでまいりたいと思います。

【西川委員】 11月から春日の棚田に夜間のイ
ルミネーション、照明がされるようになってお

りまして、夜、暗い時にマイカーでの見物客が

多いんです。昨年も年末にしました。そういう

ことで獅子から高越、春日、その間の道路が狭

隘なところ、そして、後から維持費のことで質

問しますが、陰切りがどうしても県の予算、仕

事が間に合わないんですね。それで、自分たち

でどうにかしようかという機運もありますが、

安全面も考えて、それができないところもあり

ます。そういうことで世界遺産関連の春日地区

を中心に、前後に整備を延ばしていただきたい

と思います。

2つ目は、道路維持費についてお尋ねします。
今、春日工区近辺のことで陰切りと言いまし

たが、実は、この委員会には出ないと思います

が、国道383号で、私がその箇所だと思ってい
るところが本当なら、結構高いところ、道路の

上の土手から老木の枝が落ちてきました。この

夏、ずっと雨風があった6月だったと思います
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が、昨年から雨風が多かったりして枝が落ちた

り、幹から枝が割れたりしているところも結構

あったんですが、誰も気づかないところだった

ので仕方なかったかもわかりませんが、走行中

の車にその枝が落ちてきて、県は賠償しなけれ

ばならない事態になりました。金額は忘れまし

たが、土木部としても、その金額はわかってお

ろうと思います。

これはひとえに、ここは不可抗力だったかも

わかりませんが、こういうことが時たまあるん

です。2年ぐらい前は江迎の高岩というところ
から佐々に出る県道で道路脇の結構高い竹が倒

れてきて高級乗用車、名前を言えばクラウンで

すけど、そのフロントウインドウに当たって県

が補償しております。そのようなことがたびた

びある、そして危険である。また、バスとか大

型車両の屋根に当たる。特に、観光貸切バスな

どは平戸に行くのは嫌だとか、県北は嫌だとか、

よく言われております。

そういう中で、道路維持費、陰切り、または

除草、剪定、いろいろあって、土木部としては

本当に苦しい立場だと思いますが、そのような

事故が起きないためにも、この維持費の中での

陰切りなどの予算の増額、土木部の予算に対し

ましては、県も国も厳しい態度かもわかりませ

んが、反対に安全性を考えることが必要なんで

す。特に、田舎ほど維持管理費は必要だと思い

ます。

私は、毎年思うんですが、8月15日の夜の長
崎の精霊流しは大変賑やかです。反対に言えば、

やかましく、騒々しく、爆竹の音だらけです。

その爆竹の清掃に道路維持費が使われている。

その金額が数千万円、そういう金額があったら、

どうして各地域の陰切り、またはみっともない

伸びた草の除草、または植栽されておる例えば

ツツジとか、そういうことの剪定に使わないの

か。精霊流しは宗教行事であり、イベントでは

ありません。そして、関係ある人が本当は負担

するべき、道路は汚したらだめなんです。それ

を昔からの習慣だからと言って見逃している。

私は、長崎市と環境のためにも、道路維持のた

めも、もっと真剣に話し合って何らかの規制を

すべきだと。どうしても爆竹が必要なら、大き

なドラム缶をリヤカーに載せて、その中で爆発

させたらいいじゃないですか。それでも飛び散

るかもわかりません。下を向いて歩けば大波止

周辺でも、まだ爆竹の赤い紙が残っておるとこ

ろもあります。

そういうことで、爆竹の問題はさておいても、

この道路維持費についての必要性、重大さの土

木部の考え方をいま一度ただしたいと思います。

【馬場道路維持課長】まず、陰切りのことにつ

いてでございます。委員ご指摘のとおり、そう

いった高い箇所や届かない箇所で通行の支障に

なっているという箇所がございますので、それ

につきましては、現在もパトロールとか、バス

会社の情報とかもらいながら、必要なところか

ら対応していきたいと考えております。

それと、精霊流しの件ですけれども、今年度

は委員ご指摘のとおり、以前からそういった話

がございましたので、精霊流しをする人たちが

警察に届けて精霊流しをやるんですね。その人

たちが集まって警察等と話をするんですけれど

も、そういった会議に私どもも出させていただ

いて、道路通行帯が例えば4車線あれば、1つの
車線を通りますので、それ以外の箇所について

は花火を投げるのをやめてくれませんかという

お願いをしてまいりました。実際、一昨年と比

べましたところ、少なくなっていると思います。

しかしながら、精霊流しの予算は道路維持費で
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賄っているところでございます。

精霊流しにつきまして、今後もそういった取

組をしまして、幾らかでも縮減しようというこ

とで取り組んでいるところでございます。

道路維持の予算の確保につきましては、委員

ご指摘のとおり、単独予算でございますので、

シーリングがこれまでかかってきたわけでござ

いますけれども、今年度、引き続き財政当局に

必要な予算ということでしっかり要望してまい

りたいと思っております。

【西川委員】確かに、歴史がある長崎の精霊流

し、それは認めます。しかし、受益者負担とか、

そういうふうな方向にもっていって関係者が道

路清掃費を分担してもらう、または国道、県道、

特に2桁、3桁の国道は県がしなければならない
かもわかりませんが、国の直轄国道もあろうか

と思いますし、また、長崎市の持ち分もあろう

かと思います。

しかし、自分たちは、楽しむと言ったら失礼

ですけど、精霊流しの意気を伝えるための気合

づけの爆竹かもわかりませんが、もう少し考え

ていただいて、親方日の丸じゃない、そういう

ことをもっと行政側も認識してもらいたい。

例えば、警察関係になると思いますが、地区で

マラソンをしたい、駅伝をしたい、そういうと

ころが関係当局に言っても、それこそ管理が難

しいとか、そんなことは交通安全上やめてくれ

とか、そういうふうにせっかく地域振興のため

に何かをしたいという時でも、道路を使う行事

などは結構厳しく規制されます。そういう中で、

それは長年の伝統で精霊流しはあんなふうに許

可されて、そしてテレビ放映までされて、そし

て2連、3連と長々と続く精霊船もあります。そ
して莫大な金を使う精霊船が長崎商人の意気だ

というふうな考え方があって、確かにうらやま

しい限りです。道路のこの清掃費を長崎市民が

出していればいいですよ。結局、県民全部に負

担がかかってくるんじゃないですか。その裏で

陰切りがまだしてもらえない、雑草が生えてみ

っともない。また、通行人も危ない。そして、

離合する時には左側に寄りたくても雑草があっ

てぎりぎりまで寄れない。そういう交通の危険

性に対面しながら苦しんでいる県民、また、あ

る地区の方もおられます。そういうことで、土

木部も毅然とした考え方で道路管理をやってい

ただきたいと思います。

最後に、部長どうですか。私は一般質問でも

発言しまして、また、委員会でも質問したこと

がございますが、部長のお考え方を再度お聞か

せください。

【岩見土木部長】道路の維持管理費については、

しっかりと予算を確保していきたいと考えてお

ります。なかなか国の補助事業が使えない分が

多くて単独で確保しないといけないんですが、

有利な起債等を活用しながら、予算については

しっかり確保していきたいと思っております。

それから、精霊流しのご提案は、おっしゃる

とおりだと思いますし、昨年からずっとこの対

策を検討してきておりまして、今年は1車線に
限定するということで、これはある程度成功し

たと思いますが、さらに維持管理予算を縮減し

て、本来の維持管理の方に回せますように、こ

れについては引き続きいろんな手法を検討し、

協議していきたいと考えております。

【坂本(浩)委員長】 ほかにございませんか。
【八江委員】午前中に諫早市の要望等について

一部質問させていただきましたが、個々につい

ては午後から質問するということを言っていま

したので幾つか質問させていただきます。

国道34号の諫早大村間の道路が建設される
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ということで決定しておりまして、我々も大変

期待もいたしております。それとあわせて諫早

の北バイパスの4車線化も、それに引き続き、
あるいは前もってやるということになっておる

のではないかと思います。特に、諫早の北バイ

パスについては、用地取得も済ませております

し、そしてまた、周辺の開発関係、例えば、県

の住宅供給公社が行っている西部台の住宅団地

並びに大型商業施設も建設され、11月に落成の
運びになっております。

そうなりますと交通の渋滞も今まで以上に関

係してくると思います。新幹線も平成34年に開
業ですので、大村まで、これから用地を取得し

て、その後にということになると相当遅くなり

ますので、国道34号の北バイパスについては早
急にやるべきだと。工事費が確保できれば、用

地取得はもう済んでいるわけですから、そのこ

とについて改めてお願いいたしたいと思います

が、いかがでしょうか。

【馬場道路建設課長】 一般国道34号の諫早北
バイパスについてのご質問でございます。

当区間につきましては、事業延長が5.2キロご
ざいまして、昭和47年度から昭和57年度に暫定
2車線の部分の改良が進みまして供用している
ところでございます。

この4車線化につきましては、国道34号の円
滑な交通流の確保を図るためには検討するべき

課題と考えているところでございます。現在、

大村から諫早区間の整備も始まったばかりでご

ざいます。そちらとは別にというふうなご意見

でございますが、国の事業ということもござい

ますので、他事業の進捗状況、あるいは周辺の

交通状況を注視しながら地元諌早市の意向も十

分踏まえながら、国と意見交換等を進めていき

たいと考えているところでございます。

【八江委員】諫早市からもちゃんと要望してあ

ります。そしてまた、今の周辺の開発状況は、

県の住宅供給公社が行っている西部台の住宅団

地のことも随分進んでまいりました。あと30ヘ
クタール近くが残っているんじゃないかと思い

ますけれども、そういったものの開発に当たっ

ても、その道路が建設できるかできないかによ

って、分譲その他が、あるいは計画が進むので

はないかと思っております。また、長い間の諫

早市の念願でもありますから、国の方には強く

求めて、優先順位をつけてやるということも必

要じゃないか。先ほど申し上げたように、大村

の建設状況を見ながらやっていくということで

あると思いますけど、それより前にやっておく

必要があるのではないかなと私たち地元の住民

として思うんですけど、改めてそういったこと

をやる必要があると、国の方にお願いするとい

う積極的な姿勢が必要じゃないかと思いますが、

いかがですか。

【馬場道路建設課長】 暫定2車線で供用してい
るところで、残り2車線については工事が中断
して2車線で完成させたというふうな経緯もご
ざいます。しかしながら、地元としては、委員

ご指摘のとおり、4車線化を求める請願も出さ
れているところでございます。また、諫早市で

は、今年度、環境調査も実施するというふうな

予定と聞いているところでございますので、市

あたりといろいろ意見交換をする中で、また、

国に対してもしっかり協議をしてまいりたいと

思います。

【八江委員】地元の自治会連合会からも市の方

に要望が出ておりますので、その点は先ほどの

お話のように、今までは地元住民の一部の反対

の中で滞っておったものが、地元の地域住民の

皆さん方が請願をしてやっていこうということ
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でありますから、前向きに進めていただきたい

ことを強く要望しておきたいと思います。

それから、57号の森山拡幅の問題ですけど、
森山の田尻から小野の尾崎までの区間を現在建

設中であります。随分進んできておりますから、

今か今かという感じで地元も待っておりますけ

ど、地盤の問題等があってなかなか進んでおら

ない部分があります。それはいつぐらいに完成

が見込まれるのか、それを地元からもよく聞か

れますし、また、我々も一日も早くそこの開通

をしてほしいという思いがありますので、その

点はどのような計画なのか。国の直轄の道路で

ありますが、これも改めて確認しておきたいと

思いますが、いかがでしょうか。

【馬場道路建設課長】 国道57号森山拡幅の完
成時期の問題でございますけども、県としまし

ても、国に対して早期完成ということで予算の

確保とともに、しっかり工事を進めていただき

たいということで、常日頃、要望しているとこ

ろでございます。

現時点で完成時期については明確にお答えい

ただいていないところではございますけれども、

引き続き、我々も早期完成についてしっかり要

望してまいりたいと思っております。

【八江委員】 諫早の外環状線が来年の3月まで
に栗面、小船越、あるいは貝津インターまで接

続するということでご案内をいただいておりま

す。そうなりますと、あと長野までの問題が1
つ残りますけど、これは平成34年以降だという
ことであります。そうすると、そのぐらいの時

間帯と田尻尾崎間がどのようになっていくか。

接続というよりも、途中は途切れますけれども、

それを見計らって事業が進捗されるのではない

かなと思います。

そういうこと絡みの問題からいけば、そうい

う想定を平成34年以降、以降というのはずっと
以降ですから、平成34～35年くらいに完全にそ
こまででき上がるのかなと期待はいたしますけ

れども、もう一度、その点はわかりませんか。

【馬場道路建設課長】島原道路の整備について、

今年度、県で整備を進めております諫早インタ

ー工区が高速道路の諫早インターに接続するの

が今年度を目標に整備を進めているところでご

ざいます。また、長野から栗面間につきまして

も、しっかり整備を進めておりまして、ご指摘

いただいたように、令和2年度以降の完成を目
標にしているということでお話をさせていただ

いているところでございます。

県で進めている工区をいち早く完成させるこ

とによって、それにつながる国の事業、森山拡

幅事業についても早期完成に努めていただくと

いうことでございますので、私どもの工事の情

報等を共有しながら国にもしっかりお願いをし

ているところでございます。

【八江委員】 諫早の外環状線の開通と国道57
号の森山拡幅の完成時期と、同じ時期に完成す

れば一番いいですけど、予算の都合等もありま

すから、できるだけそれに近い形でしていくと

いうこと。

これは一つは、関係するインターのところに

いろんなまちづくりの計画もあります。そうし

たことをにらみ合わせていけば、ある程度日程

等が見えなければ、その先の事業が推進できな

いということもありますので、できるだけその

見通しを立てていただきたいし、そのためには

予算の確保が一番大事だと思いますので、長野

インターの完成もあわせて強くお願いをしてお

きたい。それにあわせて、またもろもろの問題

を相談することがたくさん出てくると思います

ので、よろしくお願いいたしたいと思います。
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もう一つ、前から計画しております久山港線、

それから、長田の正久寺から猿崎の深の海橋ま

での間は、事業化して、予算もつけていただき、

用地買収も進めておるけど、お願いして、やり

ますと、もうすぐにでも着工するということで

ありましたけど、なかなか見えてこない。見え

てこないというのは、予算の確保が十分じゃな

いということと、用地の取得がうまくいってな

いということと2つあると思いますけど、この
点はどういうようになっているのか、どちらが

先行するのか。我々は、久山港線については、

特に諫早市営の野球場を建設して供用開始をし

ていただいて1年余りなりますけど、非常に複
雑な道路事情もあります。あそこができ上がれ

ば久山港線は交通渋滞の、日大高校の前の貝津

中核工業団地の入り口の交差点の渋滞が大きく

緩和されてくると思って期待しておりますけど、

そのことと、もう一つは延伸の問題は正久寺─

猿崎間、それから猿崎から堤防道路までの国道

207号の延伸の問題、これが非常に大きな課題
でありますけど、その2つの件について、もう
一度答弁をいただけますか。

【馬場道路建設課長】最初の一般県道久山港線

の久山工区の整備についてでございます。当工

区につきましては、平成27年度から1.3キロの区
間について整備を進めているところでございま

す。用地進捗につきましては21％程度というこ
とで、まだまだご協力をいただかなければいけ

ないところでございますけれども、なかなか予

算的にも、今年度2億6,000万円ほど国の交付金
をいただいて進めているところでございますが、

やはり整備を進めていく上では用地と予算の両

方になっているところでございます。まずは予

算をしっかりもらえることが一番かなと思って

おりまして、それに対してしっかり用地を進め

ていくということかなと思っております。

それから、もう一つは国道207号の長田拡幅
の延伸についてのお話かと思っております。こ

れにつきましても平成27年度から事業を進め
ているところでございます。現在の用地進捗と

しては、まだ10％にも満たない状況でございま
す。しっかり用地を進めて早期完成に努めたい

と思っているところでございますけれども、な

かなか厳しい予算が現実でございまして、しっ

かり予算を確保したいと考えております。

今後、道路整備の必要性について国の方にし

っかり訴えていきたいと思っております。

【八江委員】 当初、答弁していただいた時は、

すぐにでも着工して完成するようなことの話を

伺っておりましたので、少し長くなっておりま

すので心配をしております。一つは予算の問題

と言われておりますけど、予算の問題はどこか

に、県の予算がある程度かかわってきて、それ

を配分する時に、どこかにやり過ぎているんじ

ゃないですか。場合によっては、予定外のとこ

ろじゃないかもわかりませんけど、取り合いっ

こということももちろんありますけど、非常に

大事なことだし、我々も野球場を､サブグラウン

ドも、もう一つ本球場もつくったし、サッカー

場もつくってもらったし、そして、スケボー場

もつくったし、隣は創成館高校の野球場がある

し、日大高校の野球場がある。九州大会を来年

の春先には、高校野球、中学校の野球を数千人

規模でやっていこうという計画もあるんですけ

ど、道がなかなかうまくいかないものですから

計画が進められにくい部分があります。スポー

ツ団体はスポーツ団体で施設を活用しようとい

うことと、スポーツ観光とか、いろんなことを

やっているけれども、道路事情がうまくついて

いかないと達成できませんので、その点を十分
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理解してやっていただきたいと思います。「予

算が」と、そう言われたら、それっきりかもわ

かりませんけど、どこから予算をもってくれば

いいのか、我々も一生懸命頑張りますから、ど

うぞ、予算、予算と言わずに、何とか前向きに

取り組んでいただくように。部長が少し予算を

削っているんじゃないですか。部長、その点、

今の状況を判断していただいて、いかがですか

ね。

【岩見土木部長】いろいろと予算についてはご

心配をおかけしておりますが、国の補助事業の

中には、いわゆる個別補助というものと、あと

交付金というのがございます。個別補助は、主

として地域高規格道路、島原道路とか、そうい

ったところが対象になっておりまして、こちら

につきましては今年度かなり予算を伸ばすこと

ができました、おかげさまで。ただ、交付金事

業の方ですね、207号の長田のバイパス延伸は、
まさに交付金事業なんですけど、こちらについ

てはそれほど伸びなくて予算の確保が課題にな

っております。ここにつきましても、引き続き

きちっと予算が確保できるように我々も国にし

っかりと要望していきたいと考えているところ

でございます。

【八江委員】 今年は、地方創生大臣とか、農林

副大臣とか、長崎県からも大臣が出ております

ので、今までにないように予算の確保について

は国にも県と一緒になってしっかりお願いして

いきたいと思いますので、その点ひとつ改めて

よろしくお願い申し上げます。

もう1点ですけど、今、佐賀と一番問題にな
っているのか新幹線とか、諫干とか、いろんな

問題があります。

そこで、佐賀と長崎がうまくいくための方法

というのは、特に新幹線と諫干は何がつながっ

ていくかというと、一番関係してくるのは道路

事業なんです。何かというと有明海沿岸道路が、

福岡からきて、柳川にきて、それから鹿島まで

は計画路線になっておりますが、着工されてい

ない部分があると思います。鹿島市から諫早市

までの予定がありますけど、これは計画路線に

なっておりません。これは並行在来線対策の大

きな問題でありますことと、諫干に関係する問

題、ひいては並行在来線の関係ですから、高来・

小長井方面の道路に関係することにもなります。

これを解決しなければ、極端な話ですけど、

新幹線も解決しないと言えるぐらいの大きな問

題がそこに横たわっておるということを改めて

認識をいただいて活動していただきたいと思い

ますけど、その点、部長、そこは考えておられ

たことなのか、単に有明海沿岸道路のことと考

えておられるのか、その点いかがですか。

【岩見土木部長】有明海沿岸道路につきまして

は、委員ご指摘のとおり、いわゆる計画上の位

置づけがない区間が残っております。ここにつ

きましては、現在、新たな広域道路ネットワー

クの議論を進めておりまして、その中でぜひと

もここは位置づけたいということで、佐賀県と

も今まで何度も意見を交換しております。その

結果、佐賀県も「これは一緒にやりましょう」

ということで、これは全く一致しておりますの

で、両県挙げて、ここが位置づけられるように

調整し、国に働きかけてまいりたいと考えてお

ります。

【八江委員】確かにそうなんですけど、テンポ

がちょっと遅いんです。私どももずっと前から

有明海沿岸道路の話はやってきたけど、取組方

がどうも消極的というか、諫早のやり方、鹿島

との問題、鹿島の方に聞けば、どうも長崎県側

が消極的じゃないかと言われる部分が、それは
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向こうの話ですから、どうかしれませんが、そ

ういうことをもう少し積極的にやっていかなき

ゃならない。

それは、一つは高速道路が嬉野経由で向こう

にいった、新幹線も嬉野経由で大村の方にいっ

た。道路、高速道路、全部一緒なんですけど、

鹿島の方は高速道路もない、新幹線もない、ず

っと離されてしまった、有明海沿岸に関係する

ところ、諫干に関係するところでもありますけ

ど。山口知事は白石町出身で、議長は江北町出

身です。そして、県連の幹事長をやっているの

は鹿島市出身です。農協の中央会の会長が江北

町出身です。全部、シフトはそうなっているん

です。だから、そういうことをわかって物事を

やっていかないと前進につながってこないと思

います。もう少し積極的に、鹿島と諫早を計画

路線に上げる勢いをもってやっていくことはで

きませんか、やるように努めてくださいよ。い

かがでしょうか。

【岩見土木部長】先ほど申し上げましたとおり、

新たな広域計画道路ネットワークにつきまして

は、今年度がまさに勝負の年だと思っておりま

すので、これは絶対位置づけられるように頑張

っていきたいと思っております。

【八江委員】 そのような勢いで、部長、絶対や

ってください。そしたら必ず別のものも解決す

る運びになってくると、私はそう信じておりま

すので。いい答弁をいただきましたので、これ

で今の時点の質問を終わりたいと思います。

【中村委員】今、八江委員から諫早市の道路事

情について質問がありました。その中でも、今

回、諫早インターと小船越インターが新たに開

通して栗面インターまで連続でつながるわけで

す、3月にね。
そうした時に、以前、質問したことがあるん

ですけれども、栗面のインターは、現在でも時

間帯によってはかなりの渋滞をしています。今

回つながれば、もっと渋滞するわけです。確か

に、これは数年後には鷲崎から先までずっとつ

ながるから、ある程度分散化していくと思うん

でけれども、鷲崎の開通まではまだあと3年ぐ
らいかかりますよね、実際のところ、私たちが

聞いている話では。その期間どうするのか。結

局、今までは諫早インターでおりていた方が、

そのまま栗面インターまで行く方が非常に増え

る。そうした時には間違いなく渋滞するわけで

す。

以前から、その対策を早くとらなくちゃいけ

ないよと私はずっと言っていました。いずれ近

いうちにインターのところまで、要するに、小

船越インターから諫早インターまでが開通した

時には、いずれつながるんだから、つながる前

にぜひ対策をしてくれということをお願いしま

した。でも、今、全く何もやってません。大丈

夫かな。県央振興局にも何回も言いましたけれ

ども、全く対応していません。来年の3月に開
通するわけでしょう、どうするんですか、その

時。どういうふうな状況であなたたちは会議を

持たれましたか、ちょっとお尋ねします。

【馬場道路建設課長】諫早インター工区が完成

すると栗面交差点がさらに渋滞するんじゃない

かというようなご心配のご質問でございます。

我々としても、現在でも渋滞が起こっている

箇所として警察等とも協議しながら信号等の、

あるいは国と協議しながら信号等の調整等を行

っているところでございますけれども、また、

さらなる渋滞がというようなご心配でございま

す。我々もそういった懸念も持っているところ

でございますので、国としっかり協議を進めて

まいりたいと思っております。
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【中村委員】それじゃ答弁にならんやろう。対

策をしてくださいと私たちは以前からお願いし

ているんだよ。それを全くしてないじゃないか。

なんで左折車線、右折車線を延長しないの、す

るべきでしょう。事情がわかってないでしょう、

課長は、現場の、そこですよ。あの道路は、最

終的には市役所の方まで行くんですよ、つなが

って。そしたら向こうから来る車と、こっちの

インターからおりた車がぶつかるんですよ、交

差点で。そしたら渋滞になお一層拍車がかかる

んですよ。そこの状況をわかっているのかな。

お願いだから、振興局ともう少し話をして直接

的に対策をとってくれんかな。もう何カ月しか

ないよ、できるかな、その期間に。できなかっ

たら、仕事に行く方たちも通勤に使えないんだ

よ、あの道路を。どこから通勤する人かもわか

らないでしょう。例えば、飯盛地区から諫早市

に仕事に来ている人がたくさんいるんだよ。逆

方向に、中核団地に行く方たちも、あそこの道

路を通るんですよ。諫早警察署の隣の道路が今

拡張されています。ところが、それだけでは対

策にならないんですよ。私は、それでなるかな

と思って楽しみにしていたけれども、全くそれ

では対策になるような要素が残ってない。とい

うことは、現状の栗面インターのおり口のとこ

ろを何とかしなくちゃ。

とにかく、今ここで回答はもらえないと思う

から、ぜひ振興局の方たちと直接現場を見ても

らってもいいから、とにかく早期の対応を、3
月までに何らかの対策をとるようにやってくだ

さい。もちろん、県警とのタイアップも必要だ

と思うし、そういうところを見ながら、ぜひと

も早急な対応をやってください。恐らく開通し

た直後に大渋滞が起きると思う。そうした時に

は恐らく苦情がどんどんくると思うから、私も

八江委員も一緒ですよ。苦情の対処人じゃない

んだから、私たちは。そのお願いをするのは、

あなたたちなんだから。そういうところはもう

少し、その地域の方たちの身になってもらって

早期に対策をとってもらいたいと思いますので、

よろしくお願いしておきます。

部長もぜひ現場を見ていただいて早期に対策

ができるような予算確保、そしてまた、県警と

の対応をぜひ早急にやってください。よろしく

お願いしておきます。

【坂本(浩)委員長】 ほかにありませんか。

【饗庭委員】石木ダムについてちょっとお伺い

したいと思います。

9月19日に地権者の方と中村知事が県庁で面
会をされて以降、報道がたくさんあっていると

いうふうに思っています。テレビ報道、新聞報

道いろいろあるんですけれども、一つ、石木ダ

ム完成は3年遅れるというふうに報道されてい
ます。これが本当なのか、どういうことでこう

いう報道になったのかというところをお伺いし

ます。

【松本河川課企画監】石木ダム建設事業の再評

価の実施についてということで、先週、20日に
建設企画課から県のホームページに発表させて

いただいております。30日に再評価委員会で審
議をしていただくという状況になっております。

この再評価につきましては、今現在進めている

建設事業が適正かどうかということを審議して

いただく場でございまして、これについては定

期的に再評価を実施しております。

まことに申し訳ないんですけれども、今、委

員会の開催前ということで、審査の内容につき

ましては、この場では公表は控えさせていただ

きたいと考えております。

【饗庭委員】まだ委員会前ということでござい

ますが、いろんな報道を見ていると、何となく
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地権者の方を県がいじめているような報道に捉

えられるというふうに住民の皆さんからいろい

ろお話をいただくんですけれども、そういう報

道を見て皆さんは担当課、担当県としてどうい

うふうに感じておられるのか、教えてください。

【浦瀬河川課長】報道では、どちらかというと

反対派の方の意見というのが、かなり新聞等で

報道されているかと思います。

県としましては、石木ダムというのは長い年

月の経緯がございまして、これまでもあらゆる

機会を捉えて説明を地権者を含めてしてきた経

緯がございます。例えば、ダムの整備計画をつ

くる時については専門家の意見を聞いて、その

内容について地元で意見交換会とか説明会とか

ダム検証とか、いろんな場でそういう機会を持

ってきました。

最近、報道でとか、支援者が県庁に来られま

すけど、その方たちの意見を聞くと、やはり最

近のことだけを捉えて言われている方が多いか

と思います。県としましては、これまでの経緯

を十分に把握していただきたいと思っています

ので、そこについては県の広報誌とか、そうい

う媒体も使って県民の理解を得たいと思ってお

ります。決して地権者をいじめているわけじゃ

なくて、地権者に対しては、正当な補償をもっ

て移転いただきたいということで今お願いして

いるところでございます。

【饗庭委員】いじめているわけではないと私は

思っているんですけれども、報道がそうなって

いるというふうに感じる人が多いので誤解され

るのではないかとすごく危惧をしているところ

です。

先日の一般質問でも出ていましたが、やはり

県が長年してきたというのを、ここにきてもＰ

Ｒが必要ではないかと。そうしないと、何とな

く反対派が正しい、どっちが正しいかというこ

とは、今後ずっと話し合っていかれるんでしょ

うけれども、そのあたりがあるかと思うんです

が、その分をどうしていかれるのか。やっぱり

お互いが歩み寄らないといけないと思うんです

ね。この間の面会でもなかなか、2時間話して
も、そうはならないような状況、報道でしか知

らないのでわからないですけれども、そうした

ところで、どうやったら歩み寄れると考えてお

られるのか、お伺いします。

【浦瀬河川課長】先日の知事との面会につきま

しては、地権者の方々のご意見をお伺いすると

いうことで、実際、会が始まってからも地権者

の代表の方から、今日は自分たちの意見を聞く

場ということで、県、知事の思いというのは、

その場ではほとんど伝えることができませんで

した。面会については、知事も、この前のぶら

下がりの会見の中で、「今後、地権者の皆様と

将来についてのお話し合いの機会をいただける

かどうか相談していきたい」ということでござ

いますので、県としましても、今後、そういう

機会が得られれば、当然ながら、地権者の方と

今後の生活再建等についても十分話し合ってい

きたいと思いますし、県も誠意を持って対応し

ていきたいと思っています。

それと、先ほどから、県民に対してなかなか

石木ダムのことが伝わっていないということが

ございますので、そのあたり、本当に分かりや

すい広報内容で、とにかく県民にもご理解いた

だけるように伝えてまいりたいと思っておりま

す。

【饗庭委員】そうですね。地権者のことをもち

ろん守りながら、ぜひ解決する、進めるという

ところにいくようにぜひ今後も取り組んでいた

だければというふうにお願いをして、終わりた

いと思います。

【坂本(浩)委員長】 ほかにございませんか。
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【外間委員】饗庭委員のご質問に対する答弁の

中で関連して幾つかご質問させていただきたい

と存じます。

質疑答弁の中で、長きにわたってかかわって

きたこの問題について、いろんな観点から丁寧

にやってこられた。時間はかかったけれども、

今日までの一定の経緯を、私も当選してきた推

進議員の一人として、その経緯については一定

理解をして、その推移をずっと見守ってきた人

間の一人として、今日までやってこられたこと

について、今回の件について、ただいまのご質

問、答弁についてお話を聞いたことの中で、推

移とともに一定、全国各地でさまざまな災害に

よる被害が頻繁に発生しており、局部の豪雨で

あるとか災害が大変、昔と違った形で広がって

きているので、逆にこういったダム機能が果た

す役割というのは、さらに大きいものがあるの

ではないかと私は思っております。私は佐世保

出身ということで、水不足については慢性的に

本当に苦しんでおる佐世保市でありまして、欲

しい水を川棚に求めて今日までやってまいりま

したけれども、それと同時に、こういった災害

被害を守るという観点からも、川棚地域の被害

対策としてダムの必要性を感じております。

改めて、この点について河川課長として何か

お話をいただければと思います。

【浦瀬河川課長】石木ダムの建設につきまして

は、川棚川の抜本的な治水対策と佐世保市の慢

性的な水源不足解消のために必要不可欠な事業

であり、近年、県内外で自然災害が頻発、激甚

化する中、県民の安全・安心を確保する事業を

進めることは、行政としての責務であると考え

ております。

また、過去の洪水で川棚町民が苦しい思いを

された。また、過去の渇水で佐世保市民が苦し

い思いをされた。そういうふうな気持ちも大切

にしながら、また、8割の協力いただいた地権
者の方々のお気持ちも大事にしないといけない

と思っています。

石木ダムについては、今現在、工事を進めて

ますけど、地権者の方々に裁決内容を踏まえ、

改めて協力を求めていきたいと思います。一日

も早く事業は進めるべきだと思っております。

【外間委員】 河川課長の答弁の中で、8割の協
力をいただいた地権者の方々の好意もしっかり

と無駄にすることなく、さらに、13世帯の反対
地権者の方々にも丁寧にかかわっていかれると

いうことの答弁をいただいたので、その点しっ

かりとやっていただいて、一定限られた期間の

中で、この事業を進めていくということで、私

もまた見守ってまいりたいと存じますので、ど

うぞこの件についてはしっかりと前に進めてい

ただくよう、部長、最後に決意のほどをお聞か

せいただければと思います。

【岩見土木部長】石木ダムの必要性については、

今まで事業認定の告示が認められ、また、一審

の判決でも、きちっとそこは認められていると

ころでございます。川棚町の下流での災害が平

成2年にありまして、多くの方が浸水被害に遭
いました。その後、河川改修等も進めておりま

すけれども、やはり今、いろんなところで局所

的な豪雨もありまして、そういった災害がいつ

起こるとも限らないという状態の中で、一定の

安全度を保って流域の住民の方のためにきちっ

と治水対策をやっていく必要があります。その

中でさまざまな検討をしてまいりましたが、石

木ダムというのが一番効果があって経済的だと

いうことでございます。

また、佐世保市の抜本的な渇水対策、水不足

対策についても、なかなかほかに方法がなくて、
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平成6年の時も多くの方が断水で非常に大変な
思いをされました。そうした災害で非常にご苦

労された県民の方々の気持ち、そういったこと

が二度とないように行政としてはしっかり取り

組んでいかないといけないと思っております。

また、反対される地権者の方々につきましては、

住み慣れた土地を譲っていただくということに

対して、これはなかなか、その人たちにとって

は大変なことだということも十分理解できます。

ただ、先ほど申し上げましたように、災害で

大変な思いをされた県民の方々の気持ちについ

ても、地権者の方々も耳を傾けていただき、ぜ

ひこの事業にご協力いただけるように、我々も

誠意をもって今後の生活について、それから、

今後の地域づくりですね、移転をしていただい

ても、さらにいい環境で暮らしができるように、

いろいろと地権者一人一人に寄り添ってこのお

話し合いができたらいいと考えておりますので、

今後も引き続き、そのように地権者の方々と話

し合っていきたいと考えているところでござい

ます。

【坂本(浩)委員長】 ほかにございませんか。

【中山委員】 次期まち・ひと・しごと創世総合

戦略の策定についてお伺いします。

平成27年度に策定して、今年度が計画期間の
最終年度になっているということであります。

土木部は施策体系3「夢や希望のあるまち、持
続可能な地域を創る」において、「人流・物流

を支える交通ネットワークの確立や、産業振興

や交流人口の拡大につながる基盤整備を積極的

に推進し」と、こういうふうにあるわけですね。

そうなると、事業をすることによって都市間の

通行時間の短縮等がこの5年間であっていると
考えております。それに伴う経済的な波及効果、

これについて5年間について、次期計画を立て

る前にどういう形で総括しようとしているのか、

その辺を教えてくれますか。

【岩見土木部長】 次期まち・ひと・しごと創世

総合戦略につきましては、これまでやってきた

内容についても、委員おっしゃるとおり総括を

して、きちっと検証する必要があると思ってお

ります。

土木部としましては、広域交通ネットワーク

の整備等でこれまでも西九州自動車道、島原道

路、西彼杵道路、その他の道路もありますけれ

ども、そういったことの整備を進めておりまし

た。実際、西九州自動車道につきまして整備を

行ったところでは、企業立地が進んだり、ある

いは農産物、水産物の搬出、輸送体制が強化さ

れたり等、確実に効果が上がってきていると思

います。

また、今、進めておりますところにつきまし

ても、早く効果が発揮できますように、今、力

を注いでいるところでございます。

今後、さらに人口減少が進んでいく中で、こ

ういった基盤となるインフラ整備は非常に重要

だと考えておりまして、地域の経済ですね、交

流人口の拡大による経済発展というものもあり

ますし、地元の特産物を拡大していくという意

味での経済の発展もありますし、いろんな点が

あると思うんですけれども、これをきちっと次

期まち・ひと・しごと創世総合戦略の中におい

ても、より以上にきちっと進めていく必要があ

ると考えております。

それで、経済の発展が、やがて雇用の拡大に

つながり、そして、人口流出に歯止めをかけて

活性化ですね、活気ある長崎県になるように取

り組んでまいりたいと考えております。

【中山委員】土木部長の答弁は了としたいと思

います。ただ、話を聞いているとわかるんです

が、県民は今の言葉だけではなかなかわかりに
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くいと思いますので、やはり成果の見える化と

いうか、それを含めて、例えば、県庁から佐世

保市役所、そして県庁から島原市役所まで、そ

して、佐世保市役所から島原市役所まで、そう

いう都市間の特に時間短縮の効果のあったとこ

ろ。5年間で恐らく2,500億円以上の事業費を使
ってやっているので、まず、事業したことによ

って都市間がどれだけ短縮されたのか、これは

調べることができるんじゃないかと私は思って

おります。その上で次年度はどうしていくんだ、

こういうふうにした方がわかりやすいと思うん

ですよ。

ぜひそういうことに基づいて、次に予算決算

委員会がありますね、予算決算委員会で具体的

に聞かなければいけないと思っておりますが、

ぜひそういう考え方をして5年間の、一つ、時
間的短縮による経済効果ということになると思

いますが、とりあえずは時間的短縮がどの程度、

県内で発生しているのか、その辺を次の予算決

算委員会あたりまでに調べていただければ大変

ありがたいと考えておりますので、これは要望

にとどめておきたいと思います。

【坂本(浩)委員長】 ほかにございませんか。
【宅島委員】先の一般質問におきまして、同僚

議員が国土強靱化地域計画のことについて一般

質問をしたんですけれども、このことについて

質問させていただきます。

政府は、防災・減災、国土強靱化のために約

7兆円のインフラ緊急対策を打ち出して公共事
業予算の補正をするというような趣旨のもと、

各市町が強靱化地域計画の策定をしなければ、

そういう計画をつくってなければ今後公共事業

の予算がつきませんよというふうにこの資料に

は書いてあります。各基礎自治体が地域計画を

つくらなければ公共事業の予算はとれないとい

うことで認識してよろしいですか。

【川添建設企画課長】委員から国土強靱化の予

算についてのご質問です。

国土強靱化のお金というのは、平成30年度末、
この前の3月に第一弾目が出されて、今年度の
当初予算でも出されておるところでございます。

今回、3カ年ということで、来年度の当初ま
では一応確保されているということで、来年度

まではそうなるんですけれども、その後の問題

で、今、国土交通省、内閣府も含めてそうです

けれども、国土強靱化というところを、最近の

災害等を踏まえてそういうことを打ち出して、

国土強靱化の地域計画の策定ということを言っ

ておられます。

今、委員ご指摘のとおり、例えば、来年度の、

お金もいろんな種類がありまして、防災安全交

付金というのがあります。防災安全交付金であ

りますと、そちらの計画に基づくものにある程

度絞られていく。さらには、次年度以降は、そ

れが要件化していくということの中では、市町

村は特にそういった小さな交付金を活用してい

るところが大半でございます。

そうした意味からいうと、国土強靱化計画を

自らつくってもらう。さらに、市町村がつくる

国土強靱化計画の中にも国の事業、あるいは県

の事業をきちんとうたい込んでもらって我々の

事業もプッシュしていただく。そういった意味

から、今現在、県としても市町に向けて策定を、

策定はお願いする立場にしかならないんですけ

れども、そこら辺を我々もきちんと支援しなが

らつくっていただくというような施策を進めて

おります。

【宅島委員】ありがとうございました。これは

県の危機管理課が出されている資料ですが、「令

和3年度以降は必要なインフラ投資があっても
根拠となる計画がなければ公共事業の予算要求
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は困難であるため」と書いてあります。それで、

この地域計画がなければだめと私は読むんです

よね。

ですので、この提出が今年度中と、令和元年

度中に出しなさいとなっているので、ぜひ土木

部長で結構でございますので、各基礎自治体の

市長、町長に、本当に早く出してくれというこ

とを、この前の答弁でもわかるんですけど、再

度お願いをしたいと思います。

防災・減災、国土強靱化という3つの視点に
立っているんですけれども、先般、6月6日に雲
仙市の吾妻町の農家の方から電話がかかってき

まして、「吾妻の方にちょっと来ていただけな

いか」と、「何事ですか」と言ったら、「二級

河川の山田川のダンチクが生い茂って、もう溢

れんばかりになっていると。県の方にも、振興

局にも来ていただいて、実際一緒に見ていただ

いた。その後も県の河川課の方と協議をさせて

いただきました。

「県内にどのくらい、このダンチクの要望が

きてますか」と聞きましたら、「県内で100カ
所ぐらいはダンチクの伐採の要望が上がってき

ています」というようなことをお聞きいたしま

したので、減災、防災にもなるので、このダン

チクの伐採についても、国土強靱化地域計画が

それぞれの市町から上がってきているでしょう

から、ぜひ中に入れ込んで要望していただきた

いと思いますけれども、部長、いかがでしょう

か。

【岩見土木部長】 委員おっしゃるとおり、防

災・減災、国土強靱化を進めるためには、国土

強靱化地域計画をきちっと策定することが喫緊

でございます。令和2年度の当初までは緊急対
策の3カ年計画がございますけど、令和3年度以
降となりますと、令和3年度の概算要求に間に

合うということになれば、当然、令和2年度の
当初には地域計画ができてないと概算要求に間

に合わないということであります。それからい

きますと、今年度、策定を進めていただかない

といけないということで、これにつきましては

私自身が首長さんお一人お一人に声をかけなが

ら必要性を訴えてきたところでございます。

それで、今、それぞれ検討は進められている

と聞いておりますが、早く策定できますように

我々もしっかり支援していきたいと思っており

ます。

それから、この地域計画の中には、市町でそ

れぞれ考えていること、それから、県や国の事

業であっても各市町に関係することは位置づけ

ても構わないということになっておりますので、

きちっと位置づけていただいて、これが安定的

な予算確保につながるように我々も努めていき

たいと考えております。

【宅島委員】ありがとうございました。どうぞ

よろしくお願いします。

あと1点、先ほど、都市政策課長から提出い
ただいたこの資料ですが、港湾課長にお聞きを

したいんですけれども、本年度の概算要求で松

が枝埠頭の2バース化の予算を計上していただ
いたと資料に書いてありましたが、それはいか

がですか、そういう情報があるんでしょうか。

【平岡港湾課長】 松が枝埠頭の2バース化につ
きましては、今年度、国の事業としまして長崎

港松が枝地区事業化検証調査費がついておりま

すが、まだ事業化になっておりませんので、予

算化という形には至っておりません。

【宅島委員】わかりました。調査費の要求をし

たということで認識してよろしいですね。

【平岡港湾課長】今年度は国の調査という形で

予算がついております。事業化に向けた調査を
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行うという予算がついている状況でございます。

【宅島委員】わかりました。ありがとうござい

ます。それで、この資料には、平成30年の入港
数で全国第3位。クルーズ船220隻、利用者数93
万6,000人となっておりますけれども、県の見通
しとして、この2バース化が完成した後は、お
およそこの倍でしょうけれども、どのくらいの

見立てをされておりますか。

【平岡港湾課長】 2バース化になった後、今、
想定しておりますのは2020年代後半でござい
ますけれども、その時点でおおよそ400隻以上
の接岸が可能になっていると考えております。

人数につきましては、約140万人を見込んでお
ります。

【宅島委員】わかりました。ありがとうござい

ます。ということは、船1隻当たりの経済効果
は5,000～6,000万円あるということで認識を
しているんですけど、掛ける400隻分ぐらいが
経済効果として長崎県に波及してくるというこ

とで認識してよろしいですか。

【平岡港湾課長】 平成27年度に行いました調
査の結果、1人当たりの消費額が約2万9,000円
程度と見込まれております。1隻当たりの効果
は約6,000万円程度となりますので、委員が今お
話しされましたとおり、掛ける400隻の効果が
発現できるものと考えております。

【宅島委員】わかりました。ありがとうござい

ます。県と議会が一体となって国の方に2バー
ス化の実現に向けて今後も頑張ってまいりたい

と思いますので、どうぞよろしくお願いします。

【石本副委員長】先の一般質問で私の対応が十

分でなくて聞き漏らしたところがありましたの

で、2～3、追加で確認したいと思います。
1点目ですけれども、これは一般質問でもお

尋ねしたんですけど、先の大雨で今福の浜ノ脇

線の崩落によりまして市道が3カ所、全て崩壊
しました。それで、市として一番心配している

のが、県道じゃなくて市道だということ、それ

から民有地があるということで、その復旧につ

いての対応、また、財政的な面を心配していま

す。

県として、今時点で結構ですけれども、どの

ような考えで進めようとされているのか、確認

したいと思います。

【馬場道路維持課長】松浦市の今福の浜ノ脇線

の災害と存じます。

28日の朝に地すべりが発生しまして、3つの
市道が寸断されたということとともに、家屋2
棟、倉庫4棟が被害を受けたという状況でござ
います。現在も8世帯が孤立状態と聞いており
ますが、被災後、8月29日に国交省のＴＥＣ－
ＦＯＲＣＥ、緊急災害対策派遣隊が現地調査に

入られたところでございます。

それを受けまして、現在は測量、地質調査、

設計業務等を行っているところでございます。

あと、地すべり対策の観測のためのセンサー、

そういったことを今やっているところでござい

ます。現在は、迂回路となる道路が、北の方に

市道がございまして、そこがつながれば孤立状

態はなくなることになります。それが昨日、完

了したと聞いております。ですから、今日から

孤立状態はなくなっているという状況でござい

ます。本復旧につきましては、災害査定、地す

べりの状況、設計等、ちょっと時間はかかると

思いますけれども、できる限り、何かあれば県

としましても市と一緒になってできるようにや

っていきたいと思っているところでございます。

【石本副委員長】なかなか時間がかかるような

状況となっていますので、引き続き、市当局と

も十分協議されて、支援、また指導あたりをし
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っかりやっていただきたいと思います。

もう1点ですけれども、先ほど、宅島委員か
らも質問があって、同じ質問をしようかなと思

っておりました。今回、松浦市についても、幸

い、氾濫にまでは至りませんでしたけれども、

大雨で数年前に市街地が浸かっています。それ

で、今回もそういう心配をされたんですけど、

辛うじてその前でとまったという状況です。

これまで市から県に何回も要請が上がってい

ます、先ほど言われた河川の暖竹の伐採なり､

底のさらえ、石または土が結構たまって浅くな

っています。今のままでいけば、ああいった大

雨があと1日でも続けば、必ずまた氾濫につな
がるという状況も考えられますので、先ほど、

暖竹でも100カ所ほどから伐採の依頼が上がっ
ているということです。

ここら辺、一遍にはいかないと思いますが、

計画的に実施をしていかなければ、いつまでた

っても進まないと思っていますが、そこら辺の

県下全体を見た時にどのような、例えば、どこ

から重点的にやるのかとか、そういったことの

考えをお伺いしたいと思います。

【浦瀬河川課長】河川の土砂の掘削とか伐木に

ついては、例年、100件から200件相当の要望が
上がっておりまして、実際、半分近くしか実施

できていない状況でございます。

県としましては、3割以上、土砂が溜まれば
災害復旧で対応できるんですけど、そのあたり

の危険度を河川の整備状況、土砂の堆積状況、

あと背後地の重要度、例えば、田んぼなのか、

家があるのかあたりも加味して判断しておりま

して、概ね2割程度たまれば早急にとらないと
いけないということで順番にとっているところ

でございます。実際、予算がなかなか少ない中

で緊急性をおのおのの河川ごとに判断して今と

っているところでございます。

今年、来年につきましては、緊急3カ年の予
算が、一部、そういう掘削に使えるものがござ

いますので、そういうところについては、その

予算も活用して対応してまいりたいと思ってお

ります。

【石本副委員長】今言われたように、200～300
カ所、毎年上がってくるということですけれど

も、その中でも、例えば今年はここをせんばい

かんなという判断基準としては、例えば、市か

らの要望もあろうかと思いますけど、そこら辺

はどういうふうになっていますか。

【浦瀬河川課長】実際、市町からの要望がござ

います。その要望箇所というのは、かなり緊急

度が高くて、私たちが現場で把握している内容

とほぼ一致しておりますので、そのあたりを中

心に掘削等を対応させてもらっているのが現実

でございます。

ただ、予算というのは、前年度に要求しまし

て、例えば、昨年度要求して今年度付きますの

で、場合によっては1年遅れとなりますけど、
ゼロ県債等を活用して出水前に対策を講じるこ

とで、そのあたりは対応していきたいと思って

おります。

【石本副委員長】洪水が起きてから対応するよ

りは、事前対応によって予算的にも削減できる

という考えにもなりますので、そこら辺はぜひ

ともお願いしたいと思います。

それから、もう1点です。これも先ほど平戸
の西川委員からもお話がありましたけれども、

県道の整備が最近なかなかされないと。要する

に、雑草の草払い、のり面の草払いですね、そ

ういったものがされないということ。それから、

白線が消えていて大変危ないと。特に、田舎で

は畦畔とか、路肩が危険な場所もあります。そ
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ういったところで、特に山道とか暗くなれば、

白線がなければ本当に危ない状況があるという

お話が私の方にも大分きています。

それと、今、西九州自動車道の建設がなされ

ていますけれども、その工事に伴いまして大型

車両が多いと。その大型車両が多いところで道

路脇の雑草が刈られていないと道幅が狭くなっ

て危険だと。学童にも危険があるし、地元の利

用者にとっても、大型車両が来た場合には離合

がしにくいとか、本当に危険性があるというよ

うな話が今多く出されています。これも西九州

自動車道のトンネル工事に伴って田代地区とか、

そういった地区からもそういう要望が今かなり

上がっておりますので、あわせて県道の整備に

ついても計画的に危険度の高いところからとに

かく整備をぜひともお願いをしたいと思います

が、その進め方について。

【馬場道路維持課長】委員ご指摘のとおり、除

草と白線につきましては、地域の要望も多いと

ころでございます。しかしながら、県の単独予

算は限られておりまして、緊急度の高い、危険

な箇所を優先的に実施しているところでござい

ます。

そういったことを踏まえ、地域の要望に対し

て十分に対応ができていない状況でございます

が、今後も単独予算の確保に向けて取り組んで

まいりたいと思っております。

それと、除草の件につきましても、いろんな

除草の仕方があると思います。請負ではなくて

も、地元の自治会とかシルバー人材センター、

場所は限られてきますけれども、そういったと

ころも踏まえて、予算がかかるものですから、

協議してやっていこうと考えております。

【石本副委員長】除草とか草刈りは、各自治体

に委託という形でもやられているんですか。

【馬場道路維持課長】 交通量の多いところは、

危険なところがありますけれども、今、地方機

関の方に、地元の自治会とかシルバー人材セン

ター等、できるところはないでしょうかとお願

い、ヒアリングを実施しているところでござい

ます。

しかしながら、いろんな事情がありまして、

いっぱい手を挙げているところはないようでご

ざいますけれども、引き続き、お願いはやって

いきたいと思っているところでございます。

【石本副委員長】 よろしくお願いします。

【山口(初)委員】 いま少し時間もあるようです
からちょっとお尋ねしますけど、今の石本副委

員長の質問に関連していますが、県道の歩道設

置に対する基本的な考え方です。

まず、県道の歩道設置に対する基本的な考え

方についてお伺いいたします。

【馬場道路維持課長】 まずは、小学校、保育園

の通学路が指定されていますので、その通学路

を基本にしているところでございます。

【山口(初)委員】 基本的には通学路ですが、家
から学校までは通学路なんですけどね。それを

特別に、ここは通学路ですと何かの基準で決め

るわけですね。普通には通学路なんですけど、

一般的に、ここは通学路ですよと言っています

けど、それはどういう決め方をされているのか。

【馬場道路維持課長】警察とＰＴＡとかで、小

学校からの距離とか、そういったところでスク

ールゾーンというのが決められていますので、

その部分を優先ということで進めているところ

でございます。県が勝手に決めたということで

はございません。

【山口(初)委員】 それは地域のＰＴＡなり育成
会なり、あるいは警察との協議というものが前

段にあって決められていると思います。そうい

うことで県道といってもいろんな県道がありま
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して、あんまり人が通るような状況でなくても

県道であるし、市街地の中にも県道があります。

そういうことで長崎県が今所管している県道が

延べ何キロあって、歩道の設置がされているの

は何％ぐらいですか、今。両側の歩道、片側の

歩道がありますが、とりあえず片側の歩道で結

構ですから、両方というのは、なかなか率が低

くなると思いますが。

【馬場道路維持課長】先ほど言いました通学路

でございます。法指定通学路ということで、小

学校、保育園等の区域で出入口から1キロ以内
であり、安全を確保する必要があるということ

と、1日に40人以上が通行する道路を法指定通
学路として整備をしているところでございます。

現在、県管理につきましては、52％を整備し
ているところでございます。

【山口(初)委員】 そういうことで、ちょっと地
元の話になってしまいますけれども、諫早の土

師野尾から飯盛に抜ける道で、ご承知の県道で

すけど、最近、大型トラックがぼんぼん通るよ

うになりまして、地域の皆さんが、「ここは何

とか歩道を設置してもらわんと、バス停を子ど

もを待たせるのが非常に厳しい、危険な状況で

ある」とおっしゃっています。これは諫早市か

らも要望が上がっているんですよ、実際、1項
目。どういう状況になっているのか、教えてい

ただけますか。

【馬場道路建設課長】委員ご指摘の歩道の整備

というようなことで、土師野尾地区の整備につ

きましては、これまで道路改良事業で整備を進

めてきておりまして、残る区間がまだございま

す。そこは歩道整備ということではなくて、歩

道を設置できるような道路改良事業ということ

で現在検討を進めているところでございます。

【山口(初)委員】 進められているというのが目
に見えていない状況なので、計画されているの

か、計画しているのか、その辺をいま少し教え

ていただけますか。そして、具体的にいつから

着工するのか。

【馬場道路建設課長】まだ事業化には至ってい

ないところでございますけれども、必要性につ

いては認識しているということで、早期事業化

に向けて、現在、測量も何もできてませんけれ

ども、検討を進めているところです。

【山口(初)委員】 恐らくこういう状況は県内各
地から要望が上がっていると思いますけど、特

に、ここのところは、私も見せてもらいました

けれども、見通しが結構いいし、車もスピード

を出せる状況にあるものですからね。ただ、歩

道をつくるには環境的に加工しなければいけな

い部分があるので、いろいろ止まっているんだ

ろうなと思いますけど、早期に地元と相談して

いただいて、安全確保のためにも、まさに通学

路として安全対策を講じていただきたいと思い

ますので、要望しておきます。

もう一つ質問します。公園に関しては、土木

部は全然関係ないですか、よろしいですか。

県立公園に関してお尋ねしますけども、ずば

り言いまして、琴の尾岳です。県立公園、違う

んでしょう、土木部じゃないんでしょう、わか

りました。そこにかかわる道路だったらいいで

しょうけども、公園そのものの関係はだめです

よね、所管が違うんですよね。

【馬場道路維持課長】県で管理しているものは、

諫早の総合運動公園と平戸公園と田平公園、西

海橋公園、それと百花台公園を管理していると

ころでございます。

【山口(初)委員】 お尋ねしようとしているのは、
その管理している5つの公園外のことですので、
取り下げます。

【坂本(浩)委員長】 しばらく休憩いたします。

― 午後 ３時１１分 休憩 ―
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― 午後 ３時１２分 再開 ―

【坂本(浩)委員長】 委員会を再開いたします。

3時20分まで休憩します。

― 午後 ３時１３分 休憩 ―

― 午後 ３時２０分 再開 ―

【坂本(浩)委員長】 委員会を再開いたします。

【八江委員】直轄事業の本明川ダムの問題です

けれども、その前に直轄事業関係のことで申し

上げます。

県から直轄事業、国道もそうですけれども、

本明川ダム、いろいろありますよね。説明とい

うのが、県の説明を聞かない限り、我々はなか

なか情報を入手することができない。地元説明

とか審議会とか、地元の住民はもちろんのこと

ですけど、我々は聞く機会がないんです。聞く

機会がないということは、何を言いたいかとい

うと、県はもう少し、国の出向職員の皆さん方

がおられるわけですから、もう少し詳細な説明

が欲しいと私は申し上げておきたいと思います。

国道の直轄事業、例えば、34号、57号とか、100
番以内の道路とかいろいろあります。それは前

から国の出先機関にも申し上げておりましたけ

ど、できるだけそういうお願いをしていきたい

なと思っております。

それはそういうことでお願いするわけですけ

ど、本明川ダム建設の着工の時期を前から聞い

ておるけど、完成は令和6年を目標にと書いて
ありますけど、県の道路も着工しているし、そ

の他いろんなものもできつつあるというより、

着工している中で、本体工事の着工が見えない

んです。この間も質問したけど、そのことはま

だわからないということでしたけど、「令和6
年の完成を目指す」と資料の中にありますけど、

それはどうなんですか。令和2年になりつつあ
るんですけど、今ははっきりしているんじゃな

いかと思いますけど、いかがですか。

【松本河川課企画監】国営の本明川ダムの現在

の進捗状況につきましては、委員ご存じのとお

り、平成29年2月に損失補償基準の妥結があり
まして、その後、付替道路の用地の買収をやっ

ております。平成30年度と今年度に県が用地国
債を活用しまして用地の先行取得を行っており

ます。

また、平成30年2月には本明川ダム関連の付
替道路の着工式も行われ、現在、本格的に付替

県道工事、それと工事用道路の工事を今やって

いるような状況でございます。

現在、国から聞いているのが、令和6年度の
事業完成を目指しているところまでしか我々も

聞いてなくて、我々としましては、今後、段階

的に用地取得、道路工事、ダム本体工事につい

て行われるという状況しか聞いておりません。

【八江委員】もちろん、末端の地権者の関係は、

そういうことがあるかもわからんけど、ほかの

方からのニュースはあるけど、我々が質問して

も、なかなか答えられないと。いえば、つんぼ

桟敷に置かれているんじゃないかと思うぐらい

に非常に少ないんです。諫早の本明川ダムだけ

じゃなくて、本明川の河川の問題とか、かさ上

げの問題、拡幅の問題、もう全く説明がない、

聞かない以外はないんです。

そういったことでありますので、もう少し県

の方は、直轄事業については詳細にわたって、

どこまでできるかはわかりませんけど、それを

ぜひしてほしいなと思います。

そこで、本明川ダム周辺の地域振興計画等が

なされていると思うのです。例えば、集団移転

はどこどこに何戸、あるいは公民館をつくると
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か、あるいは公園をつくる、あれをつくるとい

う振興策はたくさん出てるけど、その内容につ

いては、我々は資料としてもらってない、知ら

されてないというよりも、聞いてないからわか

らないのかもわからんけど、そういう点を含め

て、わかっている分をできれば図面で委員に配

っていただくことはできないかなと思うんです

けど、いかがですか。

【松本河川課企画監】本明川ダムに関連する地

域振興計画としまして、水源地整備計画の策定

について、今、県、市及び国と協議を行ってい

るところでございます。具体的に言いますと、

地域振興計画としまして公園の整備とか公民館

の整備等々で36項目について今検討を行って
いるような状況でございます。

今後、はっきりしました段階で、また議員の

方にもご説明したいと考えております。

【八江委員】はっきりした段階じゃないと、決

まった分だけしか発表はできないかもわからん

けど、項目が、我々が全くわからんままにひと

り歩きしている部分が非常に、地元の要望はた

くさん出てますけど、それがどういう経緯で流

れているかというのが、私たちも地域住民の人

たちと懇談する機会がよくありますが、我々は

県だから、諫早市よりももっとわかっていると

思い込んで質問されることが多いんですよ。と

ころが、我々は、むしろ地元よりも説明するこ

とができないんです。県道は調べておけばわか

りやすいんですけど、それ以外の地域振興策に

ついては、国の事業でありますけど、もう少し

わかりやすく県議会にも説明をしてほしいと思

いますけど、部長、その点は執行しているかど

うかじゃなく、そっちが優先かどうかというこ

とじゃないかもわかりませんけど、立場上、国、

県、市町とかいけば、当然ながら、我々が情報

を入手する機会が早くあっていいんじゃないか

という思いがありますけど、その点の考え方は

いかがですか。

【岩見土木部長】 本明川ダムにつきましては、

国、それから付替県道等に関しては県、それか

ら地元については市と、国、県、市が連携して

取り組んでいる事業でございますので、市の方

で行っている情報については、同じように県の

方でも共有しておく必要がありますし、当然、

県議会の議員の方々にも、そのあたりはきちっ

と情報提供していく必要があると考えておりま

す。

これにつきましては、国ともちゃんと協議す

るとともに、地元の振興局の方にも地元説明会

があった時の内容だとか、そういった情報はき

ちっと把握して共有できるように進めていきた

いと考えております。

【八江委員】ぜひひとつ、そのようにお願いし

ます。本明川ダムについては、石木ダムと違っ

て、いえば推進上は優等生じゃないかなと。何

にもない、ゼロじゃない、問題がないというわ

けじゃないかもしれないけど、順調に進んでお

りますし、その点は自分たちもいろんな意味で

根回しもしましたし、いろんなことをお願いも

してまいりました。地域振興策についても、や

っぱり地元の市が出すこと、地元の地権者たち

が出すこと、あるいは県がこうしたらいいんじ

ゃないかということで出すこと、こういうもの

がいろいろあると思うんですよ。だから、そう

いったものももう少し加えていただきたいなと

いう思いもあります。

例えばの話ですが、本明川ダムができる本野

地域には、国道34号の本野交差点が立派にでき
ました。その延伸を今からやっていこうという

のは、先ほど質問したとおりですけど、あの近
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くに国道と並行したような格好で鉄道が、大村

線が走っています。大村線が走っているところ

に地域振興策として本野駅をつくったらどうか

という提案を、諫早市に対してもどこにでもや

っている、地域としては。それは何を意味する

かというと、本野のダム対策問題の、地域振興

策の一環としてそういうものをしたらどうか、

住宅地を拡大してはどうかというのは、もちろ

ん、諫早市にかかわることが多いんですけど、

県の方も何かやっぱりそこはね、ただ言われた

とおりつくればいいんじゃなくて、こうしたら

どうか、ああしたらどうかという提案もあって

ほしいなという思いがあるものだから、我々も

情報収集しながら、また、それを地元と協議し

ながら提案をしていくという方法もありますの

で、そういったことを求めておきたいと思いま

す。

先ほどの図面は、入手できる分はできるだけ

配付してください。住宅団地が20戸できて、公
民館はここにとかなんとか、もう決まっている

でしょう。我々は、地元に聞けばわかりますけ

ど、聞く前に我々は把握しておかなければいけ

ないことだなと思ったから今お尋ねしておりま

す。

その点、間違いなく出してもらえますか、よ

ろしいですか。

【浦瀬河川課長】地元対策については、諫早市

が取りまとめを行っていますので、市の方とも

調整させてもらって、できる限りの資料を提出

して議員にもご説明してまいりたいと思ってお

ります。

【坂本(浩)委員長】 ほかにございませんか。
【西川委員】新年度が始まってからお盆前後ま

でに、各市、また地区から、それぞれ幹線道路、

例えば、西九州自動車道、西彼道路、東彼道路、

そして、大村市からは国道の整備、諫早市から

も国道整備に対しての要望、さらには、島原半

島3市からの要望、また、諫早市からの要望な
ど、また、その地区において期成会などが盛ん

に行われて道路整備の要望がものすごく強く要

求されております。

また、10月4日は、諫早市もまた要望の予定
だと聞いておりますし、10月31日には諫早三期
成会の陳情、10月1日は島原道路の陳情、11月4
日は雲仙市吾妻町で島原道路期成会などがある

と聞いております。また、佐賀県伊万里市、そ

れから松浦市、平戸市、佐々町、さらに今年度

は佐世保市も加わっての西九州自動車道の建設

促進の県に対する陳情、または佐賀県に対する

陳情も予定されておるそうであります。また、

政府への4市1町の要望もあると聞いておりま
す。

しかし、今年度の想定外の自然災害の中で来

年度の道路建設予算がどうなっていくのか。さ

らには、これは国の考え方だと思いますが、そ

れと福岡県、佐賀県、長崎県と福岡市で構成し

ております西九州自動車道建設促進期成会の東

京での期成会など、その後、どのような計画に

なっているのか、幹線道路の建設促進について

の今後の見通しなど、お聞かせいただきたいと

思います。

【馬場道路建設課長】地域の活性化、あるいは

災害等への代替性等の上でも幹線道路の整備と

いうものは重要であると思っております。

現在、県北地域で整備を進めております西九

州自動車道につきましては、佐賀、福岡までつ

ながる幹線道路として早期整備を国に求めてい

るところでございます。

その整備を推進するに当たりましては、地元

の協力が必要であるということから、長崎県知
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事を会長とします、福岡県、佐賀県、福岡市で

構成いたします「西九州自動車道建設推進協議

会」というものがございます。また、佐賀県、

長崎県内の沿線市町の首長様方で構成します

「西九州自動車道建設促進期成会」等もござい

まして、そういったところと連携して国へ予算

確保をしっかり要望していくということの取組

を毎年進めているところでございます。

先ほど、委員ご指摘のとおり、道路予算とい

うのが、来年度は国土強靱化で予算があるとこ

ろまではいいかもしれませんが、その後はなか

なか見えない状況にある中では、今後もしっか

り要望活動に取り組んでいく必要があると考え

ているところでございます。

今年度は、東京でも促進大会を開きたいとい

うことで3県と調整を現在進めているところで
ございます。

また、西九州自動車道に限らず、島原道路で

あるとか、西彼杵道路であるとか、それぞれ期

成会等もございますので、関係市町、あるいは

地元の議会、県議会等のご協力を得ながら予算

確保を国にしっかり働きかけてまいりたいと考

えております。

【西川委員】再質問はするつもりはなかったん

ですけど、例えば、西九州自動車道の期成会の

東京での開催とか、その他の道路の予算づけな

どの見込みとか、自然災害が多発したことが道

路建設に影響しないかとか、そういう予想など

何か情報をつかんでいませんか、見通しはどう

なのでしょうかという質問でした。

【馬場道路建設課長】全国で発生する災害等に

道路予算等がもっていかれて予算がつかないの

ではないかというご心配ということでしょうか。

我々としましては、災害等についても道路と

いうのは重要な整備でございますので、災害等

に対する道路ということで要求してしっかり確

保に努めてまいりたいと思っております。来年

度予算以降でどういった状況になるかというの

は、来年度予算の概算要求は国の方で今年度以

上の要求がなされておりますけれども、次年度

以降どうなるかはわかりませんので、減らない

ように継続して要望していく必要があると思っ

ております。

【西川委員】先ほどの八江委員のお話がありま

したように、私たちが地元で市民の前に、県民

の前に出れば、どこどこの道路はどうなるんだ

とか、いつ頃着工するんだとか、いつ完成する

んだとか、そういう質問ばかりで、皆さん、本

当に道路の建設促進に関しては関心があるし、

要望が強いんですよね。だから、私たちにもで

きるだけ、その都度、情報を流していただきた

いと思います。よろしくお願いします。

【中山委員】長崎の伝統文化であります精霊流

しを守り育てるという意味で一言申し上げたい

と思います。

先ほど、西川委員からいろいろ質問があって、

なるほどなという部分もあったんですが、爆竹

等の維持費ですね、これは県民が負担している

じゃないかという話がありましたが、聞けばそ

うなんですけれども、もう少し深く考えれば、

長崎市民も長崎県民であるんですよ。だから、

3分の1は県民なんですよ、市民、県民なんです。
ぜひそこをきちんと押さえてもらいたいという

のが一つ。

もう一つは、道路維持課長の答弁でいくと、

警察と当事者とで話をして1車線に指定して効
果があったような話をしたんだけれども、それ

はそれとしていいけれども、もう一回、精霊船

というのは、どういうものか、なぜ爆竹をせん

ばいかんのか、なぜここまでつないでおるのか
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という、文化人とか、当事者とか長崎市とか幅

広く、一回きちんと聞いてもらう必要があると

私は思います。それとあわせて精霊船によって

どれだけの経済効果が発生しているのか、それ

によって市税、県税が幾ら入っているのか、そ

の辺を含めて調査をやってほしいなと私は思う

んですが、どうですか。

【馬場道路維持課長】 平成29年に長崎市と国
交省と、精霊船が通る道路を管理しているのは

県だけじゃありませんので、利用者負担につい

て、長崎市と国の方に、どうしていますかとお

聞きいたしました。そしたらイベントというこ

とで負担金は徴収をしてないという状況でござ

いました。

それで、今、委員ご指摘の経済効果というか、

精霊船をすることによって市税、県税がどのよ

うに上がっているのかという質問につきまして

は、現時点で分析しかねないというふうに考え

ているところでございます。

【中山委員】私がその前に言ったのは、精霊船

というのがなぜ今まで続いてきたのか、爆竹が

どういうものなのか、ここを根本的に専門家に

よく聞いてみたらどうですかと。負担の問題な

んかは聞いてない。もう一回、それを含めて長

崎市に経済効果などについて聞いてみたらどう

ですかということです。

【馬場道路維持課長】委員ご指摘のとおり、精

霊船の必要性、花火の伝統的なことについて、

今もって長崎市の方にお話を伺いたいと思って

おります。

それと、市の経済効果につきましても、市の

方で持たれているかどうかについても市に聞い

てまいりたいと思っております。

【中山委員】 長崎市はよかとさ、それ、聞いて

よかけんが。そうじゃなくて、精霊船に詳しい

文化人がおるよ、何とか越中さんとか、何台も

精霊船を出している人がおるさ。そういう人に、

なぜ出すんですかと、こういう意見もあるけれ

ども、よく聞けという話があったんですけれど

も、どうですかと。長崎市じゃなくて、市民か

らもう少し幅広く、精霊船がどういうものかに

ついて聞いて、その上で判断する必要があるん

じゃないかということを私は今感じたものだか

ら、そういうふうに進言したわけでございます

が、いかがでございましょうか、もう一回。

【馬場道路維持課長】 専門家の意見を聞いて、

今度、機会があればご報告したいと思っており

ます。

【中山委員】専門家と、実際出した市民の話を

聞いてくれよ、幅広く、この際。

【馬場道路維持課長】広く意見を聞くようにい

たします。

【坂本(浩)委員長】 委員長を交代します。
【石本副委員長】 委員長、発言をどうぞ。

【坂本(浩)委員長】 すみません、最後になると
思いますけれども、3点、短時間に質問させて
いただきます。

1点目は、9月から県が建設業者の皆さんに呼
びかけている、きらきら2連休についてです。
もう一つは、今日、午後から資料として配付を

させていただきました長崎市中心部の交通結節

の検討について、3点目は石木ダムの問題につ
いてちょっと確認したいことがございますので

質問させていただきます。

まず、建設業者へ呼びかけておりますきらき

ら2連休、これは9月から12月末まで4カ月間に
わたって、県内の建設業者に第2週の末を連休
にすると、土日ということになると思うんです

けれども、そういうキャンペーンを始めたとい

うことであります。

去年か一昨年か、建設業における週休2日制
について私は質問させていただきまして、この
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間、県としての取組も進められてきたと思って

おります。

今日、午前中の議案外所管事項で入札のあり

方についてやりとりが少しありました。その中

でも辞退したところについては人手不足という

現状があったということになっています。

そういう意味でいくと、県内の産業の分布か

ら見まして、いろんな状況からしましても、建

設業の、特に技能者を初めとした人手不足は非

常に深刻だと思っていまして、そういう意味で

いけば建設業界における働き方改革の一環だろ

うと思っておりますけれども、この間の週休二

日制の定着に向けた取組を踏まえた今回の呼び

かけ、きらきら2連休キャンペーンということ
になっていると思いますけれども、そこら辺の

経過と取組の思いについて説明をいただければ

と思います。

【川添建設企画課長】県が今回始めた、きらき

ら2連休に関してのご質問で、経過と思いみた
いなことを話してくれということでした。

委員がご指摘のとおり、午前中のやりとりを

踏まえまして、我々としては、建設業が他の産

業と比べて就労時間が長く、休みが少ない、も

ともとそういったイメージがあって、入職者を

何とか拡大させないといけないと。そういった

中では、建設業は3Ｋと昔から言われています
が、そういったイメージの払拭、あるいは就労

環境の改善、そうしたことを目的としまして、

平成27年度からこういった週休2日の取組を始
めております。

平成27年から平成30年12月まで、約4カ年弱
やってきた状況は、まず、週休2日の対象工事
を県の方である程度絞りまして、大体100件ぐ
らいに絞りまして、50件は発注者が指定、あと
の50件は受注者が希望ということでやってお
りました。受注者の希望が約50件ぐらいやって

いたんですけれども、5割程度しか手を挙げて
くれるところがなかったという中で、その時に

業界に意見を聞くと、同じ会社の中で、Ａさん、

Ｂさん、Ｃさんといた時に、Ａさんは週休2日
やるんだけど、ＢとＣは働かせるというのは、

どうも会社としてなかなか難しいと。そういっ

た声もありながら、平成31年1月、今年の初め
ですけれども、それからは対象工事を一気に拡

大しまして、1,000万円以上は全て手を上げると
ころは誰でも、どの会社でも週休2日をやりた
いところはいいですよということをやりました。

しかしながら、具体的な数字を言いますと、

6月末までの発注件数が約320件ぐらいあるん
ですけど、そのうち手を挙げたのは、そのうち

の5割程度にとどまっております。こうなると、
週休2日の拡大がなかなか難しい中では、ここ
らあたりでもう一歩踏み込んで起爆剤といいま

すか、そういった刺激策が欲しいということで、

こうしたキャンペーンを今回張ったところでご

ざいます。今、そのように週休2日を呼びかけ
て、皆さん、やっていただきたいと思っていま

す。

そのほかにも、今回、5割で下げとどまって
いますという話をしましたが、今回、連休とい

うことで子どもと遊ぶ時間をとっていただきた

い、あるいは働き方改革というのが今年度から

適用されていますが、建設業は5カ年間、据置
きになっていまして、5年後に向けて、そこは
建設業界の方にそういった意識をきちんと持っ

ていただく必要があるという中では、今回、こ

ういった土日に休むというような刺激を与えた

いというのがあります。先ほど言ったような就

労環境の改善を図って、世間に向けて建設業も

土日休める産業なんだよというところをアピー

ルしていきたい、そういった狙いがあって始め

ております。



令和元年９月定例会・環境生活委員会・予算決算委員会（環境生活分科会）（９月２４日）

- 54 -

【坂本(浩)委員長】 ありがとうございました。

全国的にも建設業をめぐる状況は同様だと思い

ます。そういう中で、それぞれ工夫しながら、

人手不足解消のための就労をやるという取組を

されているようであります。

新聞報道によりますと、週末の連休を確保す

るという呼びかけは全国初ということでありま

すので、ぜひこの4カ月間、目標に向けてぜひ
頑張っていただきたいと思います。

この間、私も現場の建設業者の皆さんのいろ

んな声、県としても、こんなことに取り組んで

いますよというふうなことを言っている時に、

一つは、先ほどありましたように、呼びかけて

もなかなか進まないことがあるということなん

ですね。

そういう意味でいくと、先ほど言われました

ように、6月末で320件中50％ということであり
ますので、したいけれども、なかなかできない

という事業者の皆さんは、やむを得ないと思う

んですけど、その気が全くないみたいな事業所

については、呼びかけだけじゃなくて、これは

やらんばいかんとですよというふうな指導的な

部分を含めてぜひ力を入れていただきたいと思

います。

特に、県の発注事業については、問題は工期

です。建設業における、天候に左右されますか

ら、工期内ということで、できる時にやってお

かないと雨が降った時にできないというジレン

マもあろうかと思います。特に、県の発注とか、

公共事業ですね、県、各市町が発注する事業に

ついては、工期に少し余裕を持って発注する、

そういうことも重ねて要望として申し上げさせ

ていただきたいと思います。

次に、長崎市中心部の交通結節の検討です。

今日、拡大版ということで資料を出させていた

だきましたけれども、第1回目の検討会議が8月

20日にありまして、私は、たまたま傍聴させて
いただきました。その時に、特に、長崎駅ない

しは周辺の交通事業の関係で、各交通事業者と

も話が煮詰まっているのかなと思っていたんで

すけど、それぞれ出された意見を聞く限り、あ

んまり煮詰まってないなというふうな率直な感

じがしました。これは長崎県、長崎市の間でも

そうかなというふうな感じがありました。

結局、この拡大版地図の右の方に黒の四角で

囲んでありますけれども、新駅舎が150メート
ル、西側に移転するため乗り継ぎ客の利便性が

低下、バリアフリー化が不十分、平面横断が困

難ということなんですね。

この長崎駅ないしは周辺の整備というのは、

100年に一度の事業というふうに言われていま
して、県、市、ＪＲ、それから各交通事業者が

入ってやってきたはずなんですけれども、どう

もこの辺の話が進んでないというふうな状況が

あります。

今からもいろんなことをするんだろうと思う

んですけれども、例えば、西側へ移転するため

のバスとか電車の乗り入れも、一旦、話があっ

たようですけれども、それは断られたと、事業

者側が乗客の利便性とか必要性に鑑みて、それ

はできないというふうなことだったり、あるい

はＪＲの新しい駅の改札についても南側はでき

ませんとか。そんなこともいろいろ話をする中

で、少なくとも新幹線駅の南側の改札というの

は、当初、だめと言っていたのが検討に値する、

検討のところまではきているようであります。

今後の日程的に見ると、あんまり回を重ねる

ような、幹事会の中でされると思うんですけれ

ども、もう少ししていかないと、100年に一度
の事業が、結果的に、新しい駅舎はできた。で

も、どこに行っても今のようにアップダウンで

しか対面の方に渡れないと。
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昨日、私は出張で博多に行く用事があって、

午前中、「かもめ」が動かなかったものですか

ら、しばらく駅に待機していました。結構なお

客さんがバスの方に移動しているんですよね、

午前中の便が運休しているものですから。その

時に駅員さんに一生懸命聞いているんです。駅

員さんも、「バスセンターに移動してください」

と。そしたら、ある年配の女性の方が、「あそ

こには遠回りして行かんばでしょう。私、歩い

てから行ききらんとさね」というふうな話で、

私は、すぐエレベーターを紹介したんですけど

ね。あのエレベーターはできてから何十年もな

ると思うんですけれども、多分、長崎の方だと

思うんですけれども、それでも知らないという、

全然バリアフリーになってない現状が、変わっ

てもまた続くんじゃないかというふうな、そう

いう率直な不安感というのがあってどうしよう

もないんですけれども、そこら辺について、今

後、この検討会議の中で共有できるのかどうか

ですね。それぞれ、県、市、そして各事業者の

中でできるのかどうか、そこら辺をお尋ねいた

します。

【植村都市政策課長】ただいま、委員長から長

崎駅の交通結節についてのご質問をいただきま

した。

ご承知のように、現在、長崎駅の移転工事中

でございまして、来年の3月には在来線が新し
い駅舎に移り、令和4年度には新幹線の駅舎も
完成するということで、現在の駅舎より約150
メートル西側に移ることになります。現在でも

バス停が国道上、5カ所に分散しておりまして、
非常にわかりづらく、アクセスも悪い。また、

電停につきましては国道の中央部にございます

が、歩道橋でないとアクセスできず、バリアフ

リー化がされてないというようなことで問題を

抱えておりますが、駅舎が移転をいたしますと、

さらに利便性が低下するのではないかという懸

念がございましたので、これはもう10年ほど前
から駅の東口に新たな大きな駅前広場をつくり

まして、その中にバスや電車を引き込みたいと

いう計画を検討してまいりました。

ですけれども、駅前の交通量が非常に多くて、

バスや電車を出し入れする際に一般の交通の障

害になる、交通渋滞の懸念が大きいということ

ですとか、バス、電車の利用者の方々の中で、

現状としては駅に乗降される方の割合が非常に

少ないということで、交通事業者や交通管理者

である県警本部との協議を重ねてくる中で、そ

れらの案については、一旦、困難であるという

結論に至っておりました。

ところが、昨年度になりまして、特に、地元

長崎の経済界の方から、今のままでは非常に不

便な駅になると、百年の大計と言いながらまち

づくりを進めているのに、駅の交通結節はもの

すごく不便になってしまうじゃないか、見直し

が必要だという強い要請がございまして、県か

ら国と市に協力を要請いたしまして、これまで

検討しなかったようなアイデアも含めて抜本的

な交通結節機能の向上策を議論していきましょ

うということで会議を立ち上げた次第でござい

ます。

これまで検討してきて断念しました計画は、

いずれも道路のネットワークは今の形のままで

ということが前提でございました。ところが、

その状況の中では、とうしても駅前の交通量が

多いことがネックになって、いずれの案も実現

が困難と考えられますので、今後は道路の改築

ですとか、ほかの路線への大幅な交通量の移転、

そういったことも視野に入れながら検討してい

こうというふうに考えております。

現在時点では、まだアイデアレベルでしかご

ざいませんで深い検討ができておりませんけれ
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ども、例えば、国道と並行しております都市計

画道路浦上川線に、半ば強制的に通過交通を転

換させまして国道の交通量を減らす、あるいは

国道の中に立体構造のミニバイパスをつくって、

通過交通はその立体道路を通過していただくと

いうようなことによって平面部の交通量を減ら

しまして、路面電車やバスを駅前広場に引き込

むという案ですとか、あるいは東京のバスタ新

宿みたいに、駅のすぐ近くに新たな交通ターミ

ナルをつくりまして、そこに立体のランプで路

線バスだけではなくて電車も引き込むとか、そ

ういうアイデアもございます。

現時点では、あくまでもアイデアレベルとい

うことで、その具体的な内容ですとか実現に向

けての課題、整備効果等、まだ十分分析ができ

ておりません。

今後、これらについて検討会議、本体だけで

はなくて、その下の幹事会、あるいはさらにそ

の下の事務レベルでの協議も回数を重ねまして

短期間で詰めていきまして、実現可能な方策を

絞り込んでいきたいと考えております。

先ほど、委員長から、交通事業者や長崎市と

の意見調整がまだ不十分ではないかというふう

にご指摘がございましたけれども、現時点では、

確かにおっしゃるとおりだと思います。

これから、短期間ではございますけれども、

協議の回数を重ねて話を詰めていきたいと思っ

ているところです。

【坂本(浩)委員長】 わかりました。また細かな
報告もぜひよろしくお願いいたします。

最後に、石木ダムの関係です。先ほど少し質

問がありましたけれども、9月19日に裁決の期
限を迎えて、建物を除く土地、そして、11月に
建物も含む12万平米の全ての土地が移転をす
るというふうなことになっています。19日に知
事が地権者ないしは家族の皆さんと5年ぶりに

会われたということでありました。そのことは

率直に評価をさせていただきたいと思います。

ただ、なかなか平行線が交わらないという現

状、これをどうするのかというふうなことが、

事業の賛否は別にして、しかも、最悪の場合、

ダム建設上では初めてとなるんですか、いわゆ

る行政代執行という、まさに力づくで住民の皆

さんを立ち退かせるというふうなことも視野に

入っているというふうなことであります。私も

この間、何回か質問させていただきましたけれ

ども、ぜひそのことだけは避けていただきたい

というふうな思いなんです。

それで、30日に今年度の第2回目の長崎県公
共事業評価監視委員会が開かれるということで

ありました。饗庭委員から質問があったように、

中身はわかりませんけれども、県としては、公

表はできないけれども、報道があっているとい

うことです。

それで、私は何回か質問の際に言わせていた

だいたことがあるんですけれども、今回の再評

価の実施の理由も含めて、今の段階では言えな

いのかどうか。前回、平成27年度にしているん
ですけれども、その時の再評価の実施理由につ

いて、社会経済情勢の変化というふうなことで、

工期の変更というふうなことで理由づけをして

おるんですけれども、そこについても30日の委
員会でしか言えないというふうことでいいのか

どうか、確認させてください。

【松本河川課企画監】再評価につきまして、委

員、今ご指摘がありましたように、今回も社会

情勢の変化ということで再評価についてご審議

していただきたいと思っておりますけれど、ま

ことに申し訳ございませんけれど、内容につい

ては差し控えさせていただきたいと考えており

ます。

【坂本(浩)委員長】 わかりました。平成27年8
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月の時の、当時の第4回長崎県公共事業評価監
視委員会の資料を河川課からいただいて、私は、

石木ダムの基本的な認識を考えるに当たっての

ベースにしているんです。

それで、この時に、先ほど言いましたように、

今回、それをするかどうかは、もう結構です。

それは当然されなくて結構です。ただ、前回、

社会情勢の変化ということで、工期の変更とい

うことでしたんですけれども、その時にも何回

か委員会を行いまして、現地調査も行われまし

た。その時に治水の代替案とか、利水について

も幾つかの代替案とか、そういうのを資料とし

て出されています。この時も工期の変更という

ことで、そういう資料が出されて、県としては、

こういうふうな評価をやりましたけれども、石

木ダムなんですというふうなことになったんで

すけれども、今回も、そういうのを出すという

のは、あくまでも委員会の中で、委員の皆さん

から、例えば、そういうことを説明してくれと

か、資料請求があった時に初めてこういうもの

は出されるという理解でよろしいんでしょうか。

【松本河川課企画監】再評価につきまして様式

等が決まっておりますので、その様式に沿った

形で今回もご説明を委員会の中でさせていただ

ければと考えております。

【坂本(浩)委員長】 最初が聞こえなかったので、
もう一回お願いします。

【松本河川課企画監】再評価の中身につきまし

て、様式等も決まっておりますので、それに従

ったところで今回も委員会の中で説明をさせて

いただきたいと考えております。

【坂本(浩)委員長】 様式ですか。
【松本河川課企画監】委員会の方に提出する様

式でございます。

【坂本(浩)委員長】 委員会に提出をする様式の
中にそういうものが前回は含まれていたという

理解でよろしいんでしょうか。

【松本河川課企画監】そのような理解でよろし

いと思います。

【坂本(浩)委員長】 わかりました。その時に、

平成27年度の評価委員会意見書というものを、
これは私はこの委員会でも取り上げたことがあ

ります。結果的には、この石木ダムでいいです

よというふうな評価委員会の皆さんの評価です

けれども、「ただし、石木ダムについては、県

は反対地権者の疑問点について説明を継続し、

円満な解決が図られるよう最大限努力すること

を求めたい」という意見書がこの時に付けられ

ています。

それで、この間、地権者の皆さん方のいろん

な声を聞いたりしておりますと、先ほどありま

した、実際、治水と利水が非常に重要なんだと

いうことで事業推進ということになっているん

ですけれども、ただ、そこの問題について地元

の地権者の皆さん方が今納得をしてない、その

ことなんですよ。それを県としてどうやって納

得してもらうのか。今のままいけば、私には平

行線しか見えてなくて、先ほど言いました、前

回の再評価委員会でそういうのが出された。そ

のことが多分、平成27年から今ですから、約4
年、5年たって、その時に幾つか案を出した部
分というのが、例えば、今回、評価委員会に出

す時に、その当時のまま出すものなのかどうか。

4年、5年たった後に数字とかなんとかいろいろ
あって出せるものなのかどうか、そこはどうい

うふうに理解したらよろしいんでしょうか。

【浦瀬河川課長】まず、地権者の方々に対して

説明というのは、その当時の附帯条件として先

ほど委員長が言われたような助言について、県

としましては、その当時、ちょうど公開質問状

というのが反対する弁護団等を通じて県及び市

の方に提出がございました。その途中で再評価
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を受けているんですけど、その間、県としまし

ては、川原公民館に出向いて事業の説明をした

りとか、文書でとか、あと資料を相手方に送る

ということをやってきました。

また、私も川原公民館にその当時の部長と出

向いて、地権者が反対されるご意見に対して黒

板に書いてご説明をしようとすると、もうそう

いうのはいいからということで、資料を後から

送ればいいからということで、そういうことで

説明もさせてもらえない状況が続いて、結果的

には、その後に裁判に移行されているという状

況でございます。県としましては、できる限り

の場面をつくって、地権者の方には説明をしよ

うと努力しております。

また、前回の再評価におきましても、傍聴で

きるということで後ろの方に反対する地権者と

か支援者の方もわざわざ出向いてこられて、私

が説明する、今、委員長が持たれている資料だ

と思うんですけど、それを説明する中で後ろの

方でも聞かれて、一応説明は聞かれますけど、

結局、納得しないということなんですけど、こ

の内容については、治水、利水を含めて反対さ

れる方々が、今、疑問点として持たれている内

容というのは、まさに2つの裁判の中で今争っ
ている内容でございまして、11月に一つは判決、
もう一つの裁判についても結審ということです

ので、基本的には、その裁判の決定に地権者の

方については納得いかないかもしれませんけど、

受け止めてもらって事業に協力いただきたいと

思っております。

それともう一つ、資料につきましては、30日
に公表するということで、中身については差し

控えたいと思っているんですけど、社会情勢の

変化に伴って資料等は更新して説明する予定で

おります。

【坂本(浩)委員長】 もうこれ以上は時間の関係

で申しませんけれども、いずれにしても、県が、

河川課が現地に行って何回も説明してきた。そ

れはそれでやっているとは思うんですけれども、

ただ、どうしても1982年、昭和57年の機動隊を
導入しての強制測量、その後、いろんな経過が

あって事業認定、この事業認定というのは、行

き着く先が強制収用というわけですから、話を

しながらも、そういうことをやっているという

ことに対する住民の皆さんの不信感というのが、

この間ずっと、それこそ蓄積されているんじゃ

ないかなと思いますので、県の言い分だけを説

明して、なかなかこれが聞き入れられんとです

よというふうなことでは、円満な解決に結びつ

かないというふうに私は思いますので、この間、

反対者の地権者の皆さん、家族を含めて一堂に

会して、知事初め、部長初め、皆さんとお会い

して、思いのたけは多分語られたんだろうとい

うふうに思っていますので、そのことをぜひ受

け止めていただいて円満な解決に向けて、さら

なる県の努力を要望させていただきます。

【石本副委員長】 委員長を交代します。

【坂本(浩)委員長】 ほかに質問はありませんか。
〔「なし」と呼ぶ者あり〕

【坂本(浩)委員長】 ほかに質問がないようです
ので、土木部関係の審査結果について整理した

いと思います。

しばらく休憩いたします。

― 午後 ４時１２分 休憩 ―

― 午後 ４時１２分 再開 ―

【坂本(浩)委員長】 委員会を再開いたします。

これをもちまして、土木部関係の審査を終了

いたします。

本日の審査はこれにてとどめ、7月1日（月曜
日）は、午前10時から委員会を再開し、環境部
関係の審査を行います。
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本日は、これをもって散会いたします。

お疲れさまでした。

― 午後 ４時１３分 散会 ―
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第 ２ 日 目



令和元年９月定例会・環境生活委員会・予算決算委員会（環境生活分科会）（９月２５日）

- 61 -

１、開催年月日時刻及び場所

  令和元年９月２５日

自   午前１０時 ０分

至   午後 ３時２１分

於   委 員 会 室 ３

２、出席委員の氏名

委員長（分科会長） 坂本  浩 君

副委員長（副会長） 石本 政弘 君

委 員 八江 利春 君

〃 中山  功 君

〃 坂本 智徳 君

〃 外間 雅広 君

〃 中村 和弥 君

〃 西川 克己 君

〃 山口 初實 君

〃 宅島 寿一 君

〃 饗庭 敦子 君

３、欠席委員の氏名

な   し

４、委員外出席議員の氏名

な   し

５、県側出席者の氏名

環 境 部 長 宮﨑 浩善 君

環 境 部 次 長
兼廃棄物対策課長

重野  哲 君

環境 政策課 長 本多 敏博 君

地域 環境課 長 吉原 直樹 君

水環境対策課長 本田喜久雄 君

自 然 環 境 課 長 立田理一郎 君

県民 生活部 長 木山 勝己 君

県 民 生 活 部 次 長
兼県民協働課長

吉野ゆき子 君

男女参画・女性
活躍推進室長

有吉佳代子 君

人権・同和対策課長 丸田 哲久 君

交通・地域安全課長 宮﨑 秀樹 君

統 計 課 長 笠山 浩昭 君

生活 衛生課 長 嘉村 敏徳 君

食品安全・消費生活課長 峰松美津子 君

６、審査の経過次のとおり

― 午前１０時 ０分 開議 ―

【坂本(浩)委員長】 おはようございます。
環境生活委員会及び分科会を再開いたします。

これより、環境部関係の審査を行います。

環境部は、予算議案はありませんので、分科

会による審査はありません。

委員会による審査を行います。

議案を議題といたします。

まず、環境部長より総括説明をお願いいたし

ます。

【宮﨑環境部長】 おはようございます。

環境生活委員会関係議案説明資料、環境部の

1ページをお開きください。
環境部関係の議案についてご説明いたします。

今回、ご審議をお願いいたしております議案

は、第107号議案「長崎県流域下水道の設置等
に関する条例」、第108号議案「長崎県特別会
計条例の一部を改正する条例」の2件でありま
す。

第107号議案「長崎県流域下水道事業の設置
等に関する条例」につきましては、県が、諫早

市、大村市と共同で実施しております大村湾南

部流域下水道事業において、来年4月から地方
公営企業法を適用することに伴い、地方公営企
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業会計として流域下水道事業に係る基本的事項

を定めようとするものであります。

第108号議案「長崎県特別会計条例の一部を
改正する条例」につきましては、地方公営企業

会計としての流域下水道事業の設置に伴い、現

在の流域下水道特別会計を廃止するため、条例

の一部を改正しようとするものであります。

地方公営企業会計への移行により、経営成績

や財政状況の情報が明確化されるとともに、適

正な負担金単価の算定に役立てることができる

ことなどから、安定した下水道サービスを提供

し、これまで以上に説明責任を果たすことが期

待できます。今後とも、県が管理する流域下水

道事業において、快適な生活環境を支えるため

に必要な住民サービスを持続的に確保するよう

な事業運営を行ってまいります。

以上をもちまして、議案関係の説明を終わり

ます。

次に、議案以外の主な所管事項について説明

いたします。資料の6ページをお開きください。
国立公園雲仙の活性化に向けた取組について。

県では、島原半島におけるインバウンド対策

として、雲仙市、国との連携のもと、国立公園

雲仙地区の利用拠点としての質の向上に取り組

んでおり、国が進める国立公園満喫プロジェク

トの支援事業を活用するとともに、環境省から

施行委任を受け、雲仙温泉街中心部の広場の整

備や白雲の池のキャンプ場の再整備を進めてい

るところであります。

雲仙市では、去る7月31日に、雲仙温泉街及
び地獄の景観向上等を図るため応募しておりま

した国の補助事業に採択され、令和元年度から

令和5年度を計画期間として、地獄内に放置さ
れ景観を阻害しております廃屋の撤去や配管の

撤去・整理等を実施することとしております。

県といたしましても、引き続き、市に対する

助言や国との調整を行うとともに、国立公園の

利用拠点である雲仙温泉地域の活性化を図るた

め、関係機関と連携して、にぎわい空間の整備

や景観向上等の取組を着実に進めてまいります。

このほかご報告いたしますのは、地球温暖化

対策の推進について、長崎発東アジアの環境技

術発信事業について、諫早湾干拓調整池水辺環

境の保全と創造のための行動計画策定について、

平成30年度の各種環境調査の結果について、汚
水処理人口普及率について、廃棄物不適正処理

対策について、食品ロス削減の推進について、

生物多様性保全の推進について、次期まち・ひ

と・しごと創生総合戦略の策定についてであり、

内容は記載のとおりであります。

以上で、環境部関係の説明を終わります。よ

ろしくご審議を賜りますようお願いいたします。

【坂本(浩)委員長】 次に、水環境対策課長より
補足説明を求めます。

【本田水環境対策課長】今回、上程しておりま

す条例案件2件についてご説明いたします。
今回ご審議いただくのは、第107号議案新規

条例1件と、第108号議案改正条例1件でござい
ます。

本条例議案は、本県の流域下水道に地方公営

企業会計を適用することに伴い、改めて地方公

営企業会計としての事業を設置する条例を制定

し、それと併せて特別会計条例の一部について

所要の改正をするものでございます。

補足説明資料1の1ページをご覧ください。
平成27年1月の総務省通知により、流域下水

道事業は、令和2年4月からの地方公営企業法の
適用が求められており、本県の流域下水道事業

についても、令和2年4月1日の適用に向けて準
備を進めております。
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第107号議案「長崎県流域下水道事業の設置
等に関する条例」は、地方公営企業法の適用範

囲など、法により条例で定めるとされている事

項を定めるものでございます。

第108号議案「長崎県特別会計条例の一部を
改正する条例」は、地方公営企業法の適用と同

時に特別会計を廃止するため、所要の改正を行

うものでございます。

流域下水道は、2以上の市町村から排出され
る汚水を集約して処理するもので、都道府県が

事業主体として終末処理場と幹線管渠までの整

備を行うものでございます。各家庭や事業場等

から排出された汚水は、市町村が流域関連公共

下水道として整備をします汚水管渠を経由して

流域下水道で処理されます。

続きまして、大村湾南部流域下水道事業の概

要についてご説明いたします。

計画区域は、大村湾奥部の諫早市、旧諫早市

の西部と旧多良見町の中心部の区域、それと大

村市の溝陸地区の2市にまたがる区域1,644ヘ
クタールであり、幹線管渠の延長は多良見幹線

が4,690メートル、大村幹線が610メートルの
5,300メートルでございます。
平成5年度に事業に着手しまして、平成12年3

月に供用を開始しております。

処理場であります大村湾南部浄化センターの

所在地は、諫早市貝津町にございます。

管理運営につきましては、平成11年10月1日
から平成18年3月31日までは、当時ございまし
た財団法人長崎県下水道公社が管理し、平成18
年度から平成20年度までは、県が直営で管理し
ておりました。

平成21年度からは包括民間委託を導入しま
して、これは3カ年ごとのものでございますけ
れども、現在は4期目で、現在のものは平成30

年度から令和2年度までの契約となっておりま
す。

地方公営企業法を適用する目的としましては、

まず、経営状況の明確化がございます。公営企

業会計を導入することによりまして、損益計算

書や貸借対照表などの財務諸表の作成が義務づ

けられ、経営成績や資産の状況を含めた財政状

態の情報が明確となり、これまで以上に説明責

任を果たすことができるようになります。

また、流域関連市からの負担金の設定におき

ましても、発生する費用と収入のバランスにつ

いて、わかりやすく説明することが可能となり、

より適正な負担金算定に役立てることができる

ようになります。

続きまして、地方公営企業法の適用の範囲に

ついてご説明いたします。

流域下水道事業を含みます下水道事業は、地

方公共団体の判断により地方公営企業法を適用

できる任意適用事業でありまして、適用に当た

りましては、法の規定を全部適用して独立した

組織となる全部適用と、知事部局のまま財務規

定のみを適用する一部適用が選択できます。

本事業では、事業範囲が1処理場のみで、処
理場の維持管理につきましても民間業者への包

括委託となっており、事業規模からして独立し

た組織を設ける合理性がないため、現行どおり

知事部局の職員により地方公営企業法の財務規

定のみを適用する一部適用を採用いたしました。

流域下水道事業がございます九州各県の状況

といたしましては、福岡県、熊本県、沖縄県も

令和2年度から移行するものですけれども、全
て一部適用となっております。

以上で補足説明を終わらせていただきます。

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

【坂本(浩)委員長】 以上で説明が終わりました
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ので、これより議案に対する質疑を行います。

質疑はありませんか。

しばらく休憩します。

― 午前１０時１０分 休憩 ―

― 午前１０時１０分 再開 ―

【坂本(浩)委員長】 委員会を再開いたします。

質疑がないようですので、これをもって質疑

を終了いたします。

次に、討論を行います。

討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

【坂本(浩)委員長】 ないようですので、これを
もって討論を終了いたします。

議案に対する質疑・討論が終了しましたので、

採決を行います。

第107号議案及び第108号議案については、原
案のとおり、それぞれ可決することにご異議ご

ざいませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

【坂本(浩)委員長】 ご異議なしと認めます。
よって各議案は、原案のとおり、それぞれ可

決すべきものと決定されました。

次に、提出のありました政策等決定過程の透

明性等の確保などに関する資料について、説明

をお願いいたします。

【本多環境政策課長】「政策等決定過程の透明

性等の確保及び県議会・議員との協議等の拡充

に関する決議」に基づき、本委員会に提出いた

しました環境部関係の資料についてご説明いた

します。

なお、今回の報告対象期間は、本年6月から8
月までに実施したものとなっております。

初めに、資料の1ページをご覧いただきたい
と思います。

県が箇所付けを行って実施する個別事業に関

し、市町等に対し内示を行った補助金でござい

ます。

直接補助金の実績につきましては、資料1ペ
ージに記載のとおり、緑といきもの賑わい事業

補助金の3件となっております。
また、間接補助金の実績につきましては、資

料2ページに記載のとおり、長崎県浄化槽設置
整備事業補助金の1件となっております。
次に、資料3ページをご覧ください。
1,000万円以上の契約状況についてでござい

ますが、3ページに記載のとおり4件となってお
ります。また、4ページ以降に入札結果一覧表
を添付しておりますので、ご覧いただきたいと

思います。

次に、資料8ページをご覧ください。
知事及び部局長等に対する陳情・要望のうち、

県議会議長宛てにも同様の要望が行われたもの

につきましては、佐世保市からの要望など4件
であり、それに対する県の取扱いは、資料8ペ
ージから11ページに記載のとおりでございま
す。

次に、資料12ページをご覧ください。
附属機関等会議結果報告につきましては、上

段に記載しております附属機関につきましては、

長崎県環境影響評価審査会など4回、下段に記
載しております私的諮問機関等につきましては、

緑といきもの賑わい事業検討委員会を1回開催
しております。その内容につきましては、資料

13ページ以降に記載のとおりでございます。
説明は以上でございます。ご審議のほど、よ

ろしくお願いいたします。

【坂本(浩)委員長】 以上で説明が終わりました。
次に、陳情審査を行います。

お手元に配付いたしております陳情書一覧表
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のとおり、陳情書の送付を受けておりますので、

ご覧願います。環境部の審査対象になるのは20
番と26番であります。
陳情書について、何かご質問はありませんで

しょうか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

【坂本(浩)委員長】 質問がないようですので、

陳情につきましては承っておくことといたしま

す。

次に、議案外の所管事務一般に対する質問を

行うことといたします。

まず、政策等決定過程の透明性等の確保など

に関する資料について、質問はございませんで

しょうか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

【坂本(浩)委員長】 質問がないようですので、

次に、議案外所管事務一般について、ご質問が

ありませんでしょうか。

なお、委員一人当たり20分を目安に質疑応答
をよろしくお願いいたします。

【中山委員】食品ロス削減の推進について、お

尋ねしたいと思います。

国が、この重要性に鑑みて、法律の施行が今

年11月末日まで、基本方針を年度内に閣議決定
されることになっているとありますので、その

方向に進むだろうと思います。それに合わせて、

県がいろいろ対応しているようであります。

そこで、食品ロスの削減ということでありま

すから、国と長崎県の推量というか、どのくら

い量があるのか。できれば、国民一人当たりど

の程度あるのか。それと、どういうところから

出てくるのか、家庭からが多いのか。それとま

たどういうものが、例えば米が多いのか、こう

いうものを3つ、4つ挙げていただけませんか。
【重野次長兼廃棄物対策課長】委員ご質問の件

ですが、平成28年度の食品廃棄物の推計により
ますと、食品ロス量としましては、全国で643
万トンあるということになっております。

長崎県の食品ロス量をこの値から推計いたし

ますと、6万9,355トンとなっております。
全国版でいいますと、事業系の方が352万ト

ン、家庭系の方が291万トンということになり
ます。

事業系の廃棄物につきましては、大体、規格

外品、返品、売れ残り、食べ残し、こういうも

のが多いと言われております。

家庭系の廃棄物につきましては、食べ残し、

調理する時の過剰除去、直接廃棄となっており

ます。

【中山委員】出ている分については事業系と家

庭系ということでありました。その中で食べ残

しが相当出ているとか、規格外品が相当出てい

るという話でしたけれども、この中でどういう

ものが特に多いとか、そういう調査はしていな

いですか。例えば米が多いとか、魚が多いとか、

キュウリが多いとか、個別の品目で多い順番と

か、こういうものは調査していないんですか。

【重野次長兼廃棄物対策課長】委員ご質問の個

別の調査につきましては、調査結果としてはご

ざいません。

【中山委員】 家庭用にしても事業用にしても、

何が多いのかということがよくわからないと、

具体的な対策を打つ時に、なかなか難しいだろ

うと思うんですよね。

それによって今後、いろいろ計画を立てると

思うんです。例えば食べ残しは米が多かったと

した場合に、どの程度あるのかと。それによっ

て、今後それをどういうふうに減らしていくの

かというような計画を具体的に立てた方が効果

があるだろうと思うんですよね。
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そういう意味で、どういうものが出ているか

について調査を今後してほしいと思いますが、

今後するのかもしれませんけれども、その考え

方についてお尋ねしたいと思います。

【重野次長兼廃棄物対策課長】委員ご質問の件

ですが、今年度、県内の食品ロス量の推計手法

を調査しておりますので、それによりまして、

どのあたりから食品ロスが出ているということ

をつかみまして、その辺をターゲットに、食品

ロス削減に向けて対策をとっていきたいと考え

ております。

【中山委員】ぜひ、推計の中でそういうものに

ついて詳しく調査をしてほしいということを要

望しておきたいと思います。

それで、問題は家庭ですよね、家庭。私ども

は、家庭の中では米一粒まで食べねばいかんと

いうことで、我が家ではロスは非常に少ないわ

けです。

そういう中で6万9,000トンを135万人で割れ
ば、どうなりますか。人口当たり、県民一人当

たりの量としてはどの程度になりますか。計算

できますか。

【重野次長兼廃棄物対策課長】 国民1人、一日
当たりの食品ロス量としましては139グラムと
なりますので、茶碗1杯分と考えていただけれ
ばと思います。

【中山委員】 139グラムということであります。
これは、10年前とかからすれば、推量としては
増える傾向にあるんですか、もうそろそろ減る

傾向にあるんですか。そういう推移はどういう

ふうに捉えていますか。

【重野次長兼廃棄物対策課長】近年の推移値に

つきましては、ほとんど変わりがないところで

ありますけれども、その昔についてはなかなか

調査結果がございませんので、現在、データと

して持ち合わせておりません。

【中山委員】それでは、具体的にお聞きしたい

と思います。

食べきり協力店の登録拡大ということで、既

にこれは随分前から始めているのではないかと

いう気がしているんですけれども、いつぐらい

から、どういう理由で食べきり協力店の登録を

始めたのか。そして現在、どういう数になって

いるのか。そのことによって、これがどういう

効果を発揮していると考えているのか、それに

ついてお尋ねしたいと思います。

【重野次長兼廃棄物対策課長】食べきり協力店

につきましては、現在、152店舗が登録をして
おります。

これにつきましては、九州食べきり協力店と

いうことで、九州7県が共同で協力店の登録を
始めたところで、平成28年10月から、この要綱
を施行して始めているところでございます。

小盛りメニューや食べ残し削減に向けた啓発

をする飲食店、ばら売りをするなど徹底した売

り切りをする小売店を登録することで進めてお

ります。

【中山委員】今後拡大ということでありますの

で、さらに増やしていくものと思いますけれど

も、食べきり協力店を登録することでどういう

効果が出ているか、その辺の把握はしていませ

んか。

【重野次長兼廃棄物対策課長】現在、県内各地

にこの事業を広めており、どういう効果が出て

いるかは、はっきりとは出ていないところでご

ざいますけれども、我々としては3010運動、宴
会の時に開始30分までは食べる、それから宴会
の終わる前10分は食べるというふうな啓発も
含めながら、こういう食べきり協力店と一緒に

食品ロス削減を進めていきたいと考えておりま
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す。

【中山委員】個人主義、個人の独自性を言われ

る中で、食事を制限せよとか、食べきりせよと

かというのはなかなか難しいとは思いますけど、

ぜひ前に進めていただきたいと思います。

それと、所管が違うから、直接答えられるか

どうかわかりませんが、8月20日に庁内関係連
絡会議をつくっているということで、教育委員

会ですよ、私が言いたいのは学校給食です。学

校給食での食品ロスがどういう状況にあるのか

について、調査しておれば教えていただきたい

と思いますが、どうですか。

【重野次長兼廃棄物対策課長】すみません、今、

委員ご指摘の調査結果については手元に持って

おりません。

ただ、学校給食の食べ残しについては、たい

肥化して使うということで学校でも取り組んで

いるところがございますので、調査結果につい

ては後ほど教育委員会に確認して報告をさせて

いただきたいと思います。

【中山委員】 義務教育の中で給食を提供して、

生活習慣をきちんと定着させるために学校給食

は大きな意義があるわけでありますので、この

辺の扱いをどうしていくのか、非常に大事だと

思いますので、よくよく話をしながら進めてい

ただきたいと思いますし、教育委員会だけに任

せるというわけにいかんと思うんです。

それで、一つだけ注意せにゃいかんのは、給

食を食べきりさせたことによって不登校が発生

したというケースがあるんですよ。その辺は、

今の子どもの状況は非常に難しいので、全部食

べきってしまえというのもなかなか言いにくい

部分もあろうかと思いますけれども、その辺は

その辺として、子どもの特性を聞きながら、こ

れを進めていくことも大事だと考えております。

ぜひ、教育委員会とも密な連携をとって、さら

に進めていただくことを要望しておきたいと思

います。

【坂本(浩)委員長】 しばらく休憩します。

― 午前１０時２８分 休憩 ―

― 午前１０時２９分 再開 ―

【坂本(浩)委員長】 委員会を再開いたします。

ほかに質問はございませんでしょうか。

【山口(初)委員】 今日の新聞でも、それぞれ各
紙が取り上げていますけれども、ニューヨーク

で行われている地球温暖化の防止を目指す国連

気候行動サミット、二酸化炭素などの温室効果

ガスを2050年に実質排出ゼロにすることを多
くの国が目標として示したということですが、

日本は、今度新しく就任した小泉大臣が出席を

しているようですね。

それぞれ各国が地球温暖化に対する目標を、

それぞれ諸事情はございますけれども、目標を

新しく設定して提出をしています。そういう中

で、日本は残念ながら、新しい目標等々は提出

していないようですが。

このことについて県としても、ここに地球温

暖化対策の推進に向けてということで記述され

ております。今、世界では、これ以上のものを

きちっとやって、この地球環境を将来に残して

いこうという動きになっているわけですが、こ

のことについて、どういう受け止めを県として

されているのか、お伺いしたいと思います。

【本多環境政策課長】昨日行われました気候行

動サミットにおきまして、2050年に温室効果ガ
スの実質排出ゼロというのを打ち出した国が多

数出ているということでございます。

日本の場合は、現在のところ、パリ協定に基

づく長期戦略におきまして、目標としまして
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2050年までに80％の削減、それから、今世紀後
半の早期に実質排出ゼロを目指すという目標を

掲げております。

今回のサミットにおきましては、その目標の

上積み等が日本から示されなかったということ

で、新聞記事にあるような、若干日本は消極的

ではないのかというふうな論調が起こっている

ものと認識しているところでございます。

県といたしましては、国の方針の検討状況を

踏まえて、平成25年度に県の地球温暖化対策実
行計画を策定しておりまして、その中で来年度

のＣＯ2削減の目標を設定しまして、地球温暖化

対策に取り組んでいるところでございます。

国と県の温暖化対策に向けての役割といたし

ましては、国は、温暖化対策における日本全体

の大きな目指すべき方向性を示すとともに、国

民の意識啓発とか一人ひとりの行動を促すとい

うことで、そのために抜本的な改革としては、

低炭素社会実現のためのイノベーションや国際

貢献などが国の役割であると思っています。

また、県としましては、国の大きな方向性に

沿って、地域の実情、地理的な特性や産業構造

などに応じて県独自の対策を講じていく必要が

あると思っております。

具体的には、特に県民、事業者、ＮＰＯ、大

学等、多様な主体が一体となって、それぞれが

主体的、自発的に取り組むことを県としては促

していく、県も一緒になって取り組んでいくと

いうことが重要ではないかなというふうに思っ

ております。

そういった取組を通じて、ひいては県の課題

である人口減少とか、活力低下などの課題の解

決にもつながるような形で進めていくのも県の

役割というふうに思っておりますので、今後と

も世界の動きと、それに合わせた国の施策の方

向性などを見きわめながら、県としましても、

今の実行計画は来年までとなっておりますので、

2021年以降の実行計画の策定に向けて、検討を
してまいりたいと思っております。

【山口(初)委員】 日本の国の置かれた状況とい
うか、どうしても電気エネルギーを石炭火力に

頼る部分が多分にあるものですから、かなり難

しいハードルではあるんだろうと思います。

しかし、そうはいいながらも、石炭火力もＣ

Ｏ2を外に出さないよう、いろんな技術的な部分

も大分向上してきていると思いますので、それ

はそれとしてしっかり頑張ってもらわないとい

けないと思います。今、長崎県としても独自に

やるとおっしゃっていただいたので、非常にい

いことだなと思います。

ただ、問題は、各企業とか、それぞれエネル

ギーを使うところにどういう指導をして、どう

いう目標値を立てさせて、そして、それをどの

ように集計、評価していくのかが求められるん

だろうと思います。言いっ放しだったら、経済

目標だけを見ていくと、あまりやりたくないと

いうか、やらない。これはそれぞれの経営者の

皆さんの姿勢にはなってくるんですけれども。

そういう中でも目標を立てるということであ

れば、ちゃんとデータを掌握して、それに対す

る評価をして指導をしていかないといけないと

思うんですが、その辺の仕組みがうまく機能し

ているのか、うまくいっているのか。申し訳な

いんですけど、そこが大事かなと思うんです。

どうでしょうか、もう少し教えていただけます

か。

【本多環境政策課長】県内の企業や事業者にお

ける温室効果ガスの排出削減につきましては、

県の条例に基づきまして、エネルギーの使用量

を原油に換算した時に1,500キロリットル以上
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の特定事業者に対しまして、排出削減の計画書

と毎年それに対する実績を報告していただいて

いるところでございます。

これまでの状況を見ますと、ほとんどの事業

者において3年間の計画となっているんですけ
れども、目標を概ね達成しているところでござ

います。

それと併せまして、そういった県内の事業者

の方々に省エネとかＣＯ２削減の取組をさらに

促進していただくために、昨年度から事業者を

対象とした省エネのセミナーを開催しておりま

して、その中で各事業者の経営状況に応じた国

の制度なども活用した省エネ診断を実施しまし

て、施設整備の省エネ改修とか更新の働きかけ

をしておりまして、省エネが経営改善にもつな

がるんだというところを十分、事業者の方に認

識をしていただいた上で、温暖化対策に事業者

としても取り組んでいただくことを推進してい

るところでございます。

【山口(初)委員】 結構難しい取組だと思います。
これ以上議論してもなかなか難しい部分がある

ので、あれしますけど。

スウェーデンの16歳のグレタ・トゥーンベリ
さんが今、マスコミでも再々登場してきて、地

球の将来というか、環境に対する警告を発して

いるんです。かなり若いのに、いいことを言う

なというふうに、テレビを見て、あるいはこう

いう新聞を見て、あれしているんですけれども。

「あなたたちは、空虚な言葉で私の夢、私の

子ども時代を奪った」とかですね。「人々は困

窮し、死に瀕し、生態系は壊れる。私たちは絶

望を前にしている。なのに、あなた方はお金と

永続的な経済成長というおとぎ話を語っている。

よくもそんなことが」というような形で昨日も

演説をしているようです。まあ、一理あるなと、

本当に純粋に地球の将来のことを考えていると

思っているんですが。

そういう精神でみんなが、地球上の我々人類

が取り組んでいけば、もう一歩、この温暖化と

いうのは少しでも食い止められるのではないか

と思うんですけれども、ここのところ、ちょっ

と難しいんですけれども、どういうふうにお考

えですか。

【本多環境政策課長】次世代を担う若い人たち

が、そういった気候変動に対して危機感とか関

心を持つということは、大変すばらしいことで

はないかなと思っています。

県といたしましても、そういった若い人たち

を中心に、さらに多くの人々に、温暖化をはじ

め環境問題の意識を持っていただく、高めてい

ただくことで、まず、気候変動とか温暖化に対

する正しい理解をしていただくところに努めて

いきたいと考えております。

こういったこともあって、今年3月に策定し
ました環境教育等行動計画とか、先ほども申し

上げた地球温暖化対策実行計画に基づいて、県

民一人ひとりの自発的な取組を推進する普及啓

発活動と、それを実際に実行していただく取組

を進めてまいりたいというふうに考えていると

ころでございます。

【山口(初)委員】 ありがとうございます。この
ことは、それぞれ私ども一人ひとりが、微力で

すけれども、少しずつ意識を持ってやらないと、

先ほどの食品ロスに相通ずる部分もあるんです

けど、そういう面では県としての指導というか、

周知というか、それを何らかの方法でやってい

ただきたいと思いますので、そのことは県民の

皆さんにですね。

国は、環境省がきちっと国民に知らせないと

いかんのですが、それぞれの自治体でしっかり
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下から盛り上げていく環境政策というのが必要

だろうと思いますので、よろしくお願いしたい

と思います。

【坂本(浩)委員長】 ほかにございませんでしょ
うか。

【中村(和)委員】 直接、環境部とは関係ないと
思うんですけれども、今回、諫早湾干拓事業に

ついて、最高裁の判断が下りまして、私たちが

予想していることとちょっと違ったなというこ

とで、非常に残念に思っているわけでございま

す。今後、この判決がまた再度出てくると思う

んですけれども、それによって、諫干の調整池

の水質改善とか、そういうところには、ぜひ十

分なる力を発揮していただきたいと思うわけで

す。そういったことで、調整池についてちょっ

と質問させていただきます。

皆さんご存じのとおり、調整池の水質は、直

接はそう悪くはないと私は思っています。しか

し、どうしても濁りがある。また常日頃、暑い

ときを考えればアオコが発生したり、また、堤

防道路を走るのに非常に害があるユスリカが発

生しているわけでございまして、できればこれ

を早急に対処していただきたいわけでございま

す。

今、環境部が判断をしている調整池の水質、

そしてまたアオコ、ユスリカについての現時点

での見解をお聞きしたいと思います。

【吉原地域環境課長】調整池の水質につきまし

ては、平成30年度の数値になりますが、ＣＯＤ
が8.4ｍｇ／Ｌ、全窒素が1.2ｍｇ／Ｌ、全リン
が0.23ｍｇ／Ｌと、水質保全目標値を超過した
状態にあります。

この水質につきましては、今年8月5日に策定
しました計画に基づいて、できるだけこの数値

を落とすように、令和7年までに水質保全目標

値でありますＣＯＤ5、トータル窒素1.0、トー
タルリン0.2に近づくように各種対策を進める
ようにしているところでございます。

また、アオコにつきましては、レベル4以上
になった場合には、国、県でアオコを回収し処

理を行うほか、ユスリカにつきましては、ユス

リカが羽化する時に、九州農政局で網を船で引

いてユスリカの羽根を叩いて落とすとか、国土

交通省、県の方で定期的な除草を行いユスリカ

の生息場所を減らすとか、また、県でソーラー

トラップ、それから電撃殺虫器を設置して対策

を講じております。

ただし、先ほど、委員からお話がありました

ように、アオコ、ユスリカの発生をなかなか抑

えることができません。また国の方とも、これ

につきましてはどういった対策が有効かという

ことで検討していくことにしております。

【中村(和)委員】 調整池ができてから、かなり
の期間が経っていますよね。それまでの間に何

度も「改善します」という言葉を聞いているん

ですけれども、なかなか直接的に改善されてい

ない。

先ほど言いましたユスリカ、全然対策がなっ

ていないものだから、堤防道路を走っている車、

特にバイク。

車はワイパーがあるからまだいいんです。で

も、バイクはワイパーがないんですよ。という

ことは、これがヘルメットに付着した時には、

全く前が見えなくなってしまう。本当に大きな

事故が起こるかもしれない。

それと、せっかく中央部分に展望台もありま

すけれども、そこに異常にユスリカが発生する

わけです。だから、県外から来た方たちも本当

に迷惑がっている。これを何とかしなくてはい

けない。
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これに対処するには、調整池の底がガタ土で

すから、どうしてもユスリカが発生するわけで

す。だから私は以前から、何とかして水深を深

くして覆砂をしなさいという話をしています。

それも対処できていない。

しかし、今回は新たな考えで国が、底面のガ

タ土の堆積状況を調査すると、この間から聞き

ましたので、恐らくこれに入ってくると思うん

だけれども、これについて6月定例会で私が聞
いた時に答弁いただいたので、今の時点でどの

ような状況になっているのか、そこをお尋ねし

ます。

【吉原地域環境課長】先ほど、委員からご質問

がありました調整池の底泥の関係につきまして

は、九州農政局に確認したところ、調整池から

の排水管理の観点から、11月より底泥の堆積状
況の調査を行うように、現在準備に入っている

とお伺いしております。

県としましても、調整池の新たな水質保全対

策につながる浚渫、覆砂を実施するように、国

に対しても強く要望しているところであります

し、地元の方からの意見も踏まえて、今後とも

引き続き要望していきたいというふうに考えて

おります。

【中村(和)委員】 できる限り早急に対処してい
ただきたいと思います。今回調査に当たって、

その後、浚渫になる可能性も出てくると思うん

ですよね。

そうした時には、私が常日頃言っております

ように、調整池の水質はそう大して悪くはない。

しかし、見た目が非常に悪い。常日頃濁ってい

ますからね。排水する時も濁った水を出してい

るから、いろんな方たちが「汚い水」としか言

わないわけです。

だから、今回の調査の後には、何らかの形で

底質をちゃんと整備をして、まず濁りを止める、

これが私は一番先決だと思いますので、そこに

ついてはぜひ国に対しても強く要望していただ

き、努力をしていただければと思っているとこ

ろでございます。

もう一点、今回、ご存じのとおり、私たちの

ところも台風の被害がありました。

しかし、佐賀県の方において非常に大きな災

害があり、武雄地区を中心としたところが浸水

したり、六角川が氾濫したりとかありました。

河川が氾濫した時には、必ず流木が出ます。

以前、福岡県を中心とする九州北部の水害の時

には、有明海、私たちの目の前、諫早湾にもた

くさんの流木が流れてきました。

私の地元であります小長井町は、現在、カキ

とアサリで一生懸命にみんなが頑張っています。

そのアサリの養殖場にエイが入ってアサリを食

い荒らすものですから、そのエイを止めるため

に網を張っています。その網に流木がからみつ

いてきます。そして、カキの養殖にも影響を来

します。

幸いにして今回は、佐賀の災害においては佐

賀県の漁民の方たちが、自分たちですぐ対処し

てくれました。だから諫早湾の方まで流れてき

ませんでした。海流が大体、佐賀県の方から諫

早の方に流れていますので、流木が間違いなく

小長井の方に入ってくるんです。

今回はたまたまよかったんですけれども、今

後もこういうふうにして、いつ何時、自然災害

が発生するかもわからないわけです。その時に

は、甚大なる被害を私たちの地元は受けるとい

うことです。そしてまた、有明海全体に被害が

及ぶ可能性もありますから、そういうところも

含めながら、ぜひこの対処をしていただきたい

と思うんです。
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私は以前から、有明海を専門とする、流木の

除去をできるような作業船をつくっていただき

たいとずっとお願いしていたわけですけれども、

なかなかそれもできません。

今回、諫早湾に関する裁判が全て終わった時

には、何とかしてそれを含めて、諫早湾の水産

振興、そしてまた有明海の水産振興に伴うよう

な対策として、そういうことも私はやっていた

だきたいと思うわけです。

今後、こういう自然災害によって、いろんな

支障が出てくると思います。そこら辺について

の必要な財源は必ず確保しなければならないわ

けです。そうした時に、この財源の確保につい

て、担当課として、どういうふうなことをこれ

から国に対して物申していこうと思っているの

か、お聞きします。

【重野次長兼廃棄物対策課長】委員ご質問の件

ですけれども、災害により発生した流木等の回

収処理につきましては、国の災害関連緊急大規

模漂着流木等処理対策事業により、各海岸管理

者等が連携して対応することとしております。

具体的には、漂着量が1,000立米以上、事業費
が200万円以上の場合は、この事業を使えるこ
ととなっております。

補助の要件に該当しない場合、もしくは災害

補助事業実施後に取り残した漂着物等がある場

合につきましては、環境省の海岸漂着物等地域

対策推進事業補助金により対応することとして

おります。

また、国におきましては、国土交通省九州地

方整備局に調査観測兼清掃船2隻を配備し、海
面に漂流する流木等の回収を現在行っておりま

す。

なお、本年5月末に策定された海岸漂着物処
理推進法の規定に基づく基本方針において、瀬

戸内海及び有明海や八代海等においては、船舶

航行の安全を確保し、海域環境を図るため、国

において海域に浮遊する流木等の漂流ごみの回

収に取り組む旨が明記されたところでございま

す。

今後とも、国や市町、漁業者等と連携、協力

し海岸漂着物対策に取り組むとともに、必要な

財源の確保について、引き続き国に要望してま

いりたいと思っております。

【中村(和)委員】 ありがとうございました。
できる限り、今後の裁判の行方も見ながら、

国に対する対処を、そしてまた予算確保をぜひ

お願いしたいと思います。

今回、佐賀の災害において油が流出しました

ね。非常に私も心配したわけですけれども、何

とか今のところは被害がなく処理ができている

わけでございますけれども、今後、またああい

うことが二度、三度起こる可能性は非常に高い

と思うんです。おまけに長崎県側にも、本明川

とか大きな河川があります。そのそばにそうい

う工場がないのは幸いな点だと思うけれども、

どこからどういうふうな状況で二次災害が発生

するとも限らないので、ぜひそういうところも

含め検討していただきたい。

それと、8月に第3期の諫早湾干拓調整池水辺
環境の保全と創造のための行動計画を策定され

たと聞いたんですけれども、その中身はどうい

うものなのか。そしてまた、その計画によって

今後どういうふうな具体的な対策をとっていこ

うと思っているのか、最後にお聞きします。

【吉原地域環境課長】 第3期行動計画におきま
しては、水質保全対策としまして、まず生活排

水対策、事業場排水対策、環境保全型農業の推

進で調整池への流入負荷の削減、そういった対

策を行うこととしております。
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また、調整池内では、特に濁り対策としまし

て、波浪や底泥のまき上げを低減させるために、

木杭、シートを設置する、また干陸地での飼料

作物の栽培の推進、そして二枚貝を用いた水質

浄化方法の検討などを行い、調整池の対策を進

めていこうと考えております。

【中村(和)委員】 ありがとうございました。
先ほどからいろんな質問をしましたけれども、

直接には諫早湾の推進振興については環境部は

関係ないわけです。もちろんこれは水産・農林

の方に入ってくると思います。しかしながら、

農林部の諫早湾干拓課、そしてまた水産部、環

境部とともに力を合わせていただいて、一刻も

早い有明海の再生、そしてまた諫早湾の再生に

ついて協力をしていただければと思っています。

今日は、実を申しますと、後ろの方に私の地

元の小長井漁協の女性部の方たちが来られてい

ます。この方たちが、先ほど言った小長井のア

サリを今、一生懸命育てています。そういう方

たちばかりです。そういう意味で、今日ここに

来て傍聴をしていただきましたので、ぜひそう

いうところもお考えいただき、今後、環境に対

して、そしてまた水産振興に対して、いろんな

意味を含めながらご協力をいただきますように

お願いを申し上げたいと思います。

以上で質問を終わります。

【坂本(浩)委員長】 ほかにご質問はございませ
んか。

【饗庭委員】不法投棄のところで、ちょっとお

尋ねしたいと思います。

不法投棄の件数は減っているということで評

価できるかと思うんですけれども、合同パトロ

ールを実施しているということですが、合同パ

トロールを何回ぐらい、どのような形でしてお

られるのか教えてください。

【重野次長兼廃棄物対策課長】委員ご質問の件

ですけれども、6月の環境月間におきまして、
県警、海上保安部、それと県立保健所等と連携

をしまして、陸域におきまして県内各地で延べ

29日やっております。それと、海域におきまし
ては4日、空域におきましては2日、6月の環境
月間において不法投棄の合同パトロールを実施

しております。

年間につきましては、平成30年度には2,538
回、パトロールを実施しております。

【饗庭委員】パトロールをして、不法投棄があ

ったということで量が書いてありますけれども、

県民の皆さんから、不法投棄がここにあるとか、

どこにあるとかというようなお話が来ることは

ないんでしょうか。

【重野次長兼廃棄物対策課長】県民の皆様から

も、ホットラインという電話を県に設けており

ますので、そちらを通じて通報等があっており

ます。

【饗庭委員】県民の方からの通報がどれぐらい

あるのかと、もう一つは、空家に不法投棄され

ているところもあるように思うんですけれども、

そのあたりはどのように処理をしておられるの

か、お伺いします。（「休憩をお願いします」

と呼ぶ者あり）

【坂本(浩)委員長】 しばらく休憩します。

― 午前１１時 １分 休憩 ―

― 午前１１時 １分 再開 ―

【坂本(浩)委員長】 委員会を再開いたします。

【重野次長兼廃棄物対策課長】不法投棄ホット

ラインの実績でございますが、平成30年度が11
件、平成29年度が15件、平成28年度が17件とい
う形で電話がかかっております。

空家等に不法投棄があった場合の対応につき
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ましては、空家の所有者に連絡した上で、不法

投棄をした者の特定ということで不法投棄され

たものを調査しまして、名前がないかとか、誰

が不法投棄をしたのかというところの調査を行

いまして、原因者を突き止めて、その原因者に

撤去をさせるというふうな取扱いをしておりま

す。

【饗庭委員】県民から問い合わせがあった分は

どのような処理を。

【重野次長兼廃棄物対策課長】県民の方から問

い合わせがあった分につきましては、県立保健

所等を通じて調査を行いまして、対応をしてい

るところでございます。

【饗庭委員】なかなか不法投棄が減っていない

ように感じるんですけど。この文章の中では、

年々県民の方に周知できているというふうにな

っておりますけれども、なかなか減っていない

ように感じるのは、その場所によって、県全体

なので、いろいろあるかとは思うんですけれど

も。

今後も未然防止のためにはパトロールはもち

ろんされるんでしょうけれども、県民の皆さん

にご協力いただくことが必要かと思うんですが、

そのあたりはどのようにお考えでしょうか。

【重野次長兼廃棄物対策課長】不法投棄につき

ましては、我々も年間を通じて、先ほど言いま

したように2,500回ぐらいパトロールをしてい
るところと併せて、長崎県トラック協会とか長

崎県環境整備事業協同組合、長崎県環境保全協

会、それから長崎県産業資源循環協会、この方々

と協定を結んで通報をしていただくという形と、

先ほどのホットラインを使いながら、より不法

投棄がないような長崎県を目指して、パトロー

ルをしながら早期発見、早期撤去に向けて対応

をしているところでございます。

【宮﨑環境部長】不法投棄の量が余り減ってい

ないのではないかというふうなご質問がござい

ましたけれども、例えば平成20年の投棄量、ご
みの量が4,710立米ありまして、平成30年度に
おきましては940立米ということで、約5分の1
程度に減っているというのが現実でございます。

【饗庭委員】量で減っているということで確認

できました。きれいな長崎県を目指したいと思

っておりますので、お願いしたいと思います。

最後に、不法投棄とは関係ないんですけれど

も、災害が起きた場合にごみが、長崎県は今回

そんなにひどくなかったというか、風はすごか

ったですけど、ごみまではひどくないですけど、

他県でも多量のごみが出たと思うんですけれど

も、そんな場合の対策はどのように考えておら

れるんでしょうか。

【重野次長兼廃棄物対策課長】災害時の対応に

つきましては、長崎県におきましては、九州・

山口9県と、職員の派遣など災害廃棄物の処理
について協定を結んでおりますので、もし長崎

県内で処理ができない場合については他県にお

願いするという形をとっております。

また、県内で発生したごみの処理につきまし

ては、先ほど言いましたように県の資源循環協

会や環境整備事業協同組合、環境保全協会、建

造物解体工事会と協定を結んでおりますので、

その方々に協力をいただいて、解体も進めてい

ただくという形をとっております。

床下浸水で災害廃棄物が出た場合につきまし

ては、市町が、罹災証明などがあれば無料で処

理をする減免措置を講じておりますので、持ち

込んでいただければ処理ができるというふうな

体制をとっております。

【坂本(浩)委員長】 ほかに。
【八江委員】諫早湾干拓の調整池の水環境につ
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いてのことですが、諫早湾の調整池は、農水省

の所管する調整池と、国土交通省の本明川下流

域の水域と2つに区分されているのではないか
と。水辺は、もちろん水がたまっている場所で

すから両方一緒だろうと思いますけど、そのあ

たりの区別によって調査事業とか、そういった

ものが部分的に変わることがあるんですか。そ

れとも、全く水は一緒だからという形で、調査

その他についての各省の動きは関係ないんです

か。

【宮﨑環境部長】調整池の管理につきましては、

本明川水系ということで本明川の本流、そして

調整池全てが本明川という形で位置づけられて

おりまして、これは河川扱いになっております。

ですから、実質的な管理はどうなっているかと

申しますと、本明川の本流につきましては国土

交通省の直轄管理になっています。ただし、本

流から離れた調整池につきましては、県管理と

いうことで特別に管理規定が設けられていると

ころでございます。

ただし、この水質につきましては、平成19年
度、工事が完了した後に、要するに調整池をつ

くったのは、堤防を締め切った結果によって調

整池ができたということで、その一義的な水質

管理は農林水産省で行うということで、国土交

通省と農林水産省と長崎県が管理協定を結んで

いるところでございまして、実質的な管理の区

分は国土交通省と県なんですけれども、水質の

管理は農林水産省がやっているというふうな状

況でございます。

【八江委員】わかりました。水に関することは

農林水産省の管轄の中でということ。

水面は同じですから、本明川下流域と、そこ

ではいろんなことが、制限ではないけど、利用

する場合にかわってくる部分があると思います。

例えば本明川下流域の水面につきましては、

今、ありがたい、いい形でのあらわれ方をして

いるのは、水面を利用したボート関係の競技場

に世界一のコースではないかということで、

4,000メートル以上のコースがとれることから、
世界に誇れるボートのいわばメッカになせばど

うかということで、地元もボート協会を立ち上

げ、県のボート協会並びに県、あるいは国と一

緒になって、そういったことを進めていこうと

いうことでありますので、水質その他について

は、もちろん先ほど中村(和)委員が言われたよ
うに、水質の改善はできるものはしておかなけ

ればならないと思います。

ただ、よく誤解をされているのは、水の色が、

堤防内と堤防外と比較して航空写真を見れば、

澄んでいる水と濁った水と、濁った水が悪水だ

と。泥水であることは事実なんですけど、毒水

だという表現の仕方をする人が非常に多いんで

すけど、我々はそれは心外でありましてですね。

そういう表現を使うことは断じて許されない

ことだと思いますが、飛行機から見た場合は明

らかに色が違っていることは事実なんです。

だからといって、佐賀の六角川をはじめ、筑

後川から流れてくる水質と諫早の本明川から流

れてくる水質はほとんど変わらない。あるいは

それ以上にいい水だと言われております関係を

もっともっとアピールしておかないと。

今日の新聞にも出ていたように、諫早湾干拓

から流れた水で漁業被害が出ている、だから断

じて許されないんだと言われていますけど、全

く心外な話でありましてですね。その点はしっ

かり表現を明らかにしておかなければならない

とつくづく感じております。

環境関係の皆さん方には、数字上ではっきり

表現をしていただきたいと思うんですけど、ま
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ずは皆さん方の見方が、濁った水と外の水とど

のように思いますか。その感想をまず。これは

濁って汚いなと思うのか、性質上こうなんだと

いうことが十分説明ができますか。

【宮﨑環境部長】調整池の水については、いろ

んなご意見があるんですけれども、事実、確か

に見た目は、調整池の水は泥色をしていると。

一方、堤防の外側の諫早湾の水を見れば青々と

していると。だから、見た目、調整池の水が汚

いのではないか、そういうふうな印象を持たれ

るわけでございます。

これは何度も申し上げていますとおり、調整

池の平均水深が大体1.4メートル程度でござい
ます。ですから、少し風が吹けば、底にたまっ

ているガタをまき上げて、ああいうふうな茶色

になってしまう。だからといって水質が悪いか

と申しましたら、これは委員ご指摘のとおり、

有明海に筑後川もあれば六角川、沖端川もあり

ますが、そういうところの水質と比較して、調

整池の水は遜色はない。逆にいえば、向こうの

水よりもこっちの方がきれいではないかという

結果も出ているところでございまして、そうい

うふうな事実関係をしっかり県民の方に伝えて

いきたいと思っております。

【八江委員】そのようにはっきり表現をしてい

ただかないと、農林水産省関係でいえば、営農

地をつくって、そのためにいろいろなことが醸

し出されている部分がありますので、環境部の

立場からいえば、水を管理する中ではっきり物

を申していただいた方がいいのではないかと思

います。

それと、淡水湖ができて、もう20年近くにな
ります。水が淡水ですので、淡水生物が繁茂し

てきておりますし、前と比べて大きく変わって

おります、海水でできる生物と淡水でできる生

物がですね。淡水湖の中の生物も大きく成長し

ておりますし、また、特徴あるものができてき

ていると思います。

それと併せて、魚も淡水魚というのがありま

す。それはコイをはじめフナ、ヘラブナを含め

てですね。淡水魚として、よそに誇れるぐらい

の栄養豊富なところもあります。そういう関係

で肥大し、非常に大きくなりますので、コイだ

ったら1メートル以上、人間が乗れるぐらいと、
それぐらいの表現の仕方であります。今後は、

淡水魚の釣り大会もやろうかと計画をしており

ますし、淡水魚を含めて、水質の保全も考えて

いかなければならないのではないかなと思いま

す。

そしてまた植物。陸上の方は、営農地を含め

て、堤防道路を含めて、植物の大きな変化もな

されております。そういったものが歴史を積み

重ね、年の積み重ねによって自然の環境をつく

っていると思いますので、環境保全のためには、

そういったものに見合う保全をしていかなけれ

ばならない。それは今までと大きく変わってい

る部分もあるし、変わっていない部分もあるか

と思いますけど、地域に合ったものをしていか

なくてはならないと思います。

そういう中で、つい先日、新聞にも出ており

ましたが、7キロの干拓堤防道路に11年かかっ
てヒガンバナの植栽をしました。景観を保つ意

味と、諫早湾の美観を考える時に、雑草が生え

ているよりも、そこに花が咲いた方がいいので

はないかということで、私も提案をし、ある団

体の協力を得て、11年かかって7キロに33万球
のヒガンバナを植栽して、つい先日の新聞にも

載っていたと思いますけど、そういったものを

地域住民、あるいは県民が一緒になってやって

います。
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この団体は佐世保の会長さんたちばかりであ

りますけど、そんなふうに全県が一緒になって

環境美化に努めていますので、堂々と自信を持

っていろいろなことを進めていただきたいんで

すけど、ややもすると汚点を持っている諫早湾

ではないかと言われる部分がありますので、ま

ず、文字の面からはっきりしていただきたいと

いうことを強く私も求めております。

そういう中で、ここに水辺環境に関する教育

の実施、水辺空間の利活用を推進してまいりま

すと書いています。その教育の実施というのは、

どういう教育の実施をされるのか、利活用も具

体的にこうだというのがもしあったら、ここで

答弁いただきたいと思いますが、いかがでしょ

うか。

【吉原地域環境課長】環境教育の実施につきま

しては、具体的に諫早湾干拓の中央干拓農地で、

子どもさんたちに来ていただいて、中央干拓農

地の前面にあります自然干陸地に生息する生物

の観察とかをやっておりますし、また、調整池

の水質、それから生物等についても、どういっ

たものが棲んでいる、植栽としてどういったも

のが生えているということで教育をしていると

ころでございます。

また、そのほかにも諫早のエコフェスタにお

いても、諫早湾干拓調整池の状況、自然干陸地

におります動物の状況といったものを、アーケ

ードに来られる市民の皆さんに、内容について

ご説明をしているところでございます。

それから利活用につきましては、県央振興局

が中心となって諫早市と作業を進めておりまし

て、先ほど委員からもお話がありましたように、

競技用ボートのコースの整備、それに伴って観

覧施設とか駐車場の整備とかもなされる形も

ありますし、また環境部の方では、自然干陸地

の一部を用いまして飼料作の試験栽培を今後も

進めていこうというふうに考えているところで

ございます。

【八江委員】冬になれば渡り鳥が、皆さん方も

見たらびっくりするぐらいの、カモとか種類は

たくさんいると思います。もう少し県民にも国

民にもわかっていただきたいなと。環境上、非

常にいいところだから集まってくる。

逆に、営農地帯にカモの食害があっているこ

とも事実ですけど、相当これは環境上大きいプ

ラスになっているものではないかなと思います。

ぜひ、そういうことも含めてご検討いただきな

がら、いろいろなことで表現いただきたいと思

います。

そこで、私はずっと長く議員をしている関係

から、諫早湾の干拓事業ができ上がった頃に、

諫早の干拓記念館をつくっていただきたいと何

度となく申し上げておりました。皆さん方、も

う担当がかわられているから記憶にない部分が

あるかもしれないけど、近いうちにまたそれは

はっきり申し上げておきたいと思います。

雲仙災害記念館は、ご存じのとおり立派なも

のができております。諫早湾干拓事業は、事業

費2,500億円をかけてできた干拓事業です。東の
諫干、西のハウステンボス。ハウステンボスも

2,500億円かけてできたものです。
そういうことを考えて、世間にお騒がせして

いる部分もありますけど、そこには干拓の歴史

というものが刻まれてきていることは事実です。

それを諫早市としては、諫早の「干拓の里」と

いうところに小さい干拓資料館があります。こ

れはもう20年ぐらいになるかと思いますけど、
でき上がっております。それは本当にわずかな、

諫早の干拓の歴史を残すためです。それは、数

百年続いてきた諫早湾の干拓をそこに残そうと
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いうことで、市長さんをはじめ、市の計画の中

で。

今回は大事業で、国が直轄事業で諫早湾干拓

事業を進めてきたわけです。しかも2,500億円と
いうものでできた。そして、いろんな諸問題が

あります。それらの歴史を残す中では、環境の

中で残さないといけない。野鳥を含め水生植物

から、いろんなものもあると思いますけど、そ

ういった干拓の歴史を残さないといけない。

これは農林水産省が中心になっていかなけれ

ばならない部分だと思いますけど、皆さん方も

併せてやっていかなければならないと思います。

その考え方について、私は強く求めたいと思い

ますけど、環境部としては、そういったものが

必要なのか、必要ないのか、後世に。

先ほど教育というものがありましたが、国民

に教育上、歴史を残すためには大事なことだと

思いますけど、その考えについて、部長、どう

でしょうか。

【宮﨑環境部長】委員がおっしゃいますとおり、

干拓の歴史というものがございます。そもそも

干拓の目的は防災というふうな観点から、当時、

諫早の市民の方たちが水害で苦しんでいらっし

ゃると、それに対して何とかしてほしいという

のが今回の諫干事業でございます。結果として

堤防ができまして、水害がほとんどなくなった

というふうな状況であります。

しかしながら、一方で、若い人たちは昔の経

験がない。だから、今の状態が当たり前という

ふうな若い人たちがたくさん出てきているのも

事実でございます。そういうふうな観点から、

そういう歴史を未来につないでいくのは大変意

義深いものがあろうかと思っています。

さらに、先ほどもありましたけれども、新た

な生態系というものができ上がっている。これ

を県民の皆様に伝えるのも、実は環境部の役割

になるんでしょうけれども、ここも意義深いも

のがあると思っております。

ですから、記念館の建設につきましては、今

後どういうふうな形ができるのかというのを含

めて検討していきたいと思っております。

【八江委員】ぜひ、各部横断的に検討いただい

て、お願いしておきたいと思います。我々も地

元に住んで水害に遭った人間の一人として、後

世に残すことはしっかりしておかなければなら

ないという思いで、何回となくお願いをしてお

りました。

裁判等も最終段階に近い状況になっておりま

すので、我々もそれを見ながら、改めてお願い

していこうと思います。どうぞその点をひとつ

よろしくお願いします。

生命、財産を守る諫早湾干拓事業の堤防であ

りますので、そういったものを活かしながら、

2,500億円、あるいはそれ以上の投資をやってき
たものを何らかの形で残していくことが、課せ

られた役割ではないかなと思いますので、それ

は要望して私は終わりたいと思います。よろし

くお願いいたします。

【坂本(浩)委員長】 ほかにございませんか。
【山口(初)委員】 昨日も、土木部の審査があり
まして、ちょっとお尋ねしようとしたんですが、

県立公園の関係です。県立運動公園とか百花台

公園とかは土木部が所管しているけど、一般の

自然公園については環境部ということで、環境

部の皆さんにお尋ねします。

県立公園の維持管理についてです。今、県内

で、皆さんが管理をしている県立公園は幾つあ

るのか。類別に分けられて管理されているのか、

その辺についてお知らせをいただきたいと思い

ます。
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【立田自然環境課長】 国立公園が2つ、国定公
園が2つ、それから、県立自然公園が6つという
形になっています。（「もう少し大きな声で」

と呼ぶ者あり）

国立公園が2つございます。それから国定公
園が2つございます。それから県立の自然公園
が6つございます。
【山口(初)委員】 国立公園雲仙については、議
案説明資料の中に活性化について取組をなされ

ているということなので、これはこれでしっか

りやってほしいと思うんです。

私は、地元の琴ノ尾公園についてお尋ねした

いんですけれども、その前に、それぞれの自治

体に公園があるわけですが、県と市、町の役割

分担といいますか、そのことはどのように整理

されているのか、お尋ねします。

【立田自然環境課長】自然公園の施設に関して

は、県が整備しているものと地元の市、町が整

備しているものがございますので、まずはその

整備した主体が管理をしている状況にございま

す。

県がつくったものに関しましては、指定管理

を行っているものもございますし、県から市、

町にお願いをいたしまして維持管理をしていた

だいているところもございます。

【山口(初)委員】 ちなみに琴ノ尾岳の頂上にあ
ります琴ノ尾公園、概略を言いますと、琴ノ尾

岳は大体455メートルですかね、その頂上に神
社が祭ってあって、その周囲が公園化されてい

まして、展望台もちゃんと、県の方でだと思い

ますが、設置をしていただいています。

360度の景観が望める眺望のすばらしいとこ
ろなんです。東は諫早とか有明海が望めますし、

南は長崎市内、西の方は時津方面、北は佐世保

から北松の方に向けて望めまして、目の下には

大村湾がありまして大村市がある。その中に長

崎空港がございまして、飛行機の離着陸も、そ

の展望台からもよく望める状況だったんですが、

スギとかヒノキが公園の外にたくさん生えてい

まして、全く眺望が望めない状況になっていま

す。スギ、ヒノキが大きく成長しているもので

すから。

何とかそれをきちっと処理をしないと、360
度の眺望が売りの公園が、全く価値がなくなっ

ているという状況です。そのことについて認識

されているかどうかお尋ねします。

【立田自然環境課長】今、委員ご指摘の琴ノ尾

岳の園地は、ご説明いただいたとおり施設がご

ざいまして、それらに関しましては、県が設置

しているものと諫早市が設置しているもの、そ

れから長与町が設置しているものと、3つの自
治体が設置している状況でございます。管理に

関しましては、全体として取りまとめて諫早市

にお願いをしているところでございます。

今、ご指摘のありました、樹木が生えて空港

の方が見えないということに関して、指摘を過

去にも受けたことがございまして認識している

ところですけれども、委員がご指摘のとおり、

公園の敷地外の民有地に生えている樹木でござ

いまして、これまでも何回か、地元の長与町を

通じて所有者の方と調整を図ったことがござい

ます。売るために育てている樹木ということも

ございまして、なかなかご理解いただくことが

できずに現状に至っているということでござい

ます。

ということで、認識はしているところですけ

れども、現状、なかなか対応ができていないと

いうことになっています。

【山口(初)委員】 そういう状況で民有地に、県
の公園の外に、大村湾を望むところに、もう何
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年もなりまして本当に大きくなって、私どもが

子どもの時にはきちっとみんな見えていたんで

すけどね。

そのことについて、地権者の方ともお話をし

ていただいているようですが、要は木を切って

いただければ見えるようになるんですが、どう

も聞くところによると、木を切るだけではなく

て、地面から県で管理してほしいというような

ことをおっしゃっていると、直接ではないんで

すが、間接的にお聞きしたことがあるんです。

そういうケースの場合に、県立公園の枠を拡

大するという形になるかと思うんですが、その

ことについて、どう対応できるのかなと、私ど

もとしてはやってほしいなと思っているんです

けど、いかがでしょうか。

【立田自然環境課長】今お話のありましたとお

り、支障になっている樹木に関しては所有者の

理解を得て切る場合と、もちろんその土地が県

であったり、あるいは町であったりという場合

には、その土地管理者が切ることができる状況

にあります。

本件につきましては、これまでの調整の中で、

その樹木は売ろうと思っているという形で伺っ

ておりました。そういったことがあれば、もち

ろん買うとなるとお金がかかることでございま

すので、県で買うかどうかというところも含め

て検討ですけれども、絶対にできないというこ

とではないかと思います。

ただ、一方で、かなりの面積を購入しなくて

は、空港まで見ることができないという状況に

なってくると思いますし、その後の土地の管理

ということを考えますと、かなりの負担もござ

いますので、今お聞きしたことや土地所有者の

ご意向を踏まえて調整に当たりたいと思ってい

ます。

【山口(初)委員】 琴ノ尾岳の頂上には神社が祭
ってありまして、管理はちゃんと下の神社がし

て、地元自治会長さんたちが春と秋には例祭を

やっていまして、みんな集まって安全とか豊作

とかを願っての例祭があるんです。その中でも

自治会長さんたちから、これは何とかしないと

本当にそこが死んでしまうと、せっかくの公園

が、展望台まで県はきちっと整備をしていただ

いているので、何とかしないといけないという

ことなんです。

まずは木を切ること。しかし、それは相手方

があることですから、いろんな条件をおっしゃ

ると思います。まずは木を切らせていただくこ

と。それがだめなら、土地からということにな

るとすれば、そっちの方向までやってもらわな

いといけないかと思います。

数年前にこの話は起きたことで、地権者の方

も十分にご理解されていて、だんだん視界が悪

くなっていることもご承知だと思いますから、

ご協力いただけるような状況も起きてくるので

はないかなと思いますので、県立公園を維持管

理するという立場から、しっかりそれぞれの地

元とも協力をしていただいて、ぜひやっていた

だければと思うんですが、いかがでしょうか、

その決意を。

【立田自然環境課長】何年か前に地権者の方と

は話をさせていただいているところですが、状

況も変わってきているかと思いますので、現状

どういったお考えか、それから当然、町、市と

も調整をしなくてはなりませんので、結論とし

てどうなるかというところは調整次第だとは思

いますけれども、前向きに調整はしたいと思い

ます。

【山口(初)委員】 家族連れとか子ども連れが、

ここを楽しみに長崎市内の方からも、周辺から
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おいでになりますので、県としては、ここをき

ちっと維持管理するということを、ぜひよろし

くお願いしたいと思います。

部長、最後にご見解を。

【宮﨑環境部長】大変申し訳ないんですが、琴

ノ尾岳は、行ったことはあるんですけれども、

今の現状を私は知らないものですから、まずは

現場を見たいと思っています。

それを踏まえて、地元の方、そして所有者の

方はどういう意向なのかというのを確認させて

いただきたいと思っています。

【坂本(浩)委員長】 しばらく休憩します。

― 午前１１時３７分 休憩 ―

― 午前１１時３７分 再開 ―

【坂本(浩)委員長】 委員会を再開いたします。

ほかに質問がないようですので、環境部の審

査結果について整理したいと思います。

しばらく休憩いたします。

― 午前１１時３８分 休憩 ―

― 午前１１時３８分 再開 ―

【坂本(浩)委員長】 委員会を再開いたします。

これをもちまして、環境部関係の審査を終了

いたします。

それでは、午前中の審査はこれにてとどめ、

しばらく休憩いたします。

午後は、1時30分から委員会を再開し、県民
生活部関係の審査を行います。

― 午前１１時３９分 休憩 ―

― 午後 １時３０分 再開 ―

【坂本(浩)委員長】 委員会を再開いたします。

これより、県民生活部関係の審査を行います。

委員会による審査を行います。

県民生活部においては、今回、委員会付託議

案がないことから、所管事項についての説明及

び提出資料に関する説明を受けた後、陳情審査、

所管事項についての質問を行います。

まず、県民生活部長より、所管事項説明をお

願いいたします。

【木山県民生活部長】環境生活委員会関係議案

説明資料、県民生活部をお開きください。

今回、県民生活部関係の議案はございません

ので、議案以外の主な所管事項についてご説明

いたします。

1ページをお開きください。
女性の活躍推進について、人権尊重の社会づ

くりの推進について、2ページになりますが、
犯罪のない安全・安心まちづくりの推進につき

ましては、それぞれ記載のとおりでございます。

3ページをお開きください。
犯罪被害者等支援につきましては、本年7月

16日に公布・施行の長崎県犯罪被害者等支援条
例に基づき、犯罪被害者等の方々への支援を総

合的、体系的に推進していくための長崎県犯罪

被害者等支援計画の策定に向け、計画素案を作

成いたしました。今後、計画素案について、県

民の皆様をはじめ広くご意見を反映させるため、

パブリックコメントを実施し、最終的な計画案

を取りまとめることとしております。

また、同条例の制定に伴い、県、県警、市町、

関係機関・団体等が一体となって犯罪被害者等

支援に取り組む機運を醸成するとともに、広く

県民の理解の増進を図るため、10月には「長崎
県犯罪被害者等支援シンポジウム」を、11月に

は「生命
い の ち

のミニメッセージ展」をそれぞれ開催

することとしております。

今後とも、犯罪被害者等支援の更なる充実に

向けた取組を推進し、共に支え合い、誰もが安
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心して暮らすことができる社会の実現に努めて

まいります。

このほか、3ページにつきましては、平成28
年度県民経済計算について、統計利活用の推進

について、4ページになりますが、食育の推進
について、次期まち・ひと・しごと創生総合戦

略の策定につきましては、それぞれ記載のとお

りでございます。

次に、環境生活委員会関係議案説明資料（追

加1）、県民生活部をお開きください。
追加でご報告いたしております、令和元年8

月豪雨被災地支援の災害ボランティアバスの運

行につきましては、記載のとおりでございます。

以上をもちまして、県民生活部関係の説明を

終わります。

よろしくご審議を賜りますようお願いいたし

ます。

【坂本(浩)委員長】 次に、交通・地域安全課長
より補足説明の申し出があっておりますので、

これを受けることといたします。

【宮﨑交通・地域安全課長】長崎県犯罪被害者

等支援計画素案について、ご説明をいたします。

この支援計画につきましては、県全体の犯罪

被害者等支援の更なる充実を図るに当たり、長

崎県犯罪被害者等支援条例第10条の犯罪被害
者等の支援に関する計画に基づき、新たに策定

するものでございます。

補足説明資料にございます支援計画の1枚目
をお開きください。

目次に記載しておりますとおり、この支援計

画は、1の「支援計画について」から、5の「資
料編」までの5つの構成としております。
この中で具体的施策を取りまとめた、4の「犯

罪被害者等支援に向けた施策」についてご説明

いたしますので、末尾にありますＡ3版の資料

をご覧ください。

犯罪被害者等支援に向けた施策の体系につき

ましては、条例の各条項に沿って5つの重点課
題に分けておりますが、この中の主な施策につ

いてご説明いたします。

まず、1つ目の「犯罪被害者等支援のための
体制の整備への取組」につきましては、（1）
総合的支援体制の整備において、市町に対する

情報提供、助言及び連携や、長崎県市町犯罪被

害者等支援推進協議会の設置などにより、県、

市町及び関係機関・団体が相互に連携、協力し

て支援を推進する体制を整備することとしてお

ります。

また、（3）犯罪被害者等支援にかかる人材
の育成では、市町と連携した行政職員に対する

研修等の充実などにより、支援に従事する県及

び市町の職員等が、犯罪被害者等の置かれてい

る状況を理解し、二次被害を防止するとともに、

専門的知識の向上を図ることとしております。

次に、2つ目の「経済的負担の軽減の取組」
につきましては、（1）経済的な助成に関する
情報の提供・助言において、犯罪被害給付制度

の運用や性暴力被害者にかかる医療費等の助成

などにより、既存の経済的支援制度に関して確

実な情報提供を行うとともに、迅速な手続によ

って負担の軽減を図ることとしております。

次に、3つ目の「精神的・身体的被害の回復、
防止への取組」につきましては、（3）の学校
における支援において、被害少年等に対する学

校におけるカウンセリング体制の充実などによ

り、児童生徒の発育状態等に応じて心のケアを

行うこととしております。

最後に4つ目の「県民の理解の増進と配慮、
協力の確保への取組」につきましては、（1）
の県民の理解の増進において、犯罪被害者週間
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における市町及び関係機関・団体と連携した集

中的な啓発活動の展開などにより、様々な広報

手段を通じて、県民及び事業者に対し、犯罪被

害者等の置かれた状況や二次被害の防止につい

て周知することとしております。

資料によるご説明は以上でございますが、今

後とも市町及び関係機関・団体と連携し、本県

における犯罪被害者等支援の充実に向けた取組

を推進してまいります。

これで、長崎県犯罪被害者等支援計画素案に

ついての補足説明を終わります。

【坂本(浩)委員長】 次に、提出のありました政
策等決定過程の透明性等の確保などに関する資

料について、説明をお願いいたします。

【吉野県民生活部次長兼県民協働課長】それで

は、「政策等決定過程の透明性等の確保及び県

議会・議員との協議等の拡充に関する決議」に

基づき、本委員会に提出いたしました県民生活

部関係の資料についてご説明をいたします。

1ページ目をご覧願います。
知事及び部局長等に対する陳情・要望のうち、

本年6月から8月に県議会議長宛てにも同様の
要望が行われたものは、「令和2年度 国政・県
政に対する要望書」の1件となっており、それ
に対する県の取り扱いは、資料記載のとおりで

あります。

次に、2ページ目をご覧願います。附属機関
等会議結果についての本年6月から8月の実績
は、令和元年度長崎県食品安全・安心委員会な

ど計5件となっており、その内容については、
資料3ページから7ページに記載のとおりであ
ります。

以上をもちまして説明を終わらせていただき

ます。

【坂本(浩)委員長】 以上で説明を終わります。

次に、陳情審査を行います。

お手元に配付いたしております陳情書一覧表

のとおり、陳情書の送付を受けておりますので、

ご覧願います。審査対象の陳情番号は20番と44
番です。

20番と44番、結構多岐にわたっていてですね。
具体的に県民生活部関係の内容がわかれば、項

目だけでも教えていただければと思うんですが。

20番が、離島振興の推進に関する要望書で全国
離島振興協議会から出されているんですよね。

私がざっと見る限り、これかなと思ったのは、

燃料の関係かな。7ページの13、離島の燃油価
格等の是正について、これは当てはまるなと思

ったんですけど。20番は、それだけでいいです
か。ちょっと確認をしたいんです。

【吉野県民生活部次長兼県民協働課長】今、委

員長がおっしゃったとおり、陳情番号20番は7
ページの13番（1）は該当しております。
もう一つの陳情番号44番は、2ページの9番、

「毎月勤労統計調査の適切な処理について」の

ところが県民生活部の該当になっております。

【坂本(浩)委員長】 これだけですね。ありがと
うございました。

ということだそうでありますので、多岐にわ

たっている中のそれぞれ1項目ずつということ
ですけれども、陳情について、何か質問はござ

いませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

【坂本(浩)委員長】 質問がないようでございま
すので、陳情につきましては承っておくことと

いたします。

次に、議案外の所管事務一般に対する質問を

行うことといたします。

まず、政策等決定過程の透明性等の確保など

に関する資料について、質問はございませんか。
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕

【坂本(浩)委員長】 質問がないようですので、

次に、議案外所管事務一般について、ご質問は

ありませんでしょうか。

なお、委員お一人当たり、1巡目は20分を目
安に、質疑応答をよろしくお願いいたします。

【中村(和)委員】 ちょっとお尋ねしますけど、

いただいた議案説明資料の中にある平成28年
度の県民経済計算について、県民所得が平成27
年度より3.8％の増ということになっているん
です。これについて。

今までずっと中村知事も、県民所得を上げよ

うということでいろんな努力をされたんですが、

今回、幸いにして3.8％上がった要因を、わかる
範囲で結構ですから説明していただけますか。

【笠山統計課長】 平成28年度の県民経済計算
の結果について、県民所得が上がった要因につ

いてのご質問でございますが、県民経済計算、

県民所得の推計の変動に大きな影響を与えると

ころは、やはり製造業でございます。

これは平成28年度分でございまして、平成28
年1年間の実績について、平成29年工業統計の
結果によりますと、製造業の中でも輸送用機械、

それから汎用生産用機械、こういったものの伸

びが非常に高くて、製造業全体で約12％、付加
価値が伸びておりました。

工業統計の数字をそのまま県民経済計算に使

うわけではなくて、1年間の分を年度に転換を
したり若干の補正を行ったりしているんですけ

れども、県民経済計算上の総生産額でも製造業

が12.2％、額として905億円伸びております。
工業統計の増加率で汎用機械が37％、輸送用機
械が58％といった大きな伸びを示しておりま
した。

おかげで県民所得については、一人当たりは

251万9,000円ということで3.8％、1年前の平成
27年度分については公表時点では238万8,000
円だったんですけれども、基準が変わることで

推計をし直しますので、平成27年度が242万
7,000円となりまして、この額を9万2,000円上
回っているという状況でございます。

【中村(和)委員】 諸般の事情じゃないけれども、
製造業の影響がかなり大きくて、それでアップ

したということなんでしょう。

私、以前から思うんですけれども、長崎県の

県民所得が大きく上乗せができないのは、いろ

んな工業団地に企業誘致をやっているけれども、

どうしても長崎県内に製造業の業者が少ないの

が一番ネックだと思うんです。

長崎県内に製造業者をもっともっと呼び込も

うということで、現在、私どもの地元の諫早で

も産業団地を新しくつくっています。そういう

ところに本当に製造業の方たちがたくさん入っ

てくれればいいんだけれども、

課長が考えている、長崎県に製造業がどんど

ん入ってこない、企業誘致して入ってこない理

由はどこにあると思われますか。わかりますか。

ちょっと所管が外れると思うんだけれども、課

長として、今の長崎県の状況といろんなことを

考えた時に、製造業がなんで長崎県に入ってこ

ないのか、どういうふうな判断をもっておられ

るか聞きたいんですけど。

【笠山統計課長】私は統計課長でございまして、

ご質問の点については政策企画課、あるいは産

業労働部、そういった所管になろうかと思いま

す。

ご質問のお答えにはなりませんけれども、企

業誘致はそれぞれの部局で真剣に取り組んで、

一定の成果が上がっていると考えているんです

が、その結果としての県民所得への反映につい
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て、若干ご説明をさせていただければありがた

いと、よろしいでしょうか。

先ほど申し上げましたように、県民所得に大

きく変動を与えるのはやはり製造業でございま

して、本県の県民所得が低迷している要因につ

いて考えてみた時に、平成28年度分の県民経済
計算の中で産業構造の分析もしているんですけ

れども、製造業のウエート、構成比が約18％な
んです。これを同規模の都道府県と比べてみる

とやはり低い。国全体の平均と比べて約9割、
これは特化係数という言い方をしておりますけ

ど、そういうところがございます。

割合が低いだけではなくて、そこは生産性の

問題がございますので、製造業の労働生産性で

見ますと、国の平均の製造業の部分は約7割と
いうことです。そういう製造業のウエート、そ

れから生産性といったところが、推計上は大き

な課題であるなというふうに統計課長としては

考えておりまして。

冒頭にご質問いただきました企業誘致の課題

につきましては、申し訳ございませんが、所管

外でございますので、答弁は差し控えさせてい

ただきたいと思います。

【中村(和)委員】 ありがとうございました。今
の答弁、産業労働部長に聞かせたいような答弁

でしたね。

企業誘致に関して、いろんな部署が範囲の中

にあるわけですよね。今、課長が言われたよう

な考え方もあるし、そういうところはいろんな

部署の方たちが一緒に集まって、いろんな知識

を展開していって、何とかしようという努力が

必要だと私は思うんですよ。

今、本当にいい意見を言ってくれたと思うん

だけど、そういうところを本来の企業誘致に関

する担当課にもう少し伝えていただければと思

う気持ちもあるものだから、いい答弁をいただ

いたなと思っています。

ぜひ今後も、中村知事もしょっちゅう言って

いますので、とにかく県民所得を上げられるよ

うな対策を、部長、よろしくお願いいたします。

それと、もう1点です。犯罪のない安全・安
心のまちづくりの推進とありますけれども、幸

いにして犯罪件数が前年度の同期と比べて減少

しているということです。

私たちも長崎県は他県から比べれば犯罪率が

低い県だとわかっているんですけれども、そこ

は何が要因なのかというのはなかなか見出せな

いと思うんです。県民性の問題、地理的条件、

いろんな条件が重なって長崎県が少ないと思う

んだけれども。

ただし、皆さんもご存じのとおり、近々の間

に、考えられないような過疎地で殺人事件とか、

いろんなことが起こっているじゃないですか。

長崎県は過疎地も非常に多いわけで、人通りが

少ないところ、そしてまた夜に電灯がつかなく

て暗いところ、そういうところが犯罪の温床に

なっているのかなと思うところがあるものだか

ら、ぜひとも犯罪の減少に対しては事前対策を

何らかの形でとっていく必要があるんじゃない

かなと思っています。

今回、お父さんとお母さんの2人が亡くなっ
て、子ども1人が重傷、1人が軽傷です。これを
テレビの報道で見る感じでは、本当に周りに何

もない、森に囲まれたような一軒家でしょう。

そういうところでそういう事件が起こること自

体が、私は不思議でならないんですよね。

長崎県は、幸いにして犯罪率とか事件件数は

減っているんだけれども、今後、部長として、

この犯罪減少に対してどのようなところに力を

入れていくべきだと思っているのか、また、ど
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ういうところに力を入れなければならないと思

っているのか、一言答弁をいただきたいと思い

ます。

【木山県民生活部長】犯罪のない安全・安心ま

ちづくりの推進ということに関しましては、こ

れまでの長い経過の中で、担当、警察その他、

地域の皆さん方のご協力も得ながら、こういう

ふうな良い状況が保たれているものだと考えて

おります

しかしながら、お話がありましたとおり、突

如としていろんな犯罪が起きますし、特殊詐欺

とか高齢者の被害もまだまだ減らないという状

況がございます。

当然私どもとしましては、そういったことに

関しまして啓発等にこれまで以上に力を入れて

いきたいと思っております。これから先は、お

っしゃいましたような家がちょっと集落から離

れたようなところとか、そういったところにつ

いて取組を進める上では、やはり地域の方のご

協力を得なければ、行政だけでは全てに十分な

目くばりをすることが難しいと思っております

ので、今後は、啓発の中でも地域の皆さんに参

加していただいて、防犯について考えていただ

くようお願いをしてまいりたいと考えておりま

す。

【中村(和)委員】 ありがとうございました。
私もいろいろ話をしているんだけど、周辺部

の地域は夜も街灯の数が少なく、いろんな意味

で暗い場所が多いわけですよね。犯罪を起こそ

うと思ったら、やっぱり人目に触れない、そう

いう場所が多いと思うんです。

現在、県警に私たちもいろいろ頼みながら、

例えば歩道の暗いところには照明をつけてくれ

というお願いをしているんだけれども、これも

なかなかままならないんですよ。

国道、県道合わせて横断歩道があるところは、

ちゃんと照明がついているんです、事故がない

ようにということで。しかし、ほかのところの

歩道とかなんとかにはなかなかつけてくれない

んだ。

学校周辺、通学路含めて、そういうところに

人の目で見えないような暗い場所をつくってお

ったらまずいと思うんだ。歩道も含め、以前に

事件があった、事故があったところでもつけて

くれないんですよ、県警でもね。

横断歩道がないから、車にはねられて死亡事

故が起きた。そこに横断歩道を設置してくれ。

しかし、できない。なら照明だけでも設置して

くれ。それもできない。なかなか難しいんです、

規制が絡んでいますから。

だから、ここは事件が起こりそうな場所だと

いうのを各市町に聞きながら、もう少し事前対

策をやる必要があると思うんです。

ただし、どこもかしこもやっていくのは、予

算的な問題もありますから、なかなか難しいと

思うんだけれども、とにかく子どもたちが通学

する通学路だけは明るくする必要があると思う。

だから、そういうところをぜひ県民生活部とし

て、県警ともいろんな話をしていきながら、要

するに危険個所の点検を再度、入念にやってい

ただいて、事故を未然に防ぐということを考え

て、そういうところにもう少し力を入れていた

だきたいと思っていますので、よろしくご理解

をいただければと思っています。

【中山委員】それでは、2～3点お聞きします。
まず最初に、女性の活躍推進についてという

ことで。

先般もウーマンズジョブほっとステーション

を視察させていただきました。この中で、起業

を目指す女性の就業支援を促進するとうたって
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いるようですが、今からの時代は、女性が起業

していくことが、この条件を整えていくことが

長崎の活性化のためには非常に有効ではないか

と思いますし、長崎の女性が、かなりの人が県

外に出て行っていますので、その辺の歯止めも

かかるんじゃないかと思っているわけでござい

ます。

起業した女性がどの程度、数がいるのか、そ

してまた職種はどういう職種なのか、年代別に

はどういう人が起業までいっているのか、わか

れば教えてくれますか。

【有吉男女参画・女性活躍推進室長】女性の起

業促進ということで、平成27年度から取り組ん
でおりますけれども、現在、起業をした件数で

申し上げますと、（「ちょっと声を大きくして」

と呼ぶ者あり）

平成27年度から、女性の起業促進に取り組ん
でまいりました。現在、起業した件数は8件で
ございます。

女性の方は、趣味を活かしての起業が多い傾

向があり、内容としましては、インテリア販売

や雑貨、パワーストーン販売などを行っていら

っしゃいます。

年代別については、申し訳ございませんが把

握はしていない状況でございます。

【中山委員】趣味を活かした起業が多いという

話でございました。それはそれとして、例えば

福祉の部分であるとか、そういう部分で起業で

きる可能性があるんじゃないかと思います。こ

の辺の政策的な支援については産業労働部でや

るのか、よくわかりませんが、その辺をもう少

し膨らませていく必要があるのではないかとい

う思いがいたしました。

それと、起業した成果としては8人というこ
とでありますが、そこで雇用は発生しています

か。

【有吉男女参画・女性活躍推進室長】雇用につ

きましては、具体的には把握しておりませんが、

訪問した際に、1人で創業されている、もしく
は従業員の方を数名雇って創業されている、そ

ういった就業の形態が把握できているところで

す。

【中山委員】女性の感覚で経営をしてもらうと

いうことが、今からの時代はどうしても求めら

れているんですよね。

そうなると、起業を目指す女性のニーズを的

確に把握できているのかどうかわかりませんが、

もう少し起業の呼びかけというか、そういう働

きかけをもう少ししてもいいのではないかと思

いますので、ＰＲを含めて、起業を目指す女性

を何としても増やしてもらって、ここで活力を

つけてもらうことが非常に大事だと考えており

ますので、そういう方向でひとつ努力をしてほ

しいと思います。

そこで、本県の女性経営者も結構いるのでは

ないかと思いますが、例えば男性、女性で6対4
とか、そういう数字がわかれば。

それと、九州で、女性の経営者の率は、長崎

はどういう状況にあるのかわかりますか。

【有吉男女参画・女性活躍推進室長】大変申し

訳ございません。本県における女性経営者の割

合、並びに九州における本県の女性経営者の位

置づけについては把握をしておりません。

【中山委員】 男女参画・女性活躍推進室は、ウ

ーマンズジョブほっとステーションとか、こう

いうことをやるということでありますが、女性

をどう活躍させていくかについては、女性の現

状をもう少し把握した上で、いろいろと戦略を

かけていくことが重要ではないかと思いますの

で、全体的な問題についても把握に努めていた
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だくことを要望しておきたいと思います。

それと、県内を巡回して相談を受けたり、イ

ンターネットで相談体制をつくったりというこ

とで、それは一定理解しますが、その下に「今

後も働きたい女性の就業を促進する」となって

いますね。

私は、平成30年度に女性の就業率がどういう
状況になっているのか、そして、これをどうい

うふうな形で上げていくのかと、こういうふう

に感じるんですよね。ただ単に起業を促進する

だけでは納得できないと思うんです、私は議員

としてね。

その辺を含めて、現在の女性の就業率がどう

なのか、そして、何か目標があって目指してい

るのか、それについて教えていただきたいと思

います。

【有吉男女参画・女性活躍推進室長】女性の就

業率は、長崎県内では現在、65.9％となってお
ります。徐々に就業率は上昇している傾向でご

ざいます。

本県におきましては、働きたいけれども働け

ないという環境の女性が約3万人いらっしゃい
ます。その中で、特に育児、介護を理由として

働きたいけれども働けていない方が約1万人い
らっしゃるという状況でございます。

この方々が希望どおり働けるように、ウーマ

ンズジョブほっとステーションを活用していた

だきまして、就労につなげていけるよう引き続

き努力してまいりたいと考えております。

【中山委員】 3万人の、働きたいけれども働け
ない人を支援していきたいということです。

子育てをしながら、そういう思いをしている

という話がありましたけれども、ここで間違っ

ていかんのは、子育ても仕事なんですよ、会社

に出ていって仕事をするだけが仕事ではなくて。

その辺をよくよく頭に入れながら、ぜひ就業率

の向上に努めていただくことを要望しておきた

いと思います。

次に、統計利活用の推進についてということ

であります。統計が重要であると、国において

も証拠に基づく政策立案をするということであ

りますから、大変いい方向だと思うんですが、

一つだけ疑問がいつもあるのは、先ほど中村

(和)委員から話がありましたけれども、平成28
年度の県民経済計算で、県民所得は平成28年度
分しか出てこないわけですね。今はもう令和元

年です。常に3年、長いと5年ぐらい遅れて統計
が出てくるんです。

政策に応じて長崎県独自で調査する、そうい

う機能は統計課にはあるんですか。まずそこを

お聞きします。

【笠山統計課長】委員ご指摘のとおり、統計デ

ータを政策立案に反映させるというのが、全国

的に課題といいますか、重要性が指摘されてお

りまして、本県においてもそういった方向に向

けて、統計課としては各部局の支援を進めてい

るところでございます。

ご質問いただきました本県独自で調査すると

いうところでございますが、統計課において全

ての分野について調査するということではなく

て、各部局の政策課題に応じて独自のアンケー

ト調査などで、実際の調査の必要なサンプル数

とか、アンケートの設問の仕方とか、そういう

ところを現在、部局の相談に応じて支援、アド

バイスをしているところでございます。統計課

だけでするというのは、なかなか難しいと考え

ております。

【中山委員】私の考えからすれば、統計課が政

策企画課あたりと一緒になって取り組んだ方が

いいのではないかという気がしているんですけ
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れどもね。

県の重要課題である県民所得とか人口減少問

題については、全国平均ということではなくて、

やはり長崎県独自のね。国が統計をとったもの

を、何年か後送りして分析してやるということ

では、とてもじゃないけれども、こういうスピ

ード時代である中で追いつくことはできないと

思うんです。

今後は県が最重点項目でやるんだということ

であると、それは全庁挙げて。統計課が中心に

なっていいと思うけど、全庁挙げて専門家をつ

くって分析をしていくと。それと合わせて、生

の直近の情報をとって分析せんことには、なか

なかこれは追いつきませんよ。そこに少し不満

があるわけであります。

ぜひ、統計課長の立場で、委員会でこういう

意見が出たということで、議論を庁内でしてい

ただければと思いますので、それは要望してお

きたいと思います。

それで、もう1つ、2つありますが、職員の力
量をどう上げていくのか、施策立案をどうして

いくのかという話があるわけですが、その中で、

学術研究機関との連携とありますね。実質的に

どういうことをやっているのか、具体的に説明

してくれますか。

【笠山統計課長】先ほど、ご要望ということで

ご指摘いただいたこと、大変ありがとうござい

ます。

現在、統計課において、まだ取組を始めたば

かりでございますが、一つ大きなところとして

ご報告をさせていただきたいのは、今年の4月
から、総務省統計局との人事交流を始めまして、

統計調査に明るい職員を統計課に配置いたして

おります。

一方、本県からは統計課経験者を、省庁の地

方移転の関係で和歌山県にあるんですけど、総

務省統計データ利活用センターというのが昨年

の4月にできておりまして、ここにうちの職員
を派遣しております。こういう人的な交流を進

める中で、本県の職員の統計リテラシーといい

ますか、資質を高めていきたいと考えておりま

す。

ご質問いただきました学術機関との連携の部

分ですが、大きく2つございます。基本的には
統計データの利活用ということですが、1つに
は、県政のさまざまな課題について、統計分析

を実践的に行うという研修を5回ほどやってお
りまして、学術研究機関というのは、長崎大学

の先生方が新たに組織した民間法人に委託して、

5回程度の講座の中で県政の課題について実際
に分析をやってもらうということを、専門的な

実践的研修をやっております。

もう一つは、庁内各部局のいろんな課題のう

ち、幾つかのテーマについて、そういった先生

方の専門的、あるいは技術的な助言をいただく

機会を統計課の方でマッチングして設けていこ

うと。ただ、予算にも限りがございますので、

件数等は限られておりますけれども、委員ご指

摘の人口減少に関するさまざまな課題が上がっ

てくるものと思っておりまして、今、球出しの

最中でございます。

こういった専門的な機関と実際の各部局との

つなぎを統計課でやっていく、支援体制の窓口

をつくりつつあるということでございます。こ

ういった取組を通じて、県庁全体のＥＢＰＭ、

証拠に基づく施策立案の取組を進めていきたい

と考えております。

【中山委員】 職員の総務省との人事交流を4月
から始めたということでありますし、長崎大学

とかに委託をして講義をいただいたり、助言を



令和元年９月定例会・環境生活委員会・予算決算委員会（環境生活分科会）（９月２５日）

- 90 -

いただいたりしているということでありますか

ら、ある程度動き出したなという感じはするん

ですよね。これは、先ほどは予算の関係と言っ

たけど、ちょこっとやって済む問題ではないと

思うんですよね、私はね。

県の職員は、3年ぐらいでローテーションで
回っていくわけでしょう。そうなると、その辺

のノウハウを統計課の中でどう蓄えていくのか、

この辺が一つの課題ではないかなと思うんです

よね。

私は、人口減少問題で統轄監のグループに、

人口学とか地域経営に詳しい専門家を配置した

らどうかと、場合によっては限定でもいいと、

3年間でいいじゃないかという話をしているん
だけれども、なかなかそういう話にのってこな

いわけですよね。自分たちだけでやっていくと

いうことだけれども。

一番問題なのは、この前もちょっと話をした

けれども、分析をして、できるだけの政策をし

て、目標を達成して、それで本来の目的の人口

減少にまったく歯止めがかかっていない。とい

うことは、何かが足らないんですよ、皆さん方

がしている中で何かが。

新しい考え方をこの中に入れていって、その

中で皆さん方がディスカッションしていくなら

ば、相乗効果が出てくると思うけれども、同じ

ような頭の人ばかりおって幾ら議論しても、そ

の枠から出てこないと思うんです、私は。

そういう意味からしまして、統計課がその先

手をつけていただければ大変ありがたいと思い

ますので、ぜひ分析のプロを、ある程度長期間、

長崎に置いてノウハウを蓄積していくと、そう

いうシステムをこの際、統計課が中心になって

政策企画課あたりと話をして、そういう方向に

行ければ、また新たな展開が出てくるんじゃな

いかと思います。

今のままではもう無理ですよ。新たな展開を

するなら、新しい人を入れて、その人の知恵を

かりながら、みんなが力を出していくと、そう

いう時代であるし、そうならないと、もうやれ

ないと思うんです。ぜひ、統計の分析のプロで

あるとか、地域経営のプロとか、そういう人を

県庁の中に抱え込んで、それを中心にして政策

立案していくと、こうなれば少し変わってくる

んじゃないかと思います。

そういう人材確保について、先ほどとダブる

かもしれませんけれども、統計課長に、あらゆ

る機会でそういう話をしていただきたいと思い

ます。再度、統計課長にお尋ねいたします。

【笠山統計課長】委員のご指摘は非常に大きな

テーマでございまして、私、統計課長でござい

ますが、なかなか私だけでは、その問題につい

て解決というか、対応していくのは難しいので

はないかと思っておりますが。

各部局、一生懸命に人口減少対策には取り組

んでおります。そういう中で、統計課としても

支援をしていきたいと思っておりまして、本日

の中山委員のご指摘については、早速、政策企

画課にもおつなぎ申し上げて、どういった対応

ができるのか、真剣に考えていきたいと思って

おります。

【中山委員】ぜひ、政策企画課長とか統轄監あ

たりと話をして、そういう方向にいけばいいと

思います。

決して私は、中村知事以下職員が、人口減少

問題について努力していないんじゃなくて、一

生懸命頑張っていることは認識しているんです。

しかしながら、何か足らんのじゃないかと。頑

張っても、何か足らないと目的は達成できませ

んよ。そういうことも申し上げて質問を終わり
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ます。

【坂本(浩)委員長】 ほかにございませんか。
【饗庭委員】犯罪被害者等の支援について、お

伺いしたいと思います。

今回、長崎県犯罪被害者等支援計画の素案を

作成してあります。いろんな項目があるんです

が、その中で二次被害に対する防止策を、具体

的にはどのようにされる予定なのか、今されて

いることも含めて教えてください。

【宮﨑交通・地域安全課長】二次被害の防止に

つきましては、先ほどの部長説明にもございま

したが、10月に犯罪被害者等支援シンポジウム
を長崎市内で開催させていただきます。その中

で、犯罪被害者の遺族による基調講演とかパネ

ルディスカッション等を行う予定にしており、

犯罪被害者の置かれている立場等について、広

く県民の方に周知していきたいと考えておりま

す。

また、生命のミニメッセージ展を11月9日、
10日に長崎市の浜の町アーケードで開催させ
ていただきたいと思います。これについては、

殺人や交通事故等の犠牲になられた方々の写真

や、遺族のメッセージ等を掲示した等身大のパ

ネルをアーケードに並べまして、県民の方々に

見ていただき、被害者の置かれている立場、二

次被害の防止を周知していきたいと考えており

ます。

また、市町の行政職員による二次被害という

ものもございます。行政職員に対する周知とい

うことで、11月に警察庁と共催して、行政職員
を対象とした研修会を開催する予定にしており

ます。こういう研修会で、被害者の方々に接す

る行政職員の資質の向上を図っていきたいと考

えております。

【饗庭委員】研修等々をするということでござ

いますけれども、今、二次被害に遭われている

方の把握はできておられるんでしょうか。

【宮﨑交通・地域安全課長】 現在、犯罪被害に

遭われた方々につきましては、警察の犯罪被害

者支援室であったり、犯罪被害者支援センター

で支援を行っております。その中で、この方々

の報道機関の過剰な取材等による二次被害であ

ったり、そのほか、周囲の方々の心ない言動等

による二次被害であったりというところを把握

しております。

【饗庭委員】二次被害、なかなか見えにくいか

と思うんです。心の被害が結構多いかと思うん

ですけれども、そのあたりに関しては、センタ

ーとかでご相談を受けておられるかと思うんで

すが、被害者がもっと守られるシステムが必要

かなというふうに思うんですけれども、そのあ

たりはいかがでしょうか。

【宮﨑交通・地域安全課長】守られるシステム

というところでございますが、支援に当たる私

たちも含めて、よかれと思って言った言葉が二

次被害になってしまうこともあります。

ですので、二次被害に遭われて心のケアが必

要な方につきましては、臨床心理士等のカウン

セリングを行っている状況でございます。

【坂本(浩)委員長】 ほかにございませんか。
【外間委員】県民生活部が、長崎県民の暮らし

向きに対して最も密着した所管であるというふ

うに私は認識をしておりまして、特に長崎県民

の相談事や悩み事について、昔、たしか消費者

生活センターというものがあったかと思うんで

すけれども、今は何というんでしょうか。消費

者生活センターでよろしいんでしょうか。（発

言する者あり）

消費者生活センターの県で行われている体制

と、各自治体でもそういうセンターがあろうか
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と思います。まず、県と各自治体の組織体制を

お教えください。

【峰松食品安全・消費生活課長】委員ご質問の

県の消費生活センターの体制でございますが、

それまで駅前にありました長崎県消費生活セン

ターが平成30年に新庁舎へ移り、食品安全・消
費生活課の中に入っております。私は、食品安

全・消費生活課長であるとともに消費生活セン

ター長でもあり、現在、事業者指導班6名、啓
発相談班11名の合計18名体制になっていると
ころでございます。

また、県内市町の体制でございますが、市に

つきましては、13市全ての市に消費生活センタ
ーが設置されております。町につきましてはセ

ンターというものは設置されておりませんが、

ほぼ全ての町に消費生活相談員が配置されてお

りまして、それぞれの町民の方々の消費生活相

談に応じておられる状況でございます。

【外間委員】 課長のご説明で、相談員が18名
だったですよね。

【峰松食品安全・消費生活課長】申し訳ござい

ません。補足させていただきます。

こちらの職員は6名と11名と申し上げました
けれども、消費生活相談員、相談にのっている

職員は6名でございます。
【外間委員】じゃあ、県下各地からのご相談を

6名の相談員が常時対応するということですね。
年間、どのくらいの相談件数を受けておられる

のでしょうか。

【峰松食品安全・消費生活課長】一番新しい統

計で、平成30年度に県の消費生活センターでは
2,371件の相談を受けております。
【外間委員】 6名で平成30年度においては
2,371件の相談を受けたということであります
が、相談の内容で、分類してベスト5という表

現はいかがなものかと思いますが、どういう相

談を主に傾向として受けておられるのか、上か

ら順にご説明ください。

【峰松食品安全・消費生活課長】私どもの方で

は、商品と役務、いわゆるサービスというふう

に分類しており、商品につきましては、1番目
が健康食品、2番目が化粧品、3番目が電気、4
番目が4輪自動車、5番目が新聞という結果にな
っております。

また役務、いわゆるサービスにつきましては、

1番目がデジタルコンテンツ、2番目がフリーロ
ーン、サラ金、3番目がインターネットの接続
回線、4番目が不動産貸借、5番目が工事、建築
という結果になっております。

【外間委員】なるほど、こういう分類によって

長崎県民の相談の向きが見えてきたわけであり

まして、特に最近ではインターネット、不動産、

こういったところも相談事として上位に上がっ

ているとお知らせいただいて、よく理解ができ

ました。

これだけのご相談を受ける際に寄り添うとか、

時には専門性の高いご相談に対して、弁護士の

資格でも持っていないと対応できないような問

題まで解決してくれているようなことを聞いた

ことがありますし、非常にありがたく、6人の
相談員でこれだけの対応を行っておられるのか

と、今改めて、質問して答弁をいただいたこと

で、相当崇高なお仕事を対応しているオペレー

ターだなと理解をしております。

そういったオペレーターの皆様方の仕事ぶり

に対して、課長の方からいろいろと仕事の内容

について不平不満等はないかもしれませんけれ

ども、逆にそういったお仕事をされている方か

らのご相談、悩み事などはございませんでしょ

うか。
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【峰松食品安全・消費生活課長】今すぐ思いつ

くようなところはございませんけれども、おっ

しゃるように日々寄り添って相談を受けており

ます。高度な相談もございますので、皆さんの

レベルアップのために勉強会等を開いていまし

て、そういう時間をなかなかとれないというと

ころも問題、課題ではあるのかなとは考えてお

ります。

【外間委員】予算の事情もございますので、相

談員の人数はこの体制で、これからも県民の相

談に寄り添って、しっかりとやっていただきた

いと思います。

こうやって聞いてみると、もう少し踏み込ん

で視察でもぜひさせていただいて、相談員さん

のご相談に私たちがのりたいと。本当に大変な

ご活躍で、多くの相談件数を、中身についても

相当高度な質問、悩み事に対して解決をしてお

られるというふうに理解をしておりますので、

ぜひとも、この方々の仕事のご期待と、職場の

環境を守っていけたらというふうに理解をいた

しました。

それからもう1点ですが、実は私も、人権・
同和対策の研修会に長きにわたって参加をさせ

ていただいておりまして、差別のない社会を目

指して、人権・同和対策問題についても一定勉

強させていただいております。

来週、佐世保の地で恒例の人権・同和研究会、

研修会があり、恐らく人権・同和対策課長も来

賓としてお見えになるのかなと、お待ちをして

おきたいと思うんですけれども。

差別のない社会、偏見のない社会をつくって、

啓発活動や教育に県が関わっている仕事は非常

に大切だと思っておりますけれども、もうそろ

そろ、そういう社会も終わっているのではない

かというぐらいに、そういう偏見のない社会に

なってきたんだなと。十数年ずっと参加をする

ことによって、一定こういった活動がレベルア

ップして、もうその域に達したのではないかな

というふうなことを感じるんですけれども、そ

れでも予算立てを組んで、一定こういう仕事に

関わっていくと、本当に何か形骸化して、マン

ネリ化して、表現は悪いかもしれませんが、た

だ消化型の事業になっていないのかということ

を議員として反省も含めて感じることがあるん

ですけれども、その件について、研修会も含め

て、人権・同和対策課長のご見解を承りたいと

思います。

【丸田人権・同和対策課長】委員のご発言があ

りましたけれども、確かに顕在化という意味で

は、ひところより、そういった事件等は顕在化

しておりませんけれども、また新たな問題とし

て、今はインターネットの時代でございますの

で、インターネットによる人権侵害等々が増え

ている状況にございます。加えまして、近年、

性的少数者等、新たな人権課題も出てきている

状況にございます。

特にインターネットの人権侵害というのは、

それを正しく理解しないまま、そのまま鵜呑み

にして誤った理解をしてしまい、それがまた差

別、偏見につながっていくというようなことが

ございまして、私どもとしまして、正しく理解

をしていただくということは引き続きやってい

かなくてはいけないことだろうと思っていると

ころでございます。

そういったところで研修会、講習会の開催、

また、ご依頼を受けたら講習会等もやらせてい

ただいているというような状況でございます。

【外間委員】 わかりました。

インターネット等の新しい目に見えないいじ

め、差別というのが出てきていると。そういっ
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たものも含めて正しく理解をしていくためには、

やはりこの啓発活動は引き続き必要であるとい

う課長の答弁といたします。わかりました。

ぜひとも人権啓発活動については、ただいま

課長の答弁があったとおり、新しい時代のさま

ざまな社会の複雑な状況の中で、人間が織りな

す暮らし向きの中の悩み、相談ごと、差別、偏

見のない社会に、県民生活部の所管の存在は非

常に大きいものと、改めて認識をいたしました。

どうぞ皆様方のご活躍を期待をいたします。

【坂本(浩)委員長】 ほかにございませんか。
【宅島委員】私も、先ほど外間委員から質問が

ありました消費生活センターへの相談事でです

ね。

先ほど、健康食品、化粧品、電気、自動車、

新聞、そして何だったかな、（「デジタルコン

テンツ」と呼ぶ者あり）デジタルですね、イン

ターネット、不動産、建築、サラ金、こういっ

た答弁があったんですけど、相談があった中で、

県警と連携をきちっとされて、特殊詐欺とかと

認知をして検挙をされた事実があれば、教えて

いただきたいと思います。

【峰松食品安全・消費生活課長】 直接、警察の

方と連携をして犯罪の検挙につながったという

例は、こちらの方では把握はしておらないとこ

ろですが、そういうご相談があった場合、警察

の方を紹介する例はございます。

【宅島委員】わかりました。なんで言うかと申

しますと、全国的にも詐欺被害者が増えてきて

おりまして、消費生活センターに相談している

人たちも、もしかしたら詐欺グループの被害者

かもしれないので、県警としっかり連携をとっ

ていただきながら、この事案はこういうのに似

ているよねと、この犯罪の逮捕歴のある人間が

関わっているよねと、そういった照会をしなが

ら、本当の意味で県民の生活を守ってあげない

と。

ただ単に電話を受けて、ああそうですか、こ

うですかと言うんじゃなくて、悪いものは悪い

ということで県警としっかりタイアップをして、

撲滅をしていくといったことをやっていただき

たいと思うんです。

先ほどの答弁では、県警と連携しないことは

ないということでありましたが、悪質とか、そ

ういった認知の仕方があるんでしょうけれども、

ぜひ県警と連携をとっていただきたいと思うん

ですけれども、部長、いかがでしょうか。

【木山県民生活部長】ただいま委員からご指摘

がありましたとおり、消費生活センターで相談

を受けますと、相手によっては強権な要求とい

ったものも考えられるところでございまして、

県警の職員を1名、課に配置をしているところ
でございます。

先ほど課長が申し上げましたのは、相談その

ものが、県警の方とお話をした結果、事件化し

たということではございませんけれども、日頃

から、情報交換はさせていただいているところ

でございます。ご指摘がありましたように、今

後も県警とはよく情報交換やご相談をさせてい

ただきながら、弁護士等にご相談ということも

あると思いますので、そういった形で総合的に

対応してまいりたいと考えております。

【宅島委員】 ありがとうございました。

食育の推進についてと4ページにあるんです
けれども、県においては、朝食をとらない、ま

た野菜摂取不足の大学生をターゲットにして食

育を取り組んでいきたいと書いてあるんですけ

れども、こういう人たちは、もともと食べない

ような習慣がずっと続いている人たちが多いと

思うんです。保育園、幼稚園、小学校、中学校
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ぐらいまでに、しっかりと食の大事さをわから

せてあげないといけないと思うんです。

ここに書いてあることで満足されてしまった

らいけないと思ったので、あえて言うんですけ

れども、ＳＮＳにレシピを載せたら、朝食をと

る方が増えるのかとかですね。そういったこと

ではなくて、例えば食に関する15分か20分ぐら
いのＤＶＤをつくって、教育委員会とセットに

なって学校で食に関する教育を行うとか、そう

いったことの方が長い目で見て効果があるんじ

ゃないかと思うんですけれども。

実際、食育にかかる経費といいますか、予算

としてはどのくらいをお考えですか。

【峰松食品安全・消費生活課長】食育に関する

予算といたしまして、平成31年度、令和元年度
につきましては、約800万円を計上しておりま
す。

【宅島委員】 800万円が食育の予算という答弁
がありました。

私も小さい子どもがいるんですけれども、そ

の子どもも、なかなか朝食をまともに食べない

というのを目の当たりにしています。家庭でも

学校でも食育、食の大切さを教育することは大

事だと思いますので、ＤＶＤでもつくっていた

だいて、食に関して悩んでいる保護者の皆様方

がいらっしゃったら配布をするといったことも、

ぜひ検討していただきたいと思いますけれども、

いかがでしょぅか。

【峰松食品安全・消費生活課長】ただいま委員

から貴重なご意見をいただきました。参考にさ

せていただきたいと思いますが、まず今年度は、

朝食のレシピの動画をつくってＳＮＳ等で配信

をさせていただきまして、その反響を見ていき

たいと考えております。よろしくお願いします。

【宅島委員】 続きまして、平成28年度の県民

経済計算についてということで、統計課長にお

聞きしたいと思うんです。

私は、3年ぐらい前の一般質問で、県民所得
についての質問をしたことがあります。その時

に、県民総生産が4兆1,000億円ぐらいだったか
と思うんですけれども、資料を見ると4兆5,662
億円ということで、私が質問した時よりもかな

り上がっていると大変うれしく思ったんです。

この前、九州新幹線西九州ルート・交通対策

特別委員会で石川県に行ってきたんです。石川

県におきましても、新幹線効果で県民所得、県

民総生産も徐々に上がってきているという数字

を見せていただいたんですけれども、大体、長

崎県と同じような県民総生産の額なんです。で

すので、きちっと今後も県民所得が上がるよう

に。

また、実際に働いている方々の人数で割ると

どのくらいの金額になるのか、おおよそでいい

んですけれども、おわかりでしょうか。これは

赤ちゃんからお年寄りまでというのが二百何十

万円ですよね。そこら辺がわかれば。（「休憩

をよろしいですか」と呼ぶ者あり）

【坂本(浩)委員長】 しばらく休憩します。

― 午後 ２時４７分 休憩 ―

― 午後 ３時 ５分 再開 ―

【坂本(浩)委員長】 委員会を再開いたします。

【笠山統計課長】お時間をいただいて、ありが

とうございます。

委員ご指摘の、総人口ではなくて、県民所得

の総額を生産年齢人口で除して得た数について

は、分母が79万505人、これは平成27年の国勢
調査における生産年齢人口でございまして、分

子が3兆4,433億円でございます。これを計算し
ますと、生産年齢人口における一人当たりの県
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民所得については435万6,000円となります。
なお、1年前の平成27年度分について同様に

計算いたしますと422万8,000円ということで、
この2つの数字を比較しますと12万8,000円の
増という形になります。

【宅島委員】 ありがとうございました。今、統

計課長から報告があったとおり、生産年齢人口

で割ると、働いている県民の大体の平均が435
万6,000円で、平成27年に比べると12万8,000円
も増額をしているということで、県民所得の向

上をうたわれている中村知事の政策ともきちっ

と合致をして、頑張っていただいている結果を

聞いて安心をしました。

続いて、交通・地域安全課長にお伺いしたい

んですけれども、県内の特殊詐欺に遭われてい

る方々の件数、平成30年度でいいんですけれど
も、件数と被害額を教えていただきたいと思い

ます。

【宮﨑交通・地域安全課長】特殊詐欺被害につ

きましては、平成30年中に51件発生しておりま
して、被害総額が約1億463万円でございます。
【宅島委員】こういう案件に関しては総務委員

会が所管をされているのはよくわかっているん

ですけれども、県民生活に大事な部署である県

民生活部がしっかりと政策を打ち出していただ

いて、こういう詐欺の被害に遭われる方が少な

くなるように、ぜひ県警とも連携をしていただ

きながら、被害者の削減、また撲滅に向けて頑

張っていただきたいと要望して終わります。

【八江委員】男女共同参画について、ちょっと

初歩的なことになるかもわかりませんけど、男

女というのは1歳から100歳ぐらいまでおりま
すので、どこまでで男女参画型の社会を目指し

ながらいろいろ事業計画をなされているのか。

1歳からといったって、なかなか難しい話だけ

ど、だからといって100歳というのも難しいか
と思います。20歳で成人して60歳で定年退職と、
その間の働く人が中心になるのかなとわかって

おりながらも、改めてその点を確認しておきた

いと思います。いかがですか。

【有吉男女参画・女性活躍推進室長】男女共同

参画社会というものは社会のありようになりま

すので、一生涯を通して対象となるものでござ

います。生産年齢人口を対象とするものではな

く、生涯を通して対象となるものでございます。

例えば幼少期にあっては、男の子のおもちゃ

は車、女の子のおもちゃはお人形とか、学童期

にあっては、入学式の時に前の列には男子生徒

が並んで、後ろの列には女子生徒が並ぶとか、

成人してからは、自治会に入った時に、会長は

男性が、会計は女性がされているといったよう

なことが多々見受けられるところでございます。

そういったことを無意識のうちに働きかけてし

まっている。

この無意識の偏見というものは、誰でも持っ

ているもので、それに気づいて、私たちがどう

判断して、どう進めていくかということが男女

共同参画社会の第一歩ということになります。

【八江委員】何を言わんとするかと言うと、少

子・高齢化時代といわれて、この間の敬老の日

に新聞等にも発表があっておりましたが、65歳
以上、あるいは70歳以上が3,600万人いるとい
うことです。70歳以上で働く人が860万人とか、
100歳以上が7万人以上とか、平均年齢は男性が
81歳、女性は87歳と、社会の流れの中では、高
齢者がだんだん多くなってきているわけです。

男女参画の問題で役職の問題がある。例えば

県庁だったら課長は何人おりますかとか、社長

は何人おりますかとか、社会の役割を、登用さ

れる者を中心に男女参画の代表的な役割みたい
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なことを表現されますね。

資料を見ますと、長崎県の場合は、登用され

るのが全国で32番目とか、九州で7番目だとか、
あまりよい成績ではない。国体並みになってし

まっているわけですけど、必ずしも役割が全て

ではないと思います。

そういう時代に変わってきている中で、男女

雇用機会均等法ができて久しいですけど、時代

の流れによって、男女参画の流れも少しずつ変

化してきているんじゃないかと。

特に高年齢になりますと、女性の方がむしろ

登用が多くて、男性の方が貧弱になってしまう

と、社会現象が入れ替わってくる可能性がある。

そういうこともみかじめながら考えれば、ど

れが一番いいのかなと。社会で一番活躍できる

のは、例えば就業人口で、生産人口になります

20歳から60歳ぐらいまでの一番活躍する時に、
女性の出番がもっと多くあっていいと。それは

自然と多くなってきているんじゃないかと思い

ますけど、そのあたりの捉え方について、男女

参画・女性活躍推進室長としてどのように捉え

ておられるのか、そこを確認しておきたいと思

いますが、いかがでしょうか。

【有吉男女参画・女性活躍推進室長】女性の活

躍という点におきましては、管理職における女

性の登用率というのが、よく指標として挙げら

れているところでございます。

よく言われる数値として30％というのがご
ざいます。場の空気を変える一つの目安になる

のが3割ということでございます。
見ていただいてわかるように、このフロアに

おいても、女性が3割いるような状況ではござ
いません。3割を超えると、場の空気が変わっ
て女性が意見を言いやすいような状況になると

言われております。

そういったことから、女性の管理職登用率

30％を目指して、全国的に指標を上げて取り組
んでいるところですけれども、まだまだ各分野

において、その登用率には届いていない実態が

ございます。

いずれ30％をクリアして、最終的には男性、
女性は同数で、どの場面においても同数の登用

がされているような自然な形になることが望ま

れております。私も、その社会の実現に向けて、

微力ながら努力をしてまいりたいと考えており

ます。

【八江委員】男女といいながらも、時に年齢に

応じて育児が関係すると、女性の方はなかなか

働くことができない。職場になかなか復帰がで

きなかったりして、職場の中で割合が極度に少

なくなってくる。育児関係を男女同じようにし

ようじゃないかという法律もありますし、また

そうせにゃいかんですけど、なかなかそこまで

追いついていないために女性の登用が、人数は

あまり変わらないのかもわからないけど、今言

われるように、ここの中で数えたら、どうして

も女性は少ない。しかし、男性の働く数からす

れば、女性は少ないかもわからないと。

そういう問題もいろいろありますけど、私は

高齢者の一人ですから、我々の周囲を見ますと、

女性がいないと生きられないと。

社会現象の中で役割が、職場の中でいろんな

ことをしていかなきゃいかんということは十分

わかっておりながらも、家庭環境、あるいは地

域、いろんな団体を見れば女性の活躍は大きい

ものがあるし、そういう支えがあってこそ生活

が営まれているし、また社会が動いているんじ

ゃないかと思っております。

そういった面を考えれば、もう少し輪を広げ

た形での活動に目を向けておくことも必要かな
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と思いますので、今の社会現象の中で、高齢化

時代の中で、方向を変えろと言うつもりはあり

ませんけど、そういう見方も考えておくべきこ

とかなと思いますので、その点をもう一度、確

認したいと思います。これは日本だけじゃなく

て世界的にそうかもしれませんけど、そういう

時代になってきているということも、一つ含み

おく必要があるんじゃないかと思いますけど、

いかがでしょうか。

【有吉男女参画・女性活躍推進室長】高齢化社

会が加速している状況にある中で、男性も、女

性も、誰もが一人ひとりの存在を大切にして、

それぞれが活躍できて、それぞれが輝けるよう

な社会づくりを目指しております。支え合って

認め合うというところが非常に大切なポイント

になってくると考えているところでございます。

【八江委員】 最近、テレビとか新聞にも、若い

女性の方が起業しておられると。我々も立派だ

なと思っておりますし、また、そういう方々が

育ってほしいという思いもたくさんあります。

そしてまた、海外で生活というか、世界の中

でボランティアを含めて活動している中では、

女性の方が非常に大きい役割を果たしているよ

うな印象を我々は持っております。

例えば、アフリカとかなんとか、男性の行け

ないようなところで女性が堂々と活躍していた

り、また、違った国に嫁いでいった日本の女性

を見た時には、日本人ってすごいなと思ったり

もするものですから、一つひとつと区切らずに、

全体的な活動の中に活かしていくことができれ

ばという思いは持っております。

就業については特に頑張っていただきたいと

いう思いは私も同じような気持ちを持って、も

うちょっと女性の感覚で商売、あるいはそうい

うものを考えていただければなという思いをし

ています。我々も全面的に、企業に関係する者

の一人としては期待をしておりますし、また支

援をしていきたいと思います。

その点を含めて、県民生活部長も担当の皆さ

んと一緒になって、そういう目で女性の方向性

を、リーダーシップを発揮していただければと

いう思いもありますが、その点を最後にお尋ね

して終わりたいと思いますが、いかがでしょう

か。

【木山県民生活部長】女性の起業、それから女

性の活躍という点につきましては、今、委員か

らご指摘があったとおりでございます。私ども、

女性の活躍を推進する上で、それには男性、家

庭、もちろん社会の協力も必要かと思っており

ます。

生産年齢を迎える前の児童・生徒、大学生に

おきましても、女性の活躍、そして女性、男性

ともに支え合うというようなことについては、

いろんな啓発を通じて広めていかなければなら

ないと思っておりますので、今後とも男女共同

参画、それから女性活躍について、全力で取り

組んでまいりたいと考えております。

【坂本(浩)委員長】 ほかに質問はございません
か。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

【坂本(浩)委員長】 ほかに質問がないようです
ので、県民生活部関係の審査結果について整理

したいと思います。

しばらく休憩いたします。

― 午後 ３時２０分 休憩 ―

― 午後 ３時２０分 再開 ―

【坂本(浩)委員長】 委員会を再開いたします。

これをもちまして、県民生活部関係の審査を

終了いたします。
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本日の審査はこれにてとどめ、明日は午前10
時から委員会を再開し、交通局関係の審査を行

います。

本日は、これをもって散会いたします。

お疲れさまでした。

― 午後 ３時２１分 散会 ―
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第 ３ 日 目
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１、開催年月日時刻及び場所

  令和元年９月２６日

自  午前 １０時 ０分

至  午前 １１時４５分

於  委 員 会 室 ３

２、出席委員の氏名

委員長（分科会長） 坂本  浩 君

副委員長（副会長） 石本 政弘 君

委 員 八江 利春 君

〃 中山  功 君

〃 坂本 智徳 君

〃 外間 雅広 君

〃 中村 和弥 君

〃 西川 克己 君

〃 山口 初實 君

〃 宅島 寿一 君

〃 饗庭 敦子 君

３、欠席委員の氏名

な   し

４、委員外出席議員の氏名

な   し

５、県側出席者の氏名

交 通 局 長 太田 彰幸 君

管 理 部 長 小畑 英二 君

営 業 部 長 濵口  清 君

６、審査の経過次のとおり

― 午前１０時 ０分 開議 ―

【坂本(浩)委員長】 おはようございます。

委員会及び分科会を再開いたします。

これより、交通局関係の審査を行います。

なお、中山委員から、所用により本委員会へ

の出席が遅れる旨、連絡があっておりますので、

ご了承をお願いいたします。

委員会による審査を行います。

議案を議題といたします。

まず、交通局長より総括説明をお願いいたし

ます。

【太田交通局長】 おはようございます。

令和元年9月定例県議会 環境生活委員会関

係議案説明資料をご覧いただきたいと思います。

本日、追加1という資料もお配りしております
ので、併せてご覧いただきたいと思います。

交通局関係の議案につきましてご説明いたし

ます。

今回、ご審議をお願いいたしておりますのは、

第111号議案「長崎県営交通事業の企業職員の
給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正

する条例」であります。

第111号議案につきましては、地方公務員法
等の改正に伴い、一般職の非常勤職員として新

たに創設される会計年度任用職員に係る勤務条

件や給料及び手当に関する事項を定めるととも

に、退職手当の支給に係る成年被後見人等に関

する除外規定を削除しようとするものでありま

す。

以上をもちまして、議案関係の説明を終わり

ます。

次に、議案以外の主な所管事項につきまして

ご説明いたします。

「ミライｏｎ図書館」開館に伴う対応につい

て。県と大村市が大村市に共同で整備する「ミ

ライｏｎ図書館」が10月5日に開館することに
伴い、交通局では、地元大村市等からの要望に
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応え、同図書館入口付近にバス停を新設し、名

称を「ミライｏｎ」とするとともに、10月1日
から乗降取扱いを開始することとしております。

同図書館には年間約60万人の来館者が見込
まれており、「ミライｏｎ」バス停設置により、

多くの大村市内線や諫早市からの路線バス26
便、長崎市内からの高速シャトルバス16便が停
車することから、市内外からの図書館来館者の

利便性が向上するものと考えており、バスター

ミナル等での周知を図ることとしております。

今後も、まちづくりの進展等によって生じる新

たな輸送ニーズに適切に対応してまいります。

営業・広報の取組について。

交通局では、バスの利用促進と地域の方々に

親しみを持ってもらうため、営業・広報活動に

継続して取り組んでおります。

県営バスの路線バスが乗り放題となる「夏休

みこども定期券」につきましては、バスの利用

促進とともに、乗車ルールやマナー啓発のため、

平成29年から販売しておりますが、今年度は、
昨年から取り組んでいる路面電車とのセット券

と合わせ、966名の小学生にご利用いただきま
した。昨年の利用818名より大幅に増加し、多
くのご家庭での利用が広がっており、その継続

につきましても関係機関と協議してまいります。

また、路線沿線で開催される地域イベント等

へも引き続き積極的に参加しており、8月5日に
は、長崎ペンギン水族館の「長崎にペンギンが

来て60年！記念イベント」において、同水族館
と連携し、ペンギンのラッピングバスに、車内

をぬいぐるみ及びシール等で装飾した「ペンギ

ンバス」を展示したところ、同イベントに訪れ

た多くの家族連れのお客様に好評をいただきま

した。

この「ペンギンバス」は、7月8日から9月30

日までの間、長崎市内の路線を運行しておりま

す。

交通局の経営状況等について。

現在、交通局では、中期経営計画に基づき各

種取組を進めております。今年度においては、

乗合事業では、人口減少等による乗客減・収入

減はあるものの、諫早市・大村市からの高速シ

ャトルバス等が堅調に推移しております。貸切

事業においては、昨年度、クルーズ団体からの

大幅な受注減などから厳しい経営となりました

が、今年度は規模の見直しを行うとともに、受

注回復に向けた営業強化を図っております。ま

た、経営効率化のため、バスの延命化を図ると

ともに、車両更新の時期の見直しなども検討す

ることとしております。今後とも、貸切事業の

営業強化や、未利用地の売却及び公用車の削減

など、さらなる改善に積極的に取り組み、経営

健全化に努めてまいります。

一方で、多くのバス事業者で課題となってい

るバス乗務員の確保については、交通局におき

ましても、深刻さを増してきつつあります。こ

れまでも乗務員採用後に大型二種免許を取得さ

せるなどの対策を取ってきておりますが、来年

度以降、多くの乗務員が定年となる期間を迎え

ることから、現状のまま推移すると、将来的に

路線網の維持が厳しくなることが見込まれます。

このため、バスの運行に不可欠な人材の確保

に向け、今後さらに、働きやすい職場環境の整

備や高齢乗務員の活用、女性乗務員の採用、大

型二種免許未取得者の掘り起こしなどに積極的

に取り組む必要があると考えており、具体化に

向けて検討してまいります。

また、路線網の維持のためには、その一定の

見直しが必要になるものと考えており、地域特

性や需要動向等を踏まえた効率的・効果的なダ
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イヤ編成に取り組み、地域の生活交通の確保を

図ってまいります。

事故防止への取組について。

交通局では、安全なバス輸送確保のため、乗

務員に対する実技研修や定期的な指導、教育等

を行い、法令遵守や発車前等の安全確認を行う

3秒ルールの徹底等に取り組んでおります。
そのような中、本年6月11日に佐賀県嬉野市

の長崎自動車道（上り線）不動山トンネル内に

おいて、当局の高速バスが前車に追突する事故

が発生し、また、去る7月2日には、長崎市田中
町において、回送中の路線バスが対向車線には

み出し、対向車2台と衝突する事故が発生した
ことは、誠に遺憾であり、県民の皆様、関係の

皆様に深くお詫び申し上げます。

今回の事故は、一つは車間距離不足と危機意

識の低下、一つは健康に起因するものと考えら

れ、再発防止に向け、全営業所の運行管理者及

び全乗務員を対象に安全意識を高めるため個別

面談を実施するとともに、健康診断の結果によ

り再検査の受診、治療等を徹底することとして

おります。

資料の追加1をご覧いただきたいと思います。
また、去る9月20日午後7時頃、当局路線バス

が、東長崎地区の矢上団地内で、横断歩道を横

断中の60代男性をはね、重傷を負わせる事故を
起こし、当該運転手が自動車運転処罰法違反の

容疑で現行犯逮捕される事案が発生いたしまし

た。

被害者の男性は、意識不明の状態で長崎市内

の病院へ緊急搬送されております。

6月及び7月の事故を踏まえ、事故防止に努め
る中、公共交通として特にあってはならない人

身事故が起きたことは誠に遺憾であり、被害者

及び被害者のご家族と県民の皆様に重ねてお詫

び申し上げます。

一連の事故を受け、従来からの事故防止策の

継続に加え、さらなる事故防止策に取り組み、

職員一丸となって信頼回復に努めてまいります。

職員の処分について。

本年6月27日に、乗務員が公休日に酒気を帯
びた状態で自家用車を運転し物損事故を起こし

たことが発覚したことから、去る7月12日に、
当該乗務員について、懲戒免職とする処分を行

いました。

交通局では、これまで飲酒運転防止の取組と

して、「飲酒運転防止対策マニュアル」を策定

し、職員への積極的な指導や、家族に対する協

力要請を行ってきたほか、交通局独自の「コン

プライアンス・ハンドブック」を作成し、全職

員へ配布するとともに、毎年セルフチェックシ

ートによる内容確認を行うなど、周知徹底を図

ってきたところでありますが、再びこのような

事案が起きたことは大変遺憾であり、公共交通

を担うバス事業者として、県民の皆様に深くお

詫び申し上げます。

今回の事案発生を踏まえ、改めて全職員から

「法令等遵守にかかる誓約書」を徴取し、職員

の自覚を促すとともに、その家族に対しても協

力要請を行ったほか、引き続き、個別面談やミ

ーティング等において、職員の健康管理と併せ、

飲酒状況の確認や飲酒に対する指導を実施して

いくこととしております。

このようなことが二度と起こることがないよ

う、再発防止に徹底して取り組み、県民の皆様

の信頼回復に全力で努めてまいります。

以上をもちまして、交通局関係の説明を終わ

ります。

よろしくご審議を賜りますようお願いいたし

ます。
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【坂本(浩)委員長】 以上で説明が終わりました
ので、これより議案に対する質疑を行います。

議案は第111号議案であります。質疑はござ
いませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

【坂本(浩)委員長】 質疑がないようですので、

これをもって質疑を終了いたします。

次に、討論を行います。

討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

【坂本(浩)委員長】 ないようですので、これを
もって討論を終了いたします。

議案に対する質疑・討論が終了しましたので、

採決を行います。

第111号議案については、原案のとおり可決
することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

【坂本(浩)委員長】 ご異議なしと認めます。
よって、議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定されました。

次に、提出のありました政策等決定過程の透

明性等の確保などに関する資料について、説明

をお願いいたします。

【小畑管理部長】 おはようございます。

「政策等決定過程の透明性等の確保及び県議

会・議員との協議等の拡充に関する決議」に基

づきまして、本委員会に提出いたしました交通

局関係の資料についてご説明いたします。

まず、1,000万円以上の契約案件について、本
年6月から8月までの実績は、資料1ページに記
載のとおり、計3件となっております。
次に、知事及び部局長等に対する陳情・要望

のうち、本年6月から8月までに県議会議長宛て
にも同様の要望が行われたものは、諫早駅周辺

整備事業への協力と支援についての1件となっ

ており、それに対する県の取扱いにつきまして

は、資料5ページに記載のとおりであります。
以上をもちまして補足説明を終わらせていた

だきます。よろしくご審議を賜りますようお願

いいたします。

【坂本(浩)委員長】 以上で説明を終わります。

次に、陳情審査を行います。

お手元に配付しております陳情書一覧表のと

おり、陳情書の送付を受けておりますので、ご

覧願います。

審査対象の陳情番号は、21番の「諫早駅周辺
整備事業への協力と支援について」の（3）県
央地域の広域公共交通の拠点として鉄道とバス

利用者の利便性の向上に資する諫早バスターミ

ナル機能の駅前広場への再整備の協力と支援と

いうことになっております。

陳情書について、ご質問はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

【坂本(浩)委員長】 質問がないようですので、

陳情につきましては承っておくことといたしま

す。

次に、議案外の所管事務一般に対する質問を

行うことといたします。

まず、政策等決定過程の透明性等の確保など

に関する資料について、質問はありませんか。

契約状況一覧表、陳情・要望に対する対応状況

です。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

【坂本(浩)委員長】 質問がないようですので、

次に、議案外所管事務一般について、質問をお

受けいたします。

なお、各委員一人当たり20分を目安に質疑応
答をよろしくお願いいたします。

【中山委員】それでは、2点お尋ねいたします。
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1つは交通局の経営状況についてでございま
す。バスの乗務員の確保は深刻さを増しつつあ

るということで、大変危機感を持っているよう

であります。

私は、さきの委員会で女性乗務員の状況はど

うかというふうにお話しいたしまして、今回、

乗務員の採用という形で明確にこういう抱負を

出していただいたことは前進かなと考えており

ます。

女性乗務員の採用に当たって、どういう課題

があるのか、そしてどの程度をめどに、何人ぐ

らいをめどに取り組もうとしているのか、まず

ここをお聞きしたいと思います。

【小畑管理部長】ただいまご質問がありました

女性乗務員の雇用につきまして、先般の委員会

でもご質問があった際に、当局は1名のみの女
性乗務員の配属となっていまして、全国的に見

ても同様な状況がございます。国の資料では、

バスの平均で1.8％ぐらいしかいない状況とい
う資料もございます。当局は、それよりも少な

い数字になっておりますけれども。

具体的な担い手不足の要因といたしまして、

不規則な就業形態、もしくは長時間の拘束とい

ったことで、女性の方は子育てだったり、そう

いった各自の事情等がございますので、どうし

ても避ける要素となっているということがござ

います。

片方で、経営者側の対応不足ということも指

摘されておりまして、新卒者に対する戦略的な

リクルート活動の不足とか、女性に対する対応

を含めた労働環境の改善といったものが十分で

ないのではないかというような指摘等も上がっ

ております。

当局においても、そういった状況は同様にあ

ろうかと思っておりますので、そういったもの

を含めて今後改善していく中で、女性の方もぜ

ひ交通局に入局したいといった意向をお持ちに

なれるような形にもっていければと思っており

ます。

これまでもいろいろと取組をしておりまして、

公募も行っております。特に男性、女性といっ

た区分けをしないで募集も行っておりまして、

女性乗務員を活用したパンフレットの作成等も

行って、そういった動機づけ等を図れるような

形で取り組んでおりますが、さらに、こういっ

た現状の要因等を含めた対策を引き続き取って、

改善に向けて、具体的な数値をお示しすること

は難しゅうございますが、全国の平均が出てお

りますので、そういったものも指標に進めてい

きたいと考えております。

【中山委員】働き方改革というか、時間が不規

則というような話がありましたけれども、タク

シーの乗務員はかなり女性がいるわけです。あ

れは、ある程度時間を決めてやっているので、

やはりその辺のニーズに合わせた時間を設定し

ていくことも考えないといけないので、働き方

改革の中で、そういう条件をつけて募集した方

がいいと思うし、ぜひそういう形で。これから

女性の活躍を幅広くすることは非常に大切なこ

とであるし、県全体としても取り組んでいる。

ぜひ女性乗務員の採用を積極的にやっていただ

きたいと再度申し上げておきたいと思います。

次に、事故防止の件でちょっとお話ししない

といけないと思っております。

帰ったらファクスが届いていて、9月20日に
こういう理由で職員が逮捕されたということで

した。交通事故を起こして逮捕されるのかなと、

ちょっと私は意外に思ったけれども、今回のこ

の事故の内容がよくわからないので、事故の内

容と逮捕に至った要因について、わかる範囲で
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いいから説明していただけますか。

【濵口営業部長】 9月20日の事故の件でござい
ますが、その前に、大変ご心配、ご迷惑をおか

けしたことに対しまして、申し訳ございません

でした。改めてお詫びを申し上げます。

9月20日の事故の件でございますが、まず、
かき道3丁目、東長崎の矢上団地の方で、信号
機のないＴ字路の交差点を当局の県営バスが右

折する際に、横断歩道を渡っていた60代男性に
気づかずに、はねて重傷を負わせたという事故

でございます。

当該運転手は、事故当日、すぐに自動車運転

処罰法違反の疑いで逮捕されたということでご

ざいます。これは、明らかな過失が大きいとい

うことでの逮捕とお聞きしております。しっか

りと確認したわけではございませんけれども、

横断歩道上ということで、それが逮捕の一番の

要因だと思っております。詳しくは聞かされて

おりません。

【中山委員】明らかな過失がない限りは、やら

ないだろうと思うんですよね。明らかな過失を

起こしたということが想定されますね。

何を言いたいかというと、皆さん方は交通事

故防止についてしっかり取り組んできたと、こ

の前の委員会でもそういう話を聞きましたし、

先ほどの説明でもわかったけれども、要因は、

車間距離の不足と危機意識の低下、健康に起因

するもの、明らかに過失があるものと。

そうすると、今までの取組の中で何が欠けて

いたのか、どういうものが欠けていたのか、こ

の辺を明確にしてもらわないことには、次にこ

うやりますということについて納得いかないの

で、その辺を率直にお話しいただきたいと思い

ます。

【濵口営業部長】今年になって、非常に重大な

事故が複数発生しております。

いろんな事故がある中で、いろいろな防止対

策を過去からずっと継続してまいりましたけれ

ども、今回につきましては特に横断歩道上の事

故ということで、今までにない取組をしなくて

はいけないと、すぐ機関長会議、所属長会議を

開催しまして、その中で今までにない取組とい

いますのが、他社の事例なども参考にしながら

やっていこうという方向づけをしております。

まず、今考えているのが、右左折時に横断歩

道がある時には必ず一旦停止という他社でやっ

ている事例がございます。その事例を踏まえて、

今度は長崎県内の道路事情に応じたルールづく

りをしっかりやって、まずは一息置くというこ

とをやっていきたいと思っております。

それと並行して、やっぱり乗務員への意識づ

けが非常に大事だと思っております。春先の事

故を受けて、職員一人ひとりと面談して、事故

防止ということで話をさせていただいておりま

す。まだこれは終わっておりませんが、ずっと

継続していきたいと思っております。

そういったことで、ドラスティックな事故防

止対策というのはなかなか難しいのかもしれま

せんが、地道に乗務員の心に訴えながら、でき

るものはやっていきたいと思っております。

【中山委員】対策とすれば、今言ったようにす

ぐやらなければいけないものと、少し時間をか

けてやらなければいけないものと、分けてやら

ないといけないと思う。

基本的には、交通局長をはじめとした思いと

か意識と、乗務員の意識が一体となっていない

というふうに私はとるんです。その大きな原因

は、乗務員の危機意識が不足している。そして、

それを補うだけの指導が、信頼関係がない、足

らなかった、そういうふうに私は見ているんで
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す。

それで、個別訪問をやっていくということで

あります。職員の意識を高めていくためには、

個別的にお話しするということは大事だと思い

ますが、現在やっている個別方式というのは、

どういう形でやっているんですか。乗務員は1
人かもしれませんけれども、局側としてはどう

いう体制で、どういう場所で、どの程度やって

いるんですか。

【濵口営業部長】現在行っておりますのは、局

の幹部が直接営業所に出向いて、営業所の中で、

乗務員は勤務形態がばらばらでございますので、

会う機会が非常に少うございまして、その非常

に少ない時間を見て乗務員に直接会って、営業

所の中で話をさせていただいているという状況

でございます。

【中山委員】場所の設定は営業所でいいと思う

んですが、幹部は何人ですか。それと、時間的

にはどの程度やっているのか、もう少し具体的

に言わないとわからない。

【濵口営業部長】基本的には、育成指導課の課

長が中心に、ほとんど1人でやっております。
指導課の課員もたまに参加することもございま

すけれども、基本的には1対1で、一人ひとり同
じようなスタンスで、時間的には大体10分から
15分ぐらい、場合によってはもっと長くなるこ
ともございます。大体そのような感じでござい

ます。

【中山委員】 育成指導課長が1対1でやってい
る、10分から15分程度ということであると、ど
こまで乗務員の意見を聞くことができるのか。

どういう気持ちで乗務員が働いているのか、ど

ういう形で自分の家庭を営んでいるのか、事故

防止についてどういうふうに考えているのか、

ざっくばらんにするにしては非常に時間が少な

いと思う。

それと、もう一つ心配は、よくよく考えんば

いかんのは押し付けよ、押し付け。指導課長が

やるとなると、それは簡単に物が言いにくいの

ではないのか。私はそう思う。

ここはざっくばらんに、職員の意見も聞かん

ばいかんけれども、問題は、職員の中でも危機

意識がある人と、中ぐらいの人と少ない人と、

いろいろいると思う。

やはりここはもう少し重大に考えんばいかん

ので、事故防止に当たって、局長に、今後の取

組の姿勢というか、どういう思いでやっていく

のか、その辺を明確に私は聞いていないので。

事故を起こしてはいけないことはわかる。それ

をどう伝えるかという問題が出てくるので、そ

の辺で、乗務員に向けてでもいいと思うけれど

も、今後の局長としての思いというか決意を少

し話していただけませんか。

【太田交通局長】中山委員のご指摘、ほとんど

がご指摘どおりだと思います。

私は、昨年の4月に局長になりまして、各営
業所での事故防止への取組ということで、毎月

1回、早朝点呼に立ち会います。これは各営業
所に幹部職員が順番で回って行っております。

先ほど、営業部長がそういうことでやっている

というのは、月に1回の点呼時に職員と顔を合
わせて、一言、二言でも声をかけることで点呼

の状況を確認しております。

それと、年に1回、各営業所を回りまして、
幹部と乗務員の皆さんと、約1時間ほどですけ
れども、意見交換をする機会を設けております。

これはいろんなご意見が出ます。バスの車体が

古いものですから、そういう面で改良してほし

いとか、給料面の改善とか、そういうご意見も

出ますので、いろんな形でそういう機会を設け
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て立ち会っております。

それから昨年から、説明の中にもありました

けれども、3秒ルールということで、一旦落ち
着いて運転にかかれということで、発車前、交

代時等に、左右の確認、車内の確認を一旦して

深呼吸してやりなさいということも始めており

ます。

私も、やはり職員の落ち着きというのが一番

大事かと思っております。それと、職員に対す

る声かけというのが、やはり共通の意識を持っ

ていただくためには必要かと思っておりまして、

今回、一連の事故をきっかけということではな

く、改めて、まずは営業所長に、各乗務員たち

との面談の際に、事故防止、それから飲酒等の

コンプライアンス意識の醸成、そういうことに

ついて声かけをしてくれとお願いしております。

私も、どうして今年こんなに事故が続くのか

ということを改めて考えておりまして、やはり

職員との交流の機会を増やしていかないといけ

ないだろうと思っております。そういう面で、

中山委員がおっしゃるように、職員の落ち着き

といいますか、そういうものを大事にしていく

ような取組を今後進めていきたいというふうに

考えているところでございます。

【中山委員】局長が取り組んできた内容につい

ては理解するわけでありますが、私が言いたい

のは、職員が自らこの問題について話し合うと

いうか、話し合いができるような行動を起こす

ためにはどうすべきかと考えていましてね。恐

らく今のような形で個別訪問をやっても、なか

なかそこまでいかないのではないかなと思って

おりましてね。

局長からは、声かけをしているといった発言

があったが、これだけ事故が出てくると、やは

り対応としても異例をとらねばいかんと思って

いるんだけれども、やはりここは局長に出ても

らって、営業所に行って職員と直接会って、ざ

っくばらんに話を聞くというか、個々の意思疎

通がいけば、局長が全員に会う必要はないと思

う。それまでに職員の中で盛り上がってくるよ。

盛り上がってこなければ、局長に問題があるん

だよ。

そこでもう一回、所長とか指導課長に任せる

のではなくて、それはそれとしながら、やはり

ここは局長が出ていって、1対1で、あなたはど
ういう気持ちで働いているのか、家庭はどうい

う状況か、事故防止はどんな方法がよかろうか

と、ざっくばらんに。5分、10分じゃやれない
ですよ。30分なりとって、そこまで一回おりて
いって、職員も局長も一緒なんだよと、県民の

命を守らなねばいかんじゃないか、どうするの

かと、責任があるんだよと。その辺を、おりて

もらってやって、そして結果として職員自身で

この問題について話し合うと。そうなれば事故

防止につながっていくと考えております。

これは少し時間がかかると思いますが、この

際、ぜひそういう取組をしていただきたいと思

いますが、その決意はどうでしょうか。

【太田交通局長】 ご指摘の点につきましては、

そういう機会を設けて、こちらの気持ちも伝え

ていく必要があると思っておりますので、具体

的な方法につきましては、今後、少し詳細に検

討いたしまして実施していきたいと思っており

ますので、よろしくお願いいたします。

【坂本(浩)委員長】 ほかにございませんか。
【八江委員】諫早の方からの要望活動があって

おりますが、特に諫早のターミナルの問題です。

我々諫早地域出身の者としては、県営バスに対

しての一番大きな課題はそこにあるわけであり

ます。
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現状として地元の諫早市の問題等があったり

して、要望に応えるためにという回答もあって

おりますが、どのような形で今、推移をしてい

るのか、まずそれをお尋ねしておきたいと思い

ますが、いかがですか。

【小畑管理部長】諫早ターミナルにつきまして

のお尋ねでございますが、先般の一般質問でも

中村(和)委員からご質問がございました。その
際にも、前回の委員会でも八江委員にお答えい

たしましたが、改めて申し上げますと、諫早タ

ーミナルにつきましては、新諫早駅ビル内に発

券・待合所を整備した後、令和3年度に移転予
定となっております。

それを踏まえまして、移転後の跡地につきま

しては、県営バスの収益源とするとともに、地

元諫早市の計画との調整が必要だと考えている

ということで進めております。

先般も申し上げましたが、今年度につきまし

ては、民間からアイデアを募集するサウンディ

ング調査を実施することといたしておりまして、

そういった中で、今後、交通局が活用するに当

たってのいろんな提案をいただいた上で、どう

いった形で活用できるかということを検討して

いきたいと考えております。

併せまして、今もお話にございましたとおり、

諫早市からは、跡地周辺での道路拡幅のために

当該跡地の一部を活用したいといったお話もご

ざいます。一方で、現在、敷地の中には水路が

ございますので、そういったものについても諫

早市との協議が今後必要になってくるかと思い

ます。そういった土地の利用に当たっての諸条

件を踏まえた上での跡地活用となると思います

ので、まずは諫早市との協議を進めていきたい

というふうに考えております。

【八江委員】 新幹線の開業が令和4年度という

ことで、もう間もなく3年ぐらいで開業するわ
けですが、今からいろんな形で検討すると。

検討は検討で結構ですけど、県営バスターミ

ナルの前の西友の跡地も、今、仮駐車場として

利用されております。毎日満杯だと聞いており

ます。それは、跡地を取得されている不動産関

係企業がどのように転換をするのかということ

も一つ見定めながら、駅前の開発と併せて、県

営バスとして方向性を決めたいということかも

しれませんけど。

前から申し上げていたように、諫早の駅前商

店街が、今のところ新幹線の駅前に関係する動

きがあまりないと認識をしているんです。商店

街として、こういうものをしたい、ああしたい、

こうしたいという小さい動きはもちろんありま

すけど、県営バスと西友跡地がどのように動く

かで、諫早の駅前地域がどのように変わってい

くかということであります。

もちろん諫早市が進めている、駅周辺開発の

中の約200億円近くかけたターミナル、あるい
はホテル、マンション、駐車場等は、書いてい

るとおり順次進めておられますけれども、商店

街の方にありますターミナルの用地等が一番大

きな課題だと。それが一つの大きな起爆剤にも

なると思うから、早目に決断をしてくださいと。

売るのか売らないのか、あるいはどういうもの

に利用するのか、県営バスそのものが運営して

いくのかということを申し上げてきたんですけ

ど、これからいろいろなアイデアを募集という

と、まだまだ時間のかかる話だなと。諫早の駅

前商店街に誘導するような役割には、なかなか

つながってこないのではないかなと思いますの

で、もう少しスピードを上げて、その話し合い、

アイデア募集、期限を定めてスカッとした形で

の誘導を図っていただくことが、地域の信頼を
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取り戻すことにもなってくるのではないかと思

います。その点はいま一度。

我々も、諫早の駅前をどうすればいいかと。

ホテルとか何とかはたくさんありますよ。あり

ますけど、ビジネスホテル的なものがあるから、

そこにはシティホテルというような大きいのを

どーんとつくって、諫早の大きな拠点になすこ

とができればとか、駐車場等になせばとか、い

ろいろありますけど、もう少し具体的な活動に

移れないのかなと思うんです。今のお話ではま

だまだ、我々の要望しているものとは少し納得

いきがたいものがあるんですけど、いま一度、

その構想なりをもうちょっと明確にできません

か。

【小畑管理部長】なかなか時期を明示してとい

うのは難しゅうございますが、とはいえ、委員

おっしゃるように、令和4年には新幹線開業と
いう一定の目途がございますので、我々として

も、ターミナル機能移転以降に跡地をそのまま

放置しておくことは、交通局にとってもよくな

いことでございますので、一定そういった時期

を目途に、今後の作業を進めていきたいと思い

ます。

申し上げました事業化の検討は、今年度中、

民間からのアイデアを聞いて構想をつくってい

くことになると思います。次年度、令和2年度
以降には、公募でやるのか、もしくは交通局自

身がやるのかということで分かれてくるとは思

いますが、もし公募等でやるとなれば、事業者

の選定に向けた公募等の手続を進めて、最短で

いけば、できれば令和4年度に間に合うように
というような作業感を持ちながら進めていきた

いと思っています。令和4年度と明示はできま
せんが、そこは一定の指標になろうかと思いま

すので、そこに向けて作業を進めていきたいと

思います。

【八江委員】もう少しスピードを上げてですね。

開業が一つの大きな起爆剤ですので、それまで

には完成しておくことが必要であろうと思うん

です。そのころから、どうしようかと流れてい

くと、せっかくの大きな用地が地域に貢献でき

る状況にないと思いますので、もうちょっと早

目にやっていただきたい。

それと、県営バスは諫早駅を拠点の一つとし

ていますけど、そこから路線の問題、今、商店

街の中を走っている路線の問題ももちろんあり

ます。県営バスがターミナルに移って、立派な

ターミナルの機能を十分発揮していくようなこ

とを絵では見せていただいておりますけど、路

線のことが今までどおりとしか見えないんです。

開業と併せて、路線のことも明確に示していた

だくことができないかなと。

例えば長崎－諫早間、諫早－佐世保間、諫早

－島原間とか、都市間交通の路線が市民にあま

り見えないです。市内の路線はいろいろ、赤字

路線ももちろん、政治路線みたいなものもたく

さんありますけど、もう少し都市間交通の問題

がターミナルの移転によりどう変化するのかを

明確に示すことが必要ではないかと思うんです。

あそこにターミナルが移ることによって、大き

な路線の見直しがあるのではないか、また、な

さなければいけないのではないかと思うんです

けど、その点はどのように考えているんですか。

【濵口営業部長】先ほどの委員のご意見の件で

ございますが、新諫早ターミナルが完成した以

降の路線の回し方につきましては、諫早市とも

従前から協議はさせていただいております。今

後も継続をしていきたいと思います。

先ほどの都市間輸送の件でございますが、今、

長崎－諫早の高速シャトルバスがございます。
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当然こちらも新しいターミナルを活用した発着

ということを考えております。

周知が緩いのではないかというご指摘もござ

いまして、諫早－長崎の高速シャトルを新規で

出した時に、各住宅地等にポスティング等もさ

せていただき、あるいは時刻表とかも作成して

お配りしながら周知を図ったところでございま

す。随分と利用者もございます。

今後は、委員おっしゃるとおり新しい諫早駅、

諫早ターミナルを活用した他の路線は検討しな

くてはいけないだろうと思います。そういった

ものをどういうふうに、よりいい回し方をする

のか、あるいは新規の路線ができるのかも踏ま

えて検討させていただいて、最終的には、広く

いろんな手段でお知らせをさせていただければ

と思います。

【八江委員】シャトルバス等については、ある

意味では盛況を来しているということで大いに

結構だと思うし、であればもう少し、都市間交

通のものと、もう一つは諫早市を高速道路上で

通過する高速バスが諫早ターミナルへ乗り入れ

ない問題。

今、長崎から諫早を経由して福岡とか熊本と

か大分というものもありますが、諫早に降りず

に高速道路の周辺のバス停を経由していくとい

うことです。新幹線の開業に合わせ、ターミナ

ルへ高速バスが乗り入れ始めたりするのがわか

らないという部分があるんです。

高速道路からちょっと離れていますけれども、

そのあたりのことについては何ら検討しておら

れないですか。高速道路との関係の、バスの乗

り入れ等についてはどのようになっているんで

すか。

【濵口営業部長】 先ほどのご意見で、まず、県

外高速は九州各地に路線がございますが、どう

しても諫早インターから諫早駅までの距離と時

間が少なからずかかりますので、その往復を考

慮したら非常に起終点の所要時間が長くなる、

距離も時間も長くなるということで、速達性が

少しなくなるかなという気もします。共同運行

会社とも当然協議はしなくてはいけないんです

が。

一方で労働条件といいますか、道路運送法上

の縛りがどうしてもございます。1人のドライ
バーで運転する時間、あるいは拘束する時間と

いうものがございまして、諫早インターから諫

早駅に行って帰ってくることで、少なくとも往

復で30分以上はかかるのではないかなと思い
ますので、そういったものも含めて、本当に運

行が可能かどうかというのは検討しなくてはい

けないと思います。

過去にはそういった検討もされているとは思

いますが、現実的に実際に行われていないとい

うことでございまして、道路状況も変わってい

ますので、諫早駅経由というのが実際可能なの

かを改めて検討させていただきたいと思ってい

ます。

【八江委員】諫早のインターから、新しく島原

道路等も建設中であります。そういったものを

利用して、ある意味では循環ということだって

できると。開通するのは2～3年後だとしても、
そのあたりの見直しは若干あってもいいのでは

ないかと思います。

もう一つは、提案を兼ねてですけど、並行在

来線といわれる、長崎本線。こういったことと

佐賀との関係もいろいろありますが、我々も、

太良町も鹿島市も、場合によっては長崎の隣接

都市として同じ立場にあるのではないかと思い

ます。そういうところを見れば、今のところ鉄

道だけを利用ということになっている。小長井
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の県境までは県営バスが走っていただいている。

そこで、鹿島まで県営バスの乗り入れができ

ないのか。あるいは、祐徳バスが諫早まで来ら

れないのか。それによって都市間の集客が大き

く変わってくるのではないかと。

このようなこともあるんですけど、そういう

ことを検討した経過はあるのか、これからどう

するのかというのはなされていないですか。

【濵口営業部長】県界線といいますか、小長井

町、太良町はちょうど県境でございます。この

件に関しましては、一昨年ぐらいから住民の方

の交流が、佐賀県側から長崎、諫早に、諫早側

から佐賀県にと、そういった交流人口もおあり

というお話があって、その中で実際に祐徳バス、

県営バス、そして太良町、諫早市、佐賀県、長

崎県、そういった関係者で、実施の方向でどう

やったらできるかと、具体的なダイヤ等もつく

って最終的には実施する方向で検討はさせてい

ただいておりました。

ところが、どうしても経営上といいますか、

これは祐徳バスも含めてですが、利用者が限ら

れていることで収支がなかなか均衡しないとい

うものもあって。自治体等の補助もまじえなが

ら運行するといった具体的な話までさせていた

だいていたんですが、最終的に財政支援が困難

ということもございまして、佐賀県側、太良町

側がですね、そういったものもあって現実的に

実施されていない状況がございます。

我々としましては、交流人口の拡大は支援し

なくてはいけないという立場でございますので、

そういったものがあれば極力、協力はさせてい

ただきたいというふうに思っております。

【八江委員】検討した経緯はあるということで

ありますが、時代も少しずつ変わってきますの

で、ここで一遍してだめだったから終わりとい

うことではなくて、継続的にしていく。それは

新幹線の開業とですね。

いつも佐賀とぎくしゃくしているのは、有明

沿線の関係で諫早との関係が余りよくない状況

にあるんです。諫早は佐賀藩領であって、近親

感も非常に強いんですけど、何かと対立的なも

のが多くなっているから、何とかバス路線の問

題を含めながら一緒になって、地域としていく

ことが必要かなと。バス路線等も含めて検討す

べきと思いますので、それは強く求めておきた

いと思います。

それと、島原鉄道との関係も、ターミナルは

供用していくと思います。島原鉄道との問題は、

それぞれ検討しながら解決をしていただいてい

るものと思いますが、そのあたりは常に対話の

姿勢で、お互いが理解しながら相乗効果を高め

ていただいているのかどうか。問題ないと思い

ますけど、それももう一度確認したいのですが、

いかがですか。

【濵口営業部長】島鉄バスと県営バスの関係は、

いろんな情報を共有しながら、過去も現在もや

らせていただいております。

今度、島鉄バスが10月1日から、空港－本諫
早、諫早線という路線バスを増便しております。

その後、諫早－島原の方は島原鉄道につなげる

と、10月1日から実施の方向というふうに聞い
ておりまして、そういった情報も我々にいただ

きながら、どうやったら利便性がより高まるか

ということも実際に行っていますし、今後もい

ろんな場面でお互いに協力しながらやっていこ

うという確認はさせていただいております。

【八江委員】ひとつ仲良くやって、住民から期

待される交通事業になっていただきたいと思い

ます。

もう一つお尋ねします。未利用地の売却とい
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うこと。

我々も長い間、不用地ということではないか

もわからないけど、余り使っていない土地等に

ついては売却をし、新たにまた求めるところは

求めていくべきではないかということを申し上

げた経過もあるんです。

ここに書いてある未利用地の売却等について

というのは、具体的にどこを売却し、どうして

いこうとしているのか、発表できる分があった

らお願いしたいと思いますけれども、いかがで

すか。

【小畑管理部長】委員ご指摘の交通局の未利用

地とは、現在、4カ所ほどございます。島原に
以前、営業所があったころの整備工場の跡地と

公舎の跡地がございまして2カ所、諫早市内の
小野島に方向変換場が1カ所、大村市の田下方
向変換場、黒木ですかね、1カ所ございまして、
この4カ所をこれまで未利用地ということで、
何らかの形で売却とか有効活用できないかと取

扱いを進めてまいりました。

今回、大村市の旧田下方向変換場につきまし

て、引き合い等がございまして入札を行ってお

ります。8月に入札した結果、落札されて、資
産の売却ができたという状況でございますので、

4カ所が今、3カ所という状況になっております。
島原につきましても交通局としては利活用の

方策がございませんので、今後、地元等にお願

いしまして、いろんな利活用の方策がないか引

き続き協議をしてまいりたいと考えております。

【八江委員】余り大きなところを期待できない

ですけど、都市の中に持っている土地と周辺に

ある土地とは価値も随分違います。例えば小野

島の方向転換場とか、黒木のところといったっ

て、だめと言うつもりはないですけど、経営に

大きなプラスになるものは余りないかなと思い

ます。

それよりも、都市の中に現在使っているけど、

これを処分し、こうしていこうとかという戦略

があってもいいのではないかなという思いでお

尋ねをしたつもりだったんです。その点は、所

有地の有効活用と売却というものが、土地を転

がせと言うつもりはないんですけど、運営、経

営に大きくプラスすることができるのではない

かと思いますので、それは強く要望しておきた

い。

最後に、先ほど、都市間交通のことを申し上

げました。諫早にしても大村にしても、新幹線

ができたことによって、その場所が変わりはし

ないけど、それをきっかけに見直すことは非常

に大事な時期ではないかなと、いいチャンスで

はないかなと思うから、路線についても改めて

大きく見直しをしながら、地元住民の足を確保

しながらやっていく、その姿勢はもっと明確に

見えてこなければならないと思います。

それは各都市が出してくるアクションプラン

の中にあると思いますけど、今のところ県営バ

スから出てくる答えは、あまりそのあたりが見

えないような状況ですから、その点はしっかり

見直していただきたいと思います。

最後に局長に、長崎駅を中心としたもの、諫

早駅を中心としたもの、大村駅を中心とした新

幹線絡みの構想について、もう少し大きく転換

を図っていただきたいと思うんですが、いかが

ですか。

【太田交通局長】新幹線開業後の交通の状況を

見据えて都市間輸送を考えたらどうかというご

意見でございますが、現在、諫早市と大村市と

は、市内の路線バスについてのいろんな協議を

行っております。現在も、特に諫早市と長崎市、

大村市と長崎市のシャトルバスの運行、空港を
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中心といたします長崎から空港、それから諫早

市から空港という路線バスも運行しております。

また、新幹線が開業した暁には、大村を通っ

て諫早市、長崎市という新幹線の経路になって

まいりますので、その辺のお客様の動き等も含

めて、都市間輸送という長距離の、隣のまち同

士の輸送というのも考えていかないといけない

かなというふうには思っておりますが、なかな

か経営的に非常に厳しい面もございます。お客

様の状況も見ながら、今後しっかりと検討して

いきたいと思っております。

【山口(初)委員】 先ほどから議論のあっている
ことに重複する部分があるんですが、事故防止

について、少しお話しさせていただきます。

私たちといいますか、一般庶民の皆さん、県

民、市民の皆さんの県営バスに対するイメージ

は、やっぱり安心で安全で信頼できる交通機関

というふうに思っていると思います。私もそう

思っています。

6月のトンネル事故とか、7月の対向車線の関
係とか、あるいは9月の横断歩道の事故等々、
あってはならない事故が起きてしまったわけで

あります。

それは、先ほど中山委員からも指摘があって

いますが、教育と対話で職員さんの意識を向上

させるということが大前提なんですが、もう一

つ違う観点からいきますと、事故というのは個

人が起こすものですから、健康に起因するもの

が多分にあるんじゃないかと思うんです。

健康診断はきちっとした形で受けさせておら

れると思いますし、再検査が必要であれば再検

査をさせる、治療が必要であれば継続的に治療

させると、一定のルールに基づいてやられてい

ると思います。

そういう中におきましても、働き方といいま

すか、働かせ方が非常に大事な部分だと思うん

です。休憩あるいは休養の与え方についての基

本的な考え方を、いま少しお聞きしておきたい

と思います。

【坂本(浩)委員長】 しばらく休憩します。

― 午前 １１時 ６分 休憩 ―

― 午前 １１時 ７分 再開 ―

【坂本(浩)委員長】 委員会を再開します。
【濵口営業部長】山口委員のお尋ねの乗務員に

対する労働時間等につきましては、自動車運転

者の労働時間等の改善のための基準というのが

国の方で定められております。拘束時間につい

てとか、休息時間について、もしくはハンドル

時間、そういったものが細かく決められており

まして、例えば4週間を平均した1週間当たりの
拘束時間とか、休息時間を8時間以上与えると
か、そういった細かな規定がございますので、

基本的にはそういった改善基準を超えないよう

な形で、営業所の方で運行管理者が、注意しな

がら運行させているといった状況でございます。

【山口(初)委員】 要は、1日の拘束時間の中で
ハンドルを握っている時間、休憩している時間

をきちっと徹底させていくというのが大前提だ

と思います。それが1週間でどうか、1カ月でど
うなのかということを含めて、それをきちんと

徹底してやってほしいと思います。

先に聞こうと思っていたんですが、私どもと

しては、県営バスに対しては非常に信頼してい

るんですけれども、同業他社もあるわけですが、

事故率がどういう状況になっているか、おわか

りですか。

【濵口営業部長】 事故の状況でございますが、

昨年と今年度の事故を参考に発表させていただ

きます。
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まず平成30年度が、全体で56件の事故が発生
しております。その前年度、平成29年度も五十
数件と、大体こんな形で推移をしております。

今年度の8月末現在の数字が22件で、昨年度が
15件と増加傾向でございます。事故の状況は以
上のような感じでございます。

【山口(初)委員】 わかりました。県営バス、県
交通局の集計された数字はこういう状況になっ

ていますが、同じように路線バスを長崎バスに

しても西肥バスも運行しているんです。どうい

う単位で事故率が評価できるような形になって

いるのか、よくわかりませんが、そういう数値

はありませんか。

要は、延べ時間で何件とか、やり方はいろい

ろあると思うんですが、どこかがちゃんとしな

いと、そういう統計を出しきらんと思いますけ

どね。（「休憩を」と呼ぶ者あり）

【坂本(浩)委員長】 休憩します。

― 午前 １１時１０分 休憩 ―

― 午前 １１時１１分 再開 ―

【坂本(浩)委員長】 委員会を再開します。
【濵口営業部長】先ほどの委員のご指摘の件で

ございますが、事故の状況の全国的なもの、あ

るいは九州管内、県内等、今、手元にございま

せんので、改めて確認いたしましてご報告をさ

せていただければと思います。

【山口(初)委員】 一つ心配している部分を言い
ますと、どこもですけど、今、運転手の人員不

足があるわけです。そういう中で、当局として

は無理をさせないように、きちんとやっていか

ないといけないと思います。

事故というのは、事故を起こした側も不幸で

すし、当然、起こされた側も不幸です。そして、

社会的な信頼を損ねるということにもなります

ので、ぜひしっかり取り組んでいただきたいと

思います。

先ほどの数字も、昨年より今年、どうもこの

夏時点で少し増えているようですから、教育と

対話で意識向上を図っていただいて、健康管理

をしっかりして頑張っていただくことをお願い

したいと思います。

もう一つ、教えていただきたいことがあるん

です。夏休みこども定期券の運用についてです。

私は諫早の田舎に住んでいまして、うちの地

域の子どもたちがこういう恩恵にかかわれるの

かどうかなというのはあるんですが、基本的な

部分だけ、どのような取扱いをされているのか、

対象地域はどうなのか、一般的な部分で結構で

すから教えていただけますか。

【濵口営業部長】夏休みこども定期の件でござ

いますが、制度自体は、諫早市、大村市、長崎

市の市域で、夏休み期間に小学生が対象で1カ
月1,000円で、その市域の路線が乗り放題といっ
た制度でございます。

【山口(初)委員】 今、長崎、諫早、大村とおっ
しゃいましたが、そこの小学生、中学生であれ

ば、1,000円で夏休み中、乗り放題の定期券なり
チケットなりがあると、そういう制度ですか。

【濵口営業部長】県営バスの路線で、その市域

ごとに乗り放題になると、小学生だけでござい

ます。

【山口(初)委員】 わかりました。うちの地域の
子どもたちは、このことは恐らく承知していな

いのではないかなと思います。県営バスとして

少しでも営業を上げるためにも、各小学校に宣

伝するといいますか、子どもたちに宣伝という

言葉がいいのかどうかわかりませんが、周知す

る何らかの手法があってもいいかなと思うんで

すが、どうですか。
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【濵口営業部長】 この制度をつくって3年ぐら
いやっています。電車とセットも2年ぐらいや
らせていただいていまして、周知の方法につき

ましては、県の教育委員会あるいは各市の教育

委員会、長与町の教育委員会等、関係機関に話

をさせていただいております。学校に行ってパ

ンフレット等を配っていただくよう依頼をした

り、そういったことはやらせていただいていま

す。

【山口(初)委員】 そこまでされているなら私が
知らないだけかもしれませんが、地域の子ども

たちに、私の方からもこういう制度があるよと

いうことは言っておきたいと思います。頑張っ

ていただきたいと思います。

【坂本(浩)委員長】 ほかにございませんか。
【中村(和)委員】 先ほどから今回の事故につい
ていろいろお話があっていますけれども、事故

を起こす運転手は、適性的な問題であって、大

体、事故を起こす方は連続して起こすんですよ。

私も運送業をやっていたものですから、そうい

う経験がありました。同一の人物が事故を起こ

すのが非常に多いんですよ。そういうところは

適性的なものもありますから、個人指導もやら

なくてはいけないだろうし。

ただ、どうしても運転手不足というものがあ

りますから、雇用はかけていかなければならな

い。しかし、募集してもなかなか来ない。よそ

の会社を、事故を含めていろんなものでやめた

方たちが入ってくる可能性もあるわけです。だ

から、雇用をする時に適性はちゃんと見定めて

いかなければならないと思います。それについ

てもぜひ積極的に、一人ひとりの運転手さんに

対する扱い方は、非常にこれから大切になって

くると思うのでですね。

先ほど中山委員からもありましたが、局長が、

もちろん部下の方たちも使いながらやるんでし

ょうけれども、そういう方たちには局長から直

接的に指導するのも一つの方法ではないかと思

いますので、ぜひ頑張っていただきたいと思い

ます。

それと、前回の委員会の時に私が皆さんたち

に質問していたのは、何をやるにしても、会社

を運営していくためには経費の削減が必要です

よということで、タイヤの購入、燃料の購入に

ついて、入札に対する会社数が少ないというこ

とを言っておりました。

どういうふうにやっているんだということを

聞いておりまして、先日から少しずつ回答をい

ただきましたけれども、できれば今日この場で、

今の時点での回答をいただきたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。

【小畑管理部長】 今、中村(和)委員からお話が
ございましたように、前回委員会でタイヤ購入、

軽油の購入についての入札の方法について、お

尋ねがありました。その後、我々としてもいろ

いろと現場の声等も聞きまして、お話をしてま

いりました。

現状を申し上げますと、タイヤ購入につきま

しては、平成20年度までは3者の指名競争入札
という形で実施をしてまいりました。その3者
にはタイヤメーカーも入っておりました。

しかしながら平成21年度からは、契約の透明
性、公平性の確保の観点から一般競争入札とい

う形で単価契約を結んでいます。

タイヤの購入については、前回資料ではわか

りにくかったと思うんですが、タイヤの組み替

えも含めて単価契約という形で結んでおります。

ですから、タイヤの価格と組み替えの価格も含

めた形でございますので、数字だけ見ると一般

的な価格と比較してどうかという疑問もあろう
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かと思います。

その上で、今回、各タイヤメーカーに直接お

話を伺っております。中には、基本的には販売

店にしか卸をしないので、交通局の入札には参

加は難しいという意見がある一方で、参加は検

討可能という声もありました。ただ、販売店へ

の考慮も一定必要ではあるがという条件つきで

はございましたが、今回そういったお話を聞け

たことは非常に我々としてもありがたいという

ことで、現在の契約は1年間ですので、次年度
に向けて引き続き競争性を高めて、結果として

交通局の経費削減に向かうような形で進めてい

ければと思いますので、声かけ等を積極的にや

っていきたいと思っております。

軽油につきましても同様に、指名競争入札か

ら一般競争入札に変わった経緯がございます。

その中で現在の2者がずっと入っているんです
けれども、一時期、入札に参加した業者に対し

てもお声がけをずっと続けてまいりました。そ

の結果、一昨日、10月から12月までの入札を実
施したんですけれども、そこには1者新たに参
加がございました。

そういったものを含めまして、今後とも競争

性が高まるように、引き続き努力を続けていき

たいと思っております。

【中村(和)委員】 購入についてはいろいろある
と思うんです。ただ、私たちが考えるには、小

売業者はメーカーから必ず購入するわけですか

ら、メーカーの方が絶対値段は安いんです。と

ころが、小売業者とメーカーの関係があって、

お互い知恵を出しながら仕事をしている仲間で

すから、そこがどういうふうな関係をもって入

札に参加してくるかというのは、私たちもいろ

んなことを言えないわけです。

ただ、県営バスとして経費をどれだけ節減す

るかはそこにかかってくると思いますから、入

札体系については、土木を含めいろんな部署が

入札をやっていますので、そういうところも含

めながらお話をしていただいて、適切な入札を

して経費削減に努めていただきたいと思います

ので、よろしくお願いしておきます。

【饗庭委員】先ほどからあっています事故防止

のところで、ちょっとお尋ねしたいんです。

ずっと言われています乗務員不足というのも

ございまして、お一人にかかる労働時間が過重

労働になっているのではないかと心配するとこ

ろでもあります。事故を起こした方も、今後の

人生に大きく影響するのではないかと思います。

その中では、やはり職員を守っていくというこ

とも必要かと思うんです。

この事故を起こされた方々の1カ月の労働時
間がわかれば教えてください。

【坂本(浩)委員長】 しばらく休憩します。

― 午前 １１時２２分 休憩 ―

― 午前 １１時２３分 再開 ―

【坂本(浩)委員長】 委員会を再開します。
【小畑管理部長】過重労働になっていないかと

いうお尋ねでございます。全体の時間外の数は

今、持ち合わせておりませんので、後ほどご報

告させていただければと思いますが、基本的に

は時間外勤務については上限設定がされており

まして、今の状況でいきますと、運転手の場合

は特殊でございますけれども、乗務員の実労働

時間で、4週を平均した1週間当たりのハンドル
時間が40時間を超えてはいけないといった上
限がございます。そうした中で、例えば渋滞と

か、そういった種々の条件によって時間外が発

生する場合がございます。

先ほど欠員の話がございましたが、9月1日現
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在で全体で22名の欠員が発生しております。そ
れをカバーするために、どうしても公休の日に

出勤をすることで時間外が発生することは実際

ございますので、そういったものが時間外にな

っていくのかなと考えています。

ただ、基本的に全体の時間数は上限がござい

ますので、その中でやりくりをしているという

状況でございます。

【饗庭委員】 欠員が22名ということですので、
恐らく1週間40時間を超えているのではないか
と思うんですが、そこは後で数字を出してくだ

さるということですが、やはり22名分をほかの
人が補わないといけないというふうになってい

るかと思うんです。

そこで、バスに乗る側としては定期にバスは

来ていただきたいんですが、バスの時間割も考

えていかないといけないのではないかと思うん

です。そのあたりはいかがですか。ダイヤが過

密になっているのではないかと思うんですけれ

ども、そのあたりはいかがでしょうか。

【濵口営業部長】路線バスのダイヤでございま

すが、これは国の方に事業計画を提出しており

まして、毎日変えるということは基本的には不

可能でございます。計画したダイヤを毎日計画

どおりに運行することしかできません。

ただ、もう少し長い目で見た時に、委員おっ

しゃるように過密ダイヤ、利用実態に応じたダ

イヤとかいうのを見ながら、過重労働に決して

ならないよう、総合的に見ながらダイヤ編成も

必要かなと考えます。

【饗庭委員】過重労働になった場合に、ストレ

スが大きくかかってくると言われているんです。

ストレスチェックは皆さんされていると思うん

ですが、高ストレスの方が乗務員に何％いらっ

しゃるか、把握できていますでしょうか。

【小畑管理部長】ストレスチェックを実施して

いるかどうかというお話ですけれども、昨年の

実績で申し上げますと、ストレスチェックを各

個人ごとにしていただいております。

全体対象が交通局で466名おります。これは
個人の同意が必要ですので、そのうち回答した

職員が382名おります。要面接が、そのうち35
名で、実際に面接した職員が3名といった状況
で、回答者全体に占める要面接者の割合は

9.16％といった状況でございます。
【饗庭委員】 高ストレス者の方が35名もいら
っしゃるということなので、なかなか面接を受

けていただけないのはどこの企業も同じではあ

るんですけれども、こういう事故が多いという

面で、ちゃんと受けていただくような指導も必

要かと思うんです。

先ほど言われたように、局長がずっと一人ず

つに当たるのも必要かと思うんですけれども、

やはり部内では話せないこともたくさんあろう

かと思いますので、外部の方に相談できるよう

なシステムを取ってはどうかと思いますが、い

かがでしょうか。

【小畑管理部長】ストレスも含めて、職員の健

康管理は非常に大事だと思っております。我々

としても、定期の健康診断が年1回、義務付け
になっております。併せまして、夜間に勤務す

る職員については年2回という形で、検査等の
必要な者には受診を勧め、所属長が健康管理を

図っていくという形も進めております。

義務づけではありませんが、睡眠時無呼吸症

候群、ＳＡＳといいますが、そういったものが

問題になったことがございましたので、当局が

負担して簡易の検査をやっております。それで

引っかかった場合には再検査をして、精密検査

をしていただくことも勧めて健康管理を図って
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おります。

これも当然義務付けでありますが、産業医が

嘱託でおりますので、健康診断等を含めた中で

健康管理上問題があるような職員についてはお

手紙を書いていただいたり、健康診断の際にお

話を聞くとか、そういった体制も整えておりま

すので、全体的な取組を含めて健康管理の向上

を図っていきたいと思っております。職員の方

からもそういった要望がございますので、でき

る限りのことはやっていきたいと考えておりま

す。

【饗庭委員】ぜひ、体の面と心の面の健康管理

をしていただいて、職員を守っていただきなが

ら、事故がゼロになるように頑張っていただけ

ればと思います。

【坂本(浩)委員長】 ほかにはございませんでし
ょうか。

【石本副委員長】私も、事故の件について、前々

からちょっと感じていることを1点述べさせて
もらいたいと思います。今、皆様方からそれぞ

れご意見があったとおりだと思っております。

これまで私の印象としまして、三十数年、長

崎におったわけですけれども、長崎バスもあり

ますけれども、長崎バスと比べた時に、これは

イメージです、やはり県営バスの方が運転が荒

いなというイメージが一つと、それから、運転

手さんの対応が長崎バスの方がやわらかい、人

当たりがいいという印象をずっと持っていまし

た。それで、例えば、私たちも車で走るんです

が、並行して走っても、ちょっと長崎バスと比

べた時に感じたことですけれども、県営バスの

方は運転が荒いなというイメージがあるんです

ね。

そういうのが、一つは日頃の乗務員に対する

研修が大事かなと思いますし、一つ聞きたいの

は、私たちも4年に1回、3年に1回ですか、免許
証更新の時に全体で講習を受けますよね。ああ

いうふうな全員を対象とした講習を定期的にや

られているのかどうか、1点確認です。
【濵口営業部長】乗務員の研修は、定期的に実

施しております。乗務の中には、一般定期、高

速バス、貸切バスと、少し運行内容が違うもの

がございますので、それぞれの区分に沿った乗

務員研修は定期的にやらせていただいておりま

す。

【石本副委員長】先ほど、それぞれ委員さん方

の質問の中で回答があっていたわけですけれど

も、各営業所を回って個別の面接なり指導を行

っているという話がありました。それはそれで

大変大事なことだと思っておりますが、やはり

こういう研修というのは1対1ではなくて、同じ
乗務員をある程度集めて集団での研修というの

が大事と思うんですね。個別はその人、人あり

ますので、いろんな接し方があると思うんです

けれども、やはり同じ仲間、皆さん一緒のレベ

ルで、そういうこともあるな、こういうことも

大事だなという総合研修というのが本当に大事

だと思っています。

私も農協関係におりましたけれども、8年ぐ
らい研修をやっていましたが、やはり個別研修

と全体集まって研修するというのは違うんです

ね。同じ悩みを持っている人たちが集まって、

いろいろざっくばらんに話せるような研修とい

うのも大事かなと思っています。

それともう一点は、先ほど事故率の話があり

ましたけれども、年間56件、59件という話があ
りましたけれども、単純に言いましてざっと換

算しますと、週に1回、何がしか起きていると
いうことですよね。それほど私は事故が起きて

いるのは意外でした。
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そうした場合に、これだけ件数が多ければ、

それぞれ原因があると思うんですけれども、そ

の原因の把握というか、分析あたりはどうなさ

っているんでしょうか。

【濵口営業部長】 事故の状況でございますが、

昨年度の56件の内訳を発表させていただきま
す。

まず、死亡事故はゼロです。車内傷害、これ

はバスの車内で、まだ動いている最中にお客様

が立たれたりして起こる車内事故が17件でご
ざいます。それから衝突傷害、相手が車両の事

故が6件でございます。それから、衝突物損が
11件、それから傷害、いわゆる歩行者が2件、
あとは固定物への物損が20件でございます。大
体そのような内容になっております。

【石本副委員長】 それぞれ内容を検証されて、

究極的には、先ほどからも意見が出ております

とおり、労働管理面とか健康面、それから、精

神的なもの、それからまた、車両的な物理的な

ものに分けられるかなと思うんですけれども、

そこらも併せて、研修する場合もそれぞれの方

面で違うと思いますので、していただきたいと

思います。

もう一つ感じているのは、県営バスの運転手

さんが足らないということで事故が起きる率が

多いのかなという気もしましたけど、それを聞

く前は、やはり県の職員という意識があって、

逆にプライドがそうさせているのか、やっぱり

イメージとして、ほかの同業者と比べた時に、

どうしても高圧的というイメージがずっとあり

ましたので、そこら辺も研修の一つのやり方が

あるのではないかなと。県民の立場に立った運

転をすれば、さっき言った車内事故とか、もう

ちょっと注意できるというようなところも出て

くるのではないかなと思いますので、そういう

面でも今後の研修のあり方、そして、体系付け

た研修というのが必要かなと、段階的に、事故

面とか、健康管理面とか、個別にとか、そうい

った研修の方法についても今後検討していただ

ければなと、これは意見です。

【濵口営業部長】事故等を含めた研修の件です

が、ちょっとご報告していませんでしたけれど

も、事故の惹起者、それから苦情があった職員

等は、一定人数の割合で、事故の状況、原因、

あるいはドライブレコーダーの映像を活用した

研修、検証を不定期にさせております。これは

今からも継続させていただこうと思っておりま

す。

【石本副委員長】今、ドライブレコーダーとい

う話がありましたが、これは全部のバスについ

ているんですか。

【濵口営業部長】 はい。

【坂本(浩)委員長】 ほかにございませんか。
〔「なし」と呼ぶ者あり〕

【坂本(浩)委員長】 質問がないようですので、

交通局関係の審査結果について整理したいと思

います。

しばらく休憩いたします。

― 午前 １１時３８分 休憩 ―

― 午前 １１時３８分 再開 ―

【坂本(浩)委員長】 委員会を再開いたします。

これをもちまして、交通局関係の審査を終了

いたします。

引き続き、分科会長報告及び委員長報告の取

りまとめなどの委員間討議を行います。

理事者退出のため、しばらく休憩いたします。

― 午前 １１時３９分 休憩 ―

― 午前 １１時４０分 再開 ―
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【坂本(浩)委員長】 委員会を再開いたします。

今定例会で審査いたしました内容、結果につ

きまして、10月4日の本会議における環境生活
委員長報告の内容について協議を行います。

審査の方法についてお諮りいたします。

協議につきましては、本委員会を協議会に切

り替えて行うことといたしたいと存じますが、

ご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

【坂本(浩)委員長】 ご異議ないようですので、

そのように進めることといたします。

それでは、ただいまから委員会を協議会に切

り替えます。

― 午前 １１時４１分 休憩 ―

― 午前 １１時４２分 再開 ―

【坂本(浩)委員長】 委員会を再開いたします。

環境生活委員長報告については、協議会にお

ける委員の皆様の意見を踏まえ、報告させてい

ただきます。

次に、予算決算委員会環境生活分科会の決算

審査の日程については、お手元に配付しており

ます日程案のとおりでよろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

【坂本(浩)委員長】 ご異議ないようですので、

そのように決定させていただきます。

次に、閉会中の委員会活動について協議した

いと思いますので、しばらく休憩いたします。

― 午前 １１時４３分 休憩 ―

― 午前 １１時４４分 再開 ―

【坂本(浩)委員長】 委員会を再開いたします。

閉会中の委員会活動について、何かご意見は

ありませんか。

〔「正副委員長一任」と呼ぶ者あり〕

【坂本(浩)委員長】 それでは、正副委員長にご
一任願いたいと存じます。

これをもちまして、環境生活委員会及び予算

決算委員会環境生活分科会を閉会いたします。

大変お疲れさまでした。

― 午前 １１時４５分 閉会 ―



環境生活委員会委員長　　坂本　　浩

１　議　　案

件　　　　　　　　　　　　　　　　名 審査結果

長崎県流域下水道事業の設置等に関する条例 原案可決

長崎県特別会計条例の一部を改正する条例 原案可決

長崎県建築基準条例の一部を改正する条例 原案可決

長崎県建築関係手数料条例の一部を改正する条例 原案可決

長崎県営交通事業の企業職員の給与の種類及び基準に関す
る条例の一部を改正する条例

原案可決

計　　5件（原案可決　5件）

記

環 境 生 活 委 員 会 審 査 結 果 報 告 書

　本委員会に付託された事件について審査の結果、下記のとおり決定したので報告する。

令和元年９月２６日

　　　　議長　　瀬川　光之　　様

番　　号 

第 107 号 議 案

第 108 号 議 案

第 109 号 議 案

第 110 号 議 案

第 111 号 議 案

－122－
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